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1954年 を 顧 み て

1954年抹研究所として皇ことに多事な年であった.しかも "多事"と

いえばとかく"多難 "がつきものであるのに,今度の場合はおめでたい事

の連続であり,本研究所の歴史に特筆大書すべき年であったことは何より

である.4月の初には早 くも記念式の相談が室長会議7)議題に上 り,応用

遺伝部設-ITiに作 う人事が問題となり,続いて国際米穀委員会員見学団の来

訪.天皇行幸と息つ くひまもない忙しさであった.

開所式をどうす73かということは長い間の懸案であった.文部省はじめ

県や市の好意と援助とによりともかくも五つの研究部門がtTl.来上 り,コン
ク.)- t､鐘の新裾や調節温室,近代式0)ネズミ飼育室も完成したし,内部

の設備も充実して来たので,この際研究所に関心を寄せられた人々を招い

ていささか感謝の意を表すると共に,現在'D状態を見てもらい,さらに将

莱-･屑の後援をお榔いすることは確かに時11:を得たものではあるが,その
名義をどうするかが問題であった.結Jl;WJ那肝式というには時期が遅 くな り

過ぎたから,5周年記念式として 6月1日の創立記念日に挙行するがよ

かろうということに決まったわけである.当別ま初夏の好晴に意まれて来

賓も211名の多きに達し,これに所員 78名を加えると300名妃 くにな

り,式興,耽宴も滞 りなく済み,それより3班に分れて所内を見学,つい

で市の内外4個所に設けられた懇親会場に赴き,それぞれ歓を志 して盛況

のうちに当日0)行事を終った.さらにその後m津 (8月)と東京 (11月)

とに5閏年記念講餅会が開かれ,これで予定の記念式関係行事をますべて完

了しナ二.

FAO 国際米穀委員会会員の見学は 10月 18Elで,アジア, 冒-ロッ

バ諸国の研究者技術者 48名が本所を訪れ,短時間で丘まあるが一時濃厚な

国際色を所内にただよわせた.このように多数の外国人が一度に来訪した

の抹創立以来初めてのことである.

当研究所へ天皇陛下をお迎えしたいということは所員一同の切なる願望

であったが,9月 11日の新聞にそのことが掲載されるまでは,それほど

早くわれらの念願が達せられようとは許しも思い及ばなかった.それより

直ちに準備に取 りかかったが,当日の朝皇居御発,11時三島駅御着後直ち

に研究所へお成 りになり,夕刻まで御滞在という殆ど前例のない長時間の
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お時間割をどう作ったらよいかが大きな17宇柏7トビあった .

llJJ4日は凪もなくIJi_I:I:I二相lと 皐､いうべき好ソ上気で亡:rLの婆もこU_)上

なくあてやかなりであっF'.温IJjから非公式リ)御見学ということで,所内

図 1.ネズミ飼育室の御視察

(右: 小熊所長)

a)手入れも必姿の最小限要に

JI･.め,蚊飾的なことや大け､さ

なことは一丁切祈略し,服盤も

全員平服でお迎えしたのであ

ら.陛下の生物学に対する御

造詣の書架いことは周知のとお

りであるが,遺伝学jJ-両につ

いても素人であらせられない

ことが,御質けりの端/Iによく

窺われた.従って所内0)あら

ゆる事物に深い興味をお持ち

になったことは明かで,陛下

の御発意により御届食の日朝111

を切 り上げて予定より早く見

学に移 られたことなどは,その段もよい証拠である.それ故に 5時冊余の

長い暗闇も御退屈どころではなく,む しろ短かすぎたかにお見受けした.

時々咲笑されろお園の楽しそうだったこと,また御n発の際お:Lfl.が動きHJJ
してからも,後方の窓から振返り振返 りお名残晒し削こ幾度も御会釈にな

ったあの親しみ深い御衣It損ま,われわれ-l司0)終生忘れろこと0_)できない

感激である.

応用遺伝部はこの年 7月10日をもって設近された.これでわれわれは

形質,細胞,生理.生化学,応用の 5遺伝部をイすすることにな り,当初の

計画に杜まだ及ばないが,研究所として一応体裁を襲えた感があ73.新;;-'之

の応用遺伝郡は遺伝学の応矧 こ関する基班的研究を目的とするも0)である
が,この窓を通して本研究所と国民のEl常生活とが一層lA祭に結びつけら

れるであろう.応ri3遺伝部の創設については当局0)理研と全国柾鶏遺伝研
究会関係の上菅問並びに政界有志の支接が与かつで力あることを認めなけれ

ばならない.

建物については大きな変化はなかつ7こが,従来0)養蚕宝はこれに 50,0

坪を増築して昆虫飼育室と改称され,作業室 32坪が柵AJに新築され,真

た城の内地区に職員捕食 2戸31-I--平が建築された.そ0)ほか全回種邦遺伝
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図 2.染色体の御視察

研究会より連続種都合 1枚 36坪,階卯育雛合 1棟 57.25坪,コロニー

令 6棟18坪,宿命1枚21.25坪の寄付申,TTJ.があ り,受,l''13の手続を完了

した .

か くして本研究所は年を迫って攻:)'1-にその規/班を拡大 し,その内容を充

実しっ ･あるが,まだまだ完備というには程遠い感がある.ビキニの衣に

始まって仝itt界の耳目をそばだたしめた放射能の影響は,遺伝学の立場か

らも看過できない研究課題別,.t供した.使いようによってラIjiにもな り薬に

もなる放射線の遺伝的効果を専攻するlW弛て早::f:に設けられ.なければなら

ない.

遺伝としいえばますfj'･lL に人間の遺伝を連想す7;のがで官迫であ73.それ

ほと一人周の遺伝は社会二股のtZLt三日の的であり,人間生Iif,･0_)宰不幸に重大な

る関係をもってい7,1.しかもu本において人類遺伝を専門に研究する機関

は一つもない.本研究所に人類遺伝部を設け,LIcことは焦朋の急 といわねば

ならぬ.

そのほか本所創立当時の41VI'憩としては,応用遺伝部を動物 と植物との 2

部に分ち,数理遺伝部,進化遺伝部を設超して合計10部 とすることであ

った. しかしながら遺伝学0)進歩はHに新たに して また日/tに新たであ

ち.創立計画の当【軸こ比べT3と,今Elの遺伝学はすでに隔 世の感がある.
バクテ1)アやバイラスにおいてさえも高等生物におけると1■.l様 の遺 伝 現

象,例えば遺伝子の組換,連関遺伝,染色体の転l<li_,解離,位逆効果など

が.詑められ/73今日になってみると,扱生物 (超微生物をも含めて)遺伝部

の必要性が痛感され73.世界大戦のため 104日間の蛋白を余儀なくされた

日本の遺伝学界は,繊生物遺伝学において特に大きな立ち遅れを見ている.

われわ摘 ま今後乱点的にこのjj両の研究を推進しなければならぬ.
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Elementの語をもって導入せられた メンデルの逆伝子の概念は,その

後易変遺伝子,変更遺伝子, 人為突然変異などの発見により,かなりの修

正を受けるに至つナ=.もちろんこれはメンデルの遺伝学が誤であったこと

を意味するものではなく,彼U)研究を足がか りとして-iZi伝学がしだいに発

(プラズマジ- ンなど)の研究が進むに連れ "遺伝子"なる語の内容がま

すます複雑になって来たこと昧争われない.核外遺伝子抹細胞質内に才[-1す

る粒子であるからこれを除外し.また核内遺伝子の作用に関する位置効果

や,遺伝子の特異な内部構造によると思われろ-'11一対立遺伝子の問題をしば

らく考慮の外におくとしても,エンドクの roguesや Malvaの細葉当[-I_の

遺伝の如きは従来の遺伝子の概念では説明できないものであるし,秦の不

安定遺伝子も同様である.遺伝子の中には古典遺伝学では解釈できないよ

うな複雑な現象を示すもののあることは,もはや疑を入れる余地がない.

これらの複雅な現象はこれまでやつかいな例外として放'Bされたものであ

るが,これらを徹底的に分析研究して行 くことにより,意外に大きな収穫

があるかも知れない.そして従来正統遺伝学と実践育種学との間に1(--す7J,

と考えられたギャップが,この方田の研究により拙められるという場合も
ないと昧いえない.こういう方面の研究部門の設IBも早晩必要と考えられ

る.

1956年 9月国際遺伝学会議 (IntemationalGeneticsSymposia,1956)

が日本で開かれること抹われわれとして英に同慶の至 りといわなければな

らない.漢文口調でいえば_TEに千載一遇0)好機である.文献を通じて姓名
だけを知っていた国外著名0_)学者と親 しく膝を交えて談論することができ

るということは,汁.:き学徒にとってたとえようのない喜びであり,また感

激でなければならない.会議は主として東京と京都とで開かれるが,本研

究所も展示会場の-としてその一環を担 うわけであ り,また所員の多数が
糾粒委員会または′ト委員会の委員として会議の計画と実行とに与かつてい

ち.本所の年齢こおいてこれに言及するのも必ず しも場追いではある患い.

(川中韮麿)



II.研 究 室 一 覧 (29.12.1凋 在)

部 名

生 理 遺 伝 部 駒井 lIi

生化学遺伝部

応 用 遺 伝 部

辻田 光雄

酒井 寛一

研 究 室 ･:'･

.

内

】

.,

｣

r第3研究室 !人 類

第 1研究室

第2研究室

第3研究室

第 1研究室

第2研究室

第3研究室

第 1研究室

第2研究室

第3研究室

第 1研究室

第2研究室

田 中 表 層

稔 村 清 二

駒 罪卓 (乗)

研 究 員 補 助 員

･:二 T I.lr･.::･ .∫:二 レ : I/ 言

鬼丸喜美治

l

尾 崎安之 助 (客)

-I_ ∴ こ_ ∴

動 物

植 物

数 理

動 物

植 物

微生物

駒 井 卓
土川 清
平 段文

岡 蓉 - 】

酒井寛一(乗)F木村資生

辻 田 光 雄

林 孝 三

林孝 三 (乗)

動 物 ･田中義贋(乗)
■

植 物 r酒 井 寛 一

-:: ' -I.:∴ ∴ 一一肘 一･

名和三郎
坂口文書 ･

遠藤 徹 ･

飯野徹雄 ;篠 遠 喜 入 (罪)

山百行歯~L
河原孝忠

後藤寛治
宮沢 明

l河野しげ子

1

朝 日昭 江

r大 和 直
I



ⅠⅠⅠ.研 究 課 題

研 究 課 魅

A.未尭戒のため引続き研究したもの:
1.蚕の不安定遺伝子に関する研究

2.秦の染色体地図の作製

3.作表越年性の玄鰍 こ関する研究(科学試験研究)

4.尾長鶏の退伝学的研究

5.麦顎の放射線遺伝学的研究

6.コムギ近縁憶としてのカモジグサの研究

7.コムギ五倍雑種の子孫における等染色体植物

8.X線照射によるタバコの突然変異

9.放射線の質と突然変異との関係

10.人の不完全伴性遺伝の研究

形質退伝郡
第 1研究室

〝

付
け

第2研究室

†/
〝

//

l/

刑中 表閏

l/

〝

∫/

II.:･'tJ=:i n:こ;･･

桧村 清二

〝

巨

村 清二

原 均
井 太朗

::.:i.- 読

第3研究室 J田中 克己

ll.凝癌の細胞学的研究 (科研組合研究 (小熊梓) ;細準遺伝郡
還ノr蒜完芸 ;吉田 俊秀

〝 滞 貨冨震
5

け りI
L､

∫/ 〟

･′ 儒 葺 頑蒜

〝 i古里 和夫

l

〝 付

け J/

第3研究室 辻田 光雄

･′ .催 告 芸讐

の一部)

12.性染色体の分化に関する研究

13.マウス及びラットにおける摘感受性の遺伝学
的研究 (科研総合研究 (小熊梓)の一部)

14.有用生物の蒐集とその保存

15.高等植物における性分化の起原

16.細胞および核分裂抑圧或は誘起物矧 こ関する
細胞学的研究

17.タバコ属植物の細胞遺伝学i'l'J研究

18.禾本科植物の核分筋学的研究

19.種子の多匪現象に関する研究

20.柑橘の自然倍数体発現ならびに不稔性に関す
る研究

21.タバコの三倍体利用に関する研究

22.電子顕微鏡に上る家蚕の細胞学的研究
(科研各個研究)

23.超薄切片法による微生物の細胞学的研究
(科研各個研究)

24.細菌ウイルスの増殖に関する研究 (科桝助成
研究)

25.ショウジョサバェによる集硯遺伝学的研究

津山 誠三

1蓋苧芽室凱 i警 井俊 墓



研 究 課 題

26.陸虎貝T.:fliこよる集団遺伝学的研究

27.医学榔死相ネズミの遺伝学的純系の分離および
保仔

第 1研究室

7

駒 井 申
ざ[.村 篭雄
(新潟大)

//

28.生物集r∃]における異個体間の競争に関する研究 第2研究室 酒井 寛一

29･琶笥 汚‰ 蒜 赤郎 対する集逓 伝学的研究 ′′ 榔 描 云

30.ラムシュ育種決と系統育種法の比較研究 〝 酒井 寛一
(農林省試験費FFfj'肋金)
31.滑湿取 口jiの調馴 こよる作物の些三芳P.退伝学的 rI 桧村 清二
研究 (科研総合肝究)

32.果菜類の退伝学的排究 rl 後藤 寛治

33.汁-1ムギlT,Tl稀｢細lr.7_211･｣の/JJt化機鵜に関する
退伝学的俳究 (科仰軌成研究)

lJ l/

34.タバコの紅凱 附 ろ退伝学的研究 .′ .‡莞菩 墓石

35･育倭にきJlける選択の理論および兎験的研究 第3研究室 : 〝

36儲 蒜 の化学および遺伝生化学的研究 等 圃 遥 岩 裏芸
37.家T{iLtiの発生退伝芋Ll/JTW究 l/

39･蒜 詣 駅 告蒜誌讐詰 is(長諸 賢讐 蒜) 箭2研究室 膳 邪等 表

40.紅葉および高山植物の色素組成

41.三色スミレ花色の遺伝生化学的研究 (科排助成
研究)

42.黒穂菌の遺伝生化学的研究

B.新たに研究を隣地したもの:

1.三倍体の育成とその利用

2.人顎白子の集団遺伝学

3.癌細胞の抵抗性に関する研究 (科併総合研究
(小熊梓)の一部)

4.三毛猫雄における精巣の細胞学的ならびに
組織学的研究 (科研助成研究)

5.アサガオ属の退伝学的研究 (科研総合研究)

6.ウイルスの形態および遺伝に関する研究 (科研
助成研究 (松井))

7.Musm.molossimusのT遺伝子座についての研究

8.-ツカネズミの alopeclaperL'odicaについての
研究

9.農作物騒｢jrIこおける近縁違7)遺伝子混入に関す
る研究

｢/ //

｢/ 遠 藤 徹

第3研究室 ･飯野 徹雄

形質退伝郡
筋2研究室 桧村 清二

第3研究室 田中 克己

細胞退伝部
第 1研究三宝 吉田 俊秀

㌢第 2研究室 竹 中 要

第 3研究室

生理遺伝部
窮 1研究室

辻田 光雄
枚井 千秋
吉 沢 攻

土 川 滑

t
現2研究去 :非Lr｣ 蕃山

▲(惰別研究室)
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10.イネ諾形質の遺伝的相関の分析

ll.イネ晶種間雑種不稔性の遺伝子分析

12.ショウジョウ'1.エ限色色素の遺伝生化学的研究

13.家蚕におけるプチリン色素代謝の退伝学的研究
(科研助成研究)

14.花色変異の生化学的機構に関する研究

15.コムギ属および近縁種のフラボノイド色素と対
応ゲノムとの関係

16.サルモネラ菌の形質導入と抗原変換連帯

生理遺伝部
第2研究室

〝

生化学遺伝部
第 1研究室

〝

約2研究室

〝

第3研究室

岡 啓 一

l/

lrIlJ'1-･㌦ ｣'･.!i

坂口 文書

林 孝 三

遠 藤 徹

飯野 徹堆



9

ⅤⅠ.研 究 室 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

第 1研究室 (田中)

この研究室では主として家蚕の形質遺伝学的研究と粋蚕の生理:&伝学的

研究とを行なっている.前者には鬼丸喜美泊,即日]勇,丸山明英,後潔に
は堀島等男が手伝った.また特別研究生菅田瑞夫抹不安定遺伝子の研究に

協力した.昭和 29年度には弓矢のような諸研究に主力が注がれた.

(a) 家蚕の.)ンケージ研究 (III中)- 1956年の国際遺伝学会議に備

えてこの課題に力を入れた.まず多年研究を続けて来た小形卵と虎蚕 との

1)ンケージ･データをまとめ,/J､形卵遺伝子の盤位を推定した.次に茶褐

色繭と三相生との問の連関遺伝を発見したが,座位のILJt定をま今後の実験に

的たねばならない.

(b)繭色の遺伝子分析 (TII中)- 茶褐色繭 と淡わら色繭 と注複好立国

係でなく,両遺伝子を欠く場合に黄血自繭を生することを棚認 した.これ

ら両遺伝子と既知の繭色,血色遺伝子との.)ンケージ叉をま対立関係につい

て研究中である.

(C) 優性および劣性遅れ蚕の研究(的中)- これらがⅩ線照射による

染色体異常であることは明かとなったが,逆位および欠失の位遊,大いさ

等について前年に引き続き研究を進めており,近 く結論を得る見込である.

(d)袖円および多星紋に対する幼虫期温度効果 (書EEJ,n中)一一 不安

定遺伝子たる禍円および多星紋の発現が催青温変0)高低により著しい影響

を受けることは既報のとおE)であるが,幼虫期の飼育温度が同様に効果を

有するかどうかについて実験を行なったところ,結果は陰性であった.

(e) 枠蚕の卵期日長効果(田中)- 杵蚕の越年性に対する日長効果を,

大量飼育の場合における踏年性支配に応用する方法について,前年に引き

続き研究を重ねたところ,幼虫期における日長効果と昧反対に,卵期の長

日は越年化,短日は不越年化の方向に作用するという結果を得た.また卵

期短日各試験区の不時発蛾頭数が卵朋長日の各区に比して著しく多かった

こと拭注目に値する.
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第 2研究室 (松村)

松村清二は文部省より渥外に出張を命ぜらtL,2jj7u械浜をtll.I札 7

メ1)カ･カナダ･イギl)ス･スエーデン･デンマーク･ドイツ･フランス

イタ1)一･スイスにおける下記に関係U)研究機関を訪ね,9jJ21r]神戸

請,帰rifIした.すなわち,(1)コムギそ0)地歩掛プ)細胞遺伝学,(2)人為

突然変異,とくに放射線遺伝学,(3)倍数性fi-hrI:,とくに甜薫の晶Wl.改良.
(1)に関迎して, E二りく学術会議())遺伝学 ･育種学両研究史郎各委員会で決定

しナ二｢コムギ遺伝子記号の統一｣について,その方itIl-a)研究打と論じ,WIS

(Wheatlnformat'LOnService)U)説明を1iい協ノ)在,求めた.また支部省

Uj科学快画 ｢コムギU)lJLilL先｣を各地で公開 しJL.(2)に関しては,アメl)

カの OakRidgeおよび Bi､00khave二10r)原子力排究所その他を訪rlE.l,ま

た OakRidgeで開催された弟7回生物学排究会議 (Ge二leticRecom-

bination)にHl席 した.

そUP)他,7廿卜.illバ.)-で糊ILL;さオけこ第8回国際柄物学会議にH本学術

会議,国立遺伝学研究所および木]/(,･:li･._物学'UF究所の代表として1日.施し,追
伝学郡.-■jで五倍コムギの細胞遺伝学に閲す7)論文を発走した. ま711956

年わが国で聞かれる国農遺伝学会議')).̂]容,))鹿 Tj3とそ0_)協)]肘gJlを各地で

行った.

より,-jCの折先を継続した.また 11jjより阪本寧rj-1が赴任し,カモジグ

サU)研究に協力し,El良作I廿や発生生理の遺伝学的排先に新手しナ二.

(a) コムギおよび姓縁沌U):RrEl胞遺伝学的研究- コムギおよびそU,)近

縁旺並びに野生オオムギの蒐 rlS･と系統保仔は年々そU_)規模が人きくなりつ

つある.稔相が欲動推察の襟にリさめたものや新 選班輯U)もU_)などが加わり,

とくにカモジグサ属())沌新を増 した .

五倍コムギ雑沌のT･係に現われる D一等染色体楼▲牲(J)研'FLは,それ よ り

,tT与硯するLi樹損勿))研究に捗り,そOr)-ElⅢ 染色体')_)分析が続行されたが本

年度はあより進歩していない.

カモジグサ属())相聞雑種やコムギ｡エジロブスなどとの属聞交雅は毎年

行われ,新しい数阻含-LTが成功しナ二.細胞学LYJ拡びに遺伝学LIJ/Jの研究が行

われ,コムギ属の B ゲノムの,La仇 こ開係して興味がある.

(b) 人為突然変異の研克- Ⅹ 線による遺伝If一突然変異'J)誘発とそ0)
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分析は一粒コムギ,オオムギ,タバコおよび2-3の花井 (グラジオラス,

ダー.)アなど)について前年度に続いて行われた.花井では芽条変異を利

用する目的である.オオムギおよびタバコでは突然変異体0)利用が目的で,

タバコにおける-rIT･生や良質U)ものは育柿に有意益であった (後輩金川i).
一粒コムギについてはj三として-1.∈礎的研究が進められ,突然変異体0)過

(後串参川i).
(C) 甜菜U)三倍体による育柾- こU)研究は-:'F_として現地の北海道で

行われ 日本甜菜製柄会社農務部でJIz*最Lt較試験が継続されたほか,2-3

の三倍体組合せに/)いて農家により実用楳和が行われた.それらの柾子に

つき 2x,3xおよび 4xの混合0)割合を比較するため,当研究室で染色体

数U)決定が行われつつある.まナ:調節温室を利TljLて 2xおよび 4xの生

理学的比較研究や新品性の倍数体育成が初められた.

第 3研究室 (駒井)

この研究室は人類U)遺伝を取扱っており,攻の課執こついて研究が進め

られた.

(a) 人類小鞘奇形の遺伝- 駒井が名lLiliミ大学教授岸本雄一及び当所

客員尾崎安之助両氏と共ritlして研究を続けている小頭奇形については,杏

年中に新しい資料を加え,総計 143(EP,93,女 50)例となった,この資

料を仔細に検討した結果.恐らくそU_)ほとんど全部が単劣性遺伝1･による

ものであることを知った.なおこの襟料に基すき,性比の皆しく93[隼側に

偏する理山,句二の年令や航娠回数の影響の有無などを調べ,軌 ここの劣性

遺伝子の腰変やその突然変異率をも計算した.

(b) 人類の不完封′ド性遺伝- 林貝lTl中克己は主に大難の遺伝につい

て研究して釆たが,その一部として不完封′ド港劣性形質の頻変と従兄妹結

婚との関係を明かにし,その支配-還伝子O)頻度を推定する方法を考案した

ので,必要な数値衣とともに論文にまとめ,すでに発衣の手続きをとった.
なお不完封'F性遺伝の問題については引続き全色打,小口病などの資料を

旗めて分析を行なってお り,一方また白児店を材料として袋田遺伝学的研

究をfTILH始した.
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B.細 胞 蓮 伝 部

第 1研究室 (吉田)

こOr)研究室では引きつすき赫1-の細胞学的並びに遺伝学的研究に主力を注

いでいる.これらの外に昆虫新の淡色体研究,三毛猫雄における精巣の組

織細胞学的研究も併せ行なっている.

(a) ?TEL'I'の細胞学的研究 (吉刑)- 従来の研究によってラット及びマウ

スの蛸細胞には正常体細胞にみられない特異な核型の;llL一在することが判明

した.特に著明な Ⅴ ii'･形染色体のli在する事実が判明したが,本年度は

この Ⅴ 字形染色体の性格を詳細に追求した.史にTl.i'Li細胞には高悟性0_)ち

のが高頻度にIli硯するが,われわれはその出現の-艶構を究明することが

できた.

(b) 痛の制柘剤に対する抵tJrl性発現の機構 (吉田,石Tl11.-)- エール1)

ッヒ腹水癌を材料として,これに制癌剤であるナイtlT,ミンすなわちメナ

ールービス(β-クロロエチ-ル)アミン-N-オキサ イド 〔methy1-bis-(β-

chloroethyl)-amine-N-oXide〕なiAt･杭処理することによって,この薬品に

対して強い抵抗性をもつJr.三石の系統が樹立されナ=･.このナイtlロミン抵抗性

系統の腫癌細胞が他(D:.rflJlr5ii剤に対しても抵抗性をもつか否かを検討し,抵

抗性発現機序の解明に努めつつある.

(C) 描感受性0.)遺伝学的研究 (書目,石原)- 前年度には MYマウ

ス痛および肉腫の移旭の感受性に対するマウスの系統的差異について研究

した.本年度抹 MYマウス内陸を材料として,移植感受性の高い系統お

よび低い系統との雑随を作り,その Flの感受性,RFlの感受性について

研究した結果.MYマウス内陸の移旭感受性には少くとも2つの H遺伝

子が関係していることが明かになった.

(d) 三毛猫姓における精巣の組織細胞学的研究 (石原)- これは駒井

博士の御教示による研究で,三毛猫雄の不妊の風当を魁1織学的,細胞学的
に究明しようとするものである.本年度はまず三毛枯姓5頭について精巣

の組戯学的比較研究を実施した.

(e) 昆虫類7),細胞遺伝学的研究 (吉日)- 昆虫類を材料としで性染色
体の比較形態学.'1'.)軒先が進められている.昆虫類の近縁柾間においてRL生

染色休と常染色体との間には量的に一定の平衡関係がイfl在するという音凹

の想定を敦街するために,この研究が従来に引きつすき行われている.
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弟 2研究室 (竹中)

本研究室の課題は攻の 5つに大BTJTされる.すなわち (a)性の決定と分

化,(b)細胞の異常分裂誘起並びに生長抑圧,(C)タバコ属の細胞遺伝学,

(d)神栖類の細胞遺伝学, (e)イネ科柿物の核学的分類などの諸研究で

ある.

(a) 性の決定と分化に関する研究 (竹中)- 大麻 ･スイバ･沸ウV ン

ソウ･アスパラガス･ヒロハノマンチマ･インドスイバ等の雌雄異株植物

を用いて,染色体倍加法によって,その子孫における倍数体並びに異数体

の性表現皮を常染色体と性於色体との割合において,またX線処理机物の

子孫における狐色体異常と性表現度との関係に-_/いて研究している.また

雌雄異株枇物と,そオいこ近い雌雄剛毅または両全花栖物との閲にも交配を

行い,その子孫の性表現度を調べるべく研究も進めている.ヒロノ､ノマン

テマにおいてほ四倍体までの研究はほほrjLt'成し,更にそれ以ーr･.の高倍数体

0)研究を進めている.スイバについては過去長年の研究に新しい異数体の

研究を多数加えた.雌雄卜引毅または両全花のナデシコ類やオダマキ類を用

いて0)雌雄異株柿物をつ くりだす試みはまだ完成の域に達していない.

(b) 細胞の異常分裂誘起並びに生長抑圧に関する研究 (竹中)- イヌ

サフランの塊茎から柚的封 t,る substanceFの染色体倍加作用について

の研究紘一応経ったので,引続き二三の机物について有効成分の検索を行

った結果,次のような興味ある知見を得た.すなわちユ1)ダルマの根茎抽

川物に染色体倍加作用のあること,タマスダt/の球茎袖n液が細胞生長を

抑圧することを認めたので,目下その細胞学的研究を続行中である.さら
にツルガの球茎についても研究を進めている.

(C) タバコ属の細胞遺伝学的研究 (竹中 ･古里 ･リ1)エンフェ ル り

-一竹中は 1953年に得た交配種子7種を播柾して期待の雅椎を得,その

うちの 5柾について減数分裂を研究し.また野生椎 NicolianaLangs-

dorPiの減数分裂を調べて薪知見を加えた.1954年には27組合せの交配

を行い,12組合せから征子を得た.その外雄和の複二倍体の育生に努力し

ている.

古里は主としてタ′ヾコのAJ･色桂を用い,三倍体 (6x)による安定した優

良品種の作Hiおよび抹捜方法の改良について研究した.

1)l)ニンフェル Nま主として雑陸の複二倍体をつ くり,各種の病害抵抗

性染色体の導入に努力している.
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(d) 柑橘新の細胞遺伝学に関する研究 (市IP-_)- 種子の多作現像につ

いてU)形態学的研究は一応終了しナ:ので,引きつすき多粧U)原Ⅰ当を/]三理学

的に追究していろ.多酢排了からr/_I:.じた弘亡､附固体は母祝に比べて旺盛な
生育を示すので,それについての遺伝学的研究と骨柾学的実験をも進めつ

つある.

実生苗0)中には,しばしば四倍体に相当する36染色体をもつ個体が現わ

れ,最 もいちぢるしい場合には 0.5%にも及ぶ.これら抹形態的に母親に

酷似し,おそらく珠心肱から発生したものと思われるので,その発生横楢

についても研究を進めている.

(e) イネ科郁物の核学的分類の研究 (館岡)- 本年度は 85種につい

て体細胞染色体を観察した.その結果,コウヤザサ属 (Brachyelyirum),

ヤマカモジグサ属 (Brackypodium),メヒシバ属 (Digtiaria),エノコロ

グサ属 (Selaria),ノガ.)ヤス属 (Calamagroslis)等の系統学的ないし

は細胞分類学的の新知見を得た.またイネ科各群 (各族)の染色体構成の

調兼も引きつすき行っている.

幕 3研究室 (辻田)

従来光学顕微銘によって細胞内の染色体 とかその他細胞館内0)小器官の

研究が行われてきたが,それぞれの梢辻の級細構i生を碓:子顕扱鏡的に研究

し,さらにその横能を明かにするためには,(1)目楼物を純粋にとりtTL.し

て電子顕微鏡で観察し,さらに合LJf組成分あるいは合有酵素系について調

べる方法,(2)聞出した材料を光学顕似鏡用切片の数十分の-ないし百分

の-の厚さ,すなわち 0.1/▲以下に切って,偶々の小器官の断面によりそ

G)内部構造を観察する方法などがある.(1)の方法は目槙物を純粋にとり

Hl.すこと,そしてと州1されたものが目楼物であるかどうかの刊51三にしば
しば困難を作 う場合がある.併し (2)a)方法は光学顕微鏡によって-と

お り研究してある材料ならば,比較的容易に目放物を同定し,その内部構

造について検討して行 くことができる.当研究室では,このようなjJJ法を

応用して細胞内の重要構造物0)超微細梢遣とその機能を明かにする目的で

実験を行ってお り,昭和 29年度には攻のような研究が実施された.

(a) ゾウ.)ムシの内部微細摘出- 超i:rlJJ.切片法により(i)大核と小核

および ミトコンドリアなどの微細構造について観察し,(ii)取 りだした ミ

トコンド1)アと呼吸曙素との関係について調べた.

(ち) 家蚕の細胞の狸鋼構造- 超薄切月により(i)精巣における発育
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各投階にある細胞について桓内物質の変態,紳D'u]質内物質とくに ミトコン
ド.)7,ゴルジ体り)粧紺構造および細胞分TLに作 う変化について観察しナ=.

(ii)申陽,マルtfギJ,tll;;および真皮細胞などの桜内物腎および柳川齢引勺小

器官U)flfb,,'釦用辻について紺黙した.

(C) ウィルスの増埴- (i)フケチノフ ′,-ジ0)増殖について電子顕微

鏡FJ′湖 察を行った.(ii)カイコの多flj体ウィルスの二ZP-)_すなわち接内多ll1

体ウィルスと細胞1'fE勺多爪体ウィルスの異伸 二ついて研究 した.

C.生 理 遺 伝 部

第 1研究室 (駒井)

駒廿は前年度より引続き,ナミテントウ, 毛ドT)シジミおよびオナジマ
1マイを材料として多そT,I.TJ現象について･TILJT究 しナ二.ナミテントウにつ い て

は,長野毘諏訪より新 らしい脹団標本を得て,旧い ものと比べ,iQ･t,去40余

年のtJr,lt,こおけるその構成の変遷を換べた.そして 1920年より 1950年ま

での闇,こ0)良の世代概算 120代のf皿こ,漸次的な,しかも規則jTlしい変
化の起ったことを確かめた.その T･.この変化が移住によったものでも,突

然変異によったものでもなく,自然淘汰によったr_思われる確証を得た･

またこの淘汰の強さ,1代毎の変化の程度を数量的に目した･こ頼 まいわ

をg)る′J､進化の通例であり,しかもその庇を数最で表現し門IたものとしてtiF.

意されると思 う.

ミドリシジミについては耶 15番の新里団控本を大阪府能勢より得て分

析した結果,この蝶の雌の 4Flrはミ複対立 として作用する2対の退伝子に

ょること,また 4型の うち,二毛優性-テロと劣性叩とが期待より多 く,

他のF.'J_が期待より少ないことを見た.すなわち,この多きr.I)_現像はいわは)る

･1-ll'qIiJJ.F的こ属すると思われる証刺を東に加えたわけである.

オナジマイマイの研究結果は一応まとめ,発-_}壬も近い.この多4rJ_も牛1'街

型に属する確証を得たが,その-疏:は別項に述べてある.こ0)材料は昨今

欧州の集団遺伝学K･0)闇で肌 ､られる食用駒牛CcI･aeaより遥かに憤れた

点を持っているので,今後研究に多 く用いられるであろう.

土川研究員は引続きハツカネズ ミに-)いて種/Jの研究新 ラな-)た.前年

からの定別姓脱毛症 alopeciaperiodicaのものに/)いては,米国におい

て発見され,外見上酷似 していろ無毛症furlessとの交配を行ない,その

F2まで汚てた結斗㍉ 明かに別の突然変異形質であることを路かめた. ま
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た日本の野生亜柾に現われる瀬尾または短尾の奇形を,米国から造 られた

同様な特徴をもつ T系統と交配しI=結果,これ らが同一の遺伝子による
ものであることを見たが,更にこれについて研究を進めている.ほかにハ
ツカネズミの発垢形質についても研究中である.

平研究員はショウジョウバエに関する研究を続行中であるが,特にムナ

スジショウジョウバエに見 られる多型現象について,集団飼育箱による実

験と野生柴田の調査とを平行して行なっている.この多型も-テロの淘汰

値がネモに擾ることによって保たれている,いわゆる "平衡型''である

ことは疑いの余地がない.

特別研究生渡辺は,前年よりの継続として,ゾウ.)ムシに蹄する研究を

続けてい る.損近 Parameciumaurell'aに小核のない系統を見FJJ.し,こ
れに,)いて細胞学的および遺伝学的研究を始めた.相当興味ある成果が期

待される.

弟 2･第 3研究室 (岡 ･酒井)

邦2研究室はイネを中心として遠縁品種間の生理形質の差異に関する遺

伝学的研究を行い,邪3研究室は集団遺伝学に開する理論的研究を目棟と

している.目下木村研究員は米国において第3研究室の分掌事項について

研鋸中である.

これら両研究室は本年度新設されたFE月】遺伝部と緊鮒 こ提携して,共通
問題の総合的解決に遇進すべ く計画している.目下のところ次のような課

題を中心として研究を進めつつある.

(a)雑種不稔性遺伝子の分析- イネには二重劣性の個体を不稔性に

する重複遺伝子の存在が予想されるので,その分析の材料を準備中である.

(b) 粒子発芽の温度反応を支配する遺伝子の分析一一 イネの遠縁晶柾

間に杜著しい温度反応の差が見flJ.されるので,その遺伝子分析のための雑

種集団を準備している.

(C) イネ諸形質の遺伝力と遺伝的相関一 応用遺伝部との協力の下に

統計遺伝学的方法によるイネ諸形質の研究を開始し,t司時にそのための研

究材料の育成を行いつつある.

(d)野生桁の集団遺伝学的調査 一一 台湾野生桁集団内の各秤遺伝子の

分布を調査する計画をたて,目下材料の蒐集につ とめている.
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D.生 化 学 遺 伝 部

第 1研究室 (辻田)

生物のもついろいろの形質を決定する上に,遺伝子が極めて重要な役割

を拭すること昧いうまでもない.この遺伝子は艶色体に存在し,一定の職

序に配列することは高等生物ばかりでなく,最近では微生物中の液中の部

類に属する細菌あるい杜バクテ.)オファ-ジにおいてさえ明かにされてい

る.従来染色体の主要成分は核蛋ElI質であることから,遺伝子もまた棲蛋

白質から成ると考えられてきた.しかし核酸と蛋白質のいずれに恒久的な

特異性があるかについては,戦後におけるこの方面の研究を総合すると,

今日では核酸側にあることがほほ確実となってきている.このことは高等

生物の細胞からと州iした染色体に,)いての化学分析およびこれに関連し

た細胞化学的研究の結果 とか,肺炎双球菌の当ri変換因子の発見以来この方

両の多くの研究成果あるいはバクテT)オファ-ジの逝伝化学的研究の結果

などから結論されろことである.今日では遺伝子は特異的なデソキシリボ

核酸であるといっても大体誤ないと患われる.しかし生物体の遺伝を考え

るとき,上述のように遺伝子の本質が判つても, 実際生きた細胞の中で,

それが蛋白質と一定の粛係を保ちつつどのようにして増殖するか,あるい

は生細胞内での作用,すなわちそれぞれの遺伝子が特定の酵素形成をいか

にして支配するかに関しては殆ど全く不明の状態にある.この問題になる

と重要な艶色体といえども生前体の一部に過ぎず,それを含めた細胞全体

の生･F,･作用とい うダイナミックな面から考究してゆかねばならない.細胞

の生F.･という点で杜細胞質に営まれ73-))瀕代謝は極めて兎要な働きをもち,

前記の遺伝子の増額あるいはその作用もこれを除外して考えることはでき

ないであろう.この研究室ではj]源代謝なかでも#Ifl胞呼吸によるそれと遺

伝子あるいはウィルスの層別さらにそれらの作用との具体的関係を究める

ことを一つの大きな研究目按としている.併しこの重大問題を解明するに

紘,適当な材料を以て精祭な分析を行うことが必要であるが,今のところ

材料を選択したりあるい昧これに関連ある予備的実験を行うに止まり,揺

く卯り下抄て研究してゆく段階には未だ達していない.
本年度抹二大のような事項について研究を行った.(a)昆虫を材料とする

プチ1)ジン化合物の遺伝生化学的研究,(b)好色致死蚕およびアルビノ致

死蚕の遺伝生化学的研究,(C)杵蚕の払年性の生化学的研究,(d)紬菊の
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約111性ウイルスの遺伝学 的研究,(e) カ イコの発_午.遺伝学的研'PL.

第 2研究室 (柿)

この研究室は高等机物における花色濃伝の_E7--.化学的研究にIt;力を汚いで

いる.いうまでもなくこの種の研究は析物生化学の分野においてもまた重

安な研究課題の一つであり,各円の学抑 まこれに多大の関心を寄せ,読-)

て花色発現機構の究明に努力し,)/)あるが,今なお拠るべき成果は収めら

れていない.われわれ紘花色遺伝の本質が花色素の生合成過程とその色調

変異の両所から生化学的に追究されなければならないと考え,全 く独自の

見解の下に先ずこれら生化学的の要因を掘 りIFげ,これを基盤として従来

の退伝学上の諾知見を髄然と体系づけようとする意図の下に前々研究の準

備を進めている.

目下のところ研究L材料には主として三色 スミVとアサガオを選び,昭和

29年度にはそれら諾品種の花色を構成す73色素そU)もU)をペ-パー クロ

マトグラフ法によって決定する方向に主力を注ぎ,伸朝こまた才.A千の交雑

実験を行って色素cJ_)造伝I'lJtj行動をも調査 した.三色スミレについては遠藤

が研究を担当し,アサガオについては主として阿部が研究調査に当ってい

る.-1JAまた林は花色の変異と色素生成の研究に対する光雄的知見を囲め
る一手段 として本邦フロラにおける花色素の本体とその分布に関する広汎

な研究調査を実施した.これによ-I)てわがEqO.)紅葉柄物および高山桃物に

出現するアントチアン色素の全貌がはじめて明らかにされるが,これは一

面またわが国の桃物学に式献す73ところが_,i;くないと思われる.

以上の事項を中心として昭和 29年度に実施した偶々0)研究に/)いては

別項にその大要を述べろことにする.

茅 3研究室 (棉)

この研究室では微生物を用いて,遺伝的変異の横梢を生体内の生化学的

変化と0)関連において明らかにすることを目控としている.昨年度に引き

つすいて男性前の代謝突然変異0)閃題をTト亡､として飯野によって研究が進

められているが,本年度より更に細菌における導入規範 (trarlsduction)

の研究を加えナこ.

異様菌を用いて0)研究は methionine｡要求系統oI)復帰過程の分析 に重

点を田き,逆突然変異による olle-Step焚然変異と,部分復帰突然変異を

中間段階として経過するところの two-step突然変異とが,それぞれ独立
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的に並而して起ることがWl'かめられた.更にまた菌の安求物質ItJ.外の他和

の物質の代償によってヰ二来U)L･Zf-,K性をlulL''iすTJ,ところU)条件復帰Ij突然変異
紘,黒楼蘭では通常発_/卜.しないことが判明した .

導入現象の研究には,免疫学的な特殊技術および実験資料を必要とする

ので,東京大学医学部秋東教授および群は大学医学部井関教授の指導の下

に同研究室員諸氏0)援助を得てJrI:千の予備実験な行/)た.
これらの研究杖,綜合研究 ｢19LFl-I.物o)遺伝学｣C))分担研究として,文部

邪科学研究費の補助を受けてい7J,.なおこの分野0)研究を担当してい7)釈

野は米国 Wisconsill大学0.)奨学生として Prof.LEDERBERG の下で研究

することになり,向う1ヶ年の予定で 12)J末出発した .

E.応 用 遺 伝 部

第 1研究室 (田中)

この研究室では主として栗韓の遺伝育種学rl/]研究を行なっている.

(a) 鶏の育種学的研究 (日中)- 河原孝忠研究員協力の下に実施中で
ある.白色 t/グホーンは最初 7系統で発足し,後に 6系統を追加導入し,

ブ.)マスロックは3系統をもってE71.発し,各晶手動知こおいて異なる系統間

にあらゆる組合せの交配を行い,雌は初産後120日間の産卵成績により節

1回の選抜を,雄は什雌0)弄卯記録に基すき原種邦の選抜を行なっている.

(b) 尾長鶏の遺伝子分析 (n中)一一尾長邦0)尾羽01)継続成壬三と1.瞑換羽

とがいかなる遺伝子によって支配されるれ これらの遺伝子が他の日本戴

(東天紅,小国,地鶏)および実用鶏 (白色 レグネーン,プリマスロック)に

おいていかなる遺伝子Eriに存するれ また小国ZrlU_と地鶏F,r.10)尾矧配列の差

異と尾長性との間にいかなる迎閑が在するか等に/)き研究中である.

(C) 鶏o)退伝性神経異常0)研究 (河I,Gf)- 材料はプリマスロックの 1

系統において突然変異として,tli現 したも0)で,作 性三副生遺伝子による神経

異常 (全身震動型)である.表現F,-I.は ScoTTら(1950)の報昔したshaker

にit:r.似しているが,異常発現の時期,紅組学的所見において不一致の点が

あるので,それらを追究す/7jと共に遺伝子座を決定するため研究を続けろ･

(d) 鶏の経済的形質の heritability と遺伝的相関の研究 (山rT.I)-

性成熟,産卵数,卵g!I,体茄,卯質及び受精率,消化率,異常卯等0)heri-

tabilityについて研究中で,さらに進んで遊技指数の構成を目ぎしている･

(e)白化プ.)マスロックの研究 (日中)- LIPPINCOTT (1920)はアン
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ダ}L/-シアンの炎色雌 (黒,白-テロ禿ワ)のn化した 1例を報じている
が,田中をま純粋の横塊:ブ1)マスロック雄が戒鶏とな/)てから次節に自化し

始めたもU)をi=Tl･て,そU)後のrHヒU)進行を観察すると共に,ニュ--ンブ

シャーの雌と交配して 11雌 9雄を得たが,これらは全部_TE常の横琉 (多

少の挿毛杜あるが)であった.これ らのうち今後変色するものがあるかを

注意する一方,Fl?×白化Sの交配を行い,白化性の遺伝を険し,同FT封こ

羽毛における黒色素の分布状態を顕扱錠的に概察する.

(f) 近交マウスの量的形質の変異と選抜の研究 (山田)- Isogenicの

系統においても体重などにかなりの変異が見られ,またある柾の刺激に対●

する反応に著しい変異が認められる.この変異o_)Tl,r咽 と,それに対すろ選

按の効果とについて試験を進めている.

第 2研究室 (酒井)

本研究室をま新設後間もないが,植物の応月J遣伝学的研究を主湛とし,一

部の仕事を生理遺伝郡第2研究室より引きつぐとともに,ト]m究窒および

生理竃伝部第 3研究室との緊密な協同によって,(a)捕物におけるyL争,

(b)育種の理論,(C)量的形質の遺伝.および (d)机物の集団の変異に-)

いて仕事を進めてゆこうとしていろ.

(a) 植物における競争- この研究は次のような課題に分け られ,令

研究室員の協力の下に行われていろ.すなわち (i)競争分散に関する研

究 (酒井 ･岡),(ii)競争の働き方に関する研究 (酒井), (iii)競争力o)

遺伝 (酒井 ･後藤),(iv)倍数体の競争力に関する研究 (酒井 ･鈴木),(Ⅴ)

競争による集団構成の変化に関する研究 (酒井 ･岡),(vi)作物品種の退

化の原因としての競争に関する研究 (酒井 ･井山･他3名).

(b) 育柾の理論的研究- この研究は目下のところ,主に白熊性根物

の育種法を中心として行われている.その主な課題昧 (i)柄物の親柾族団

におけ73潤按操作の理論および実際的研究,(ii)交配組合せの良否の判定

法の研究,(iii)重要な実用形質の遺伝力に関する研究.

(C) 量的形質の遺伝- 量的形質の遺伝研究は,次のような課題で二

三の植物について行われている.(i)タバコの紅葉に関する遺伝学的研究

(酒井 ･井山),(ii)ナスの量的形質の遺伝 (後藤).

(d) 植物集団の変異- オオムギの栽培晶柾にふ くまれ73各種生態型

の変異に関する研究で,後藤がこれを担当している.
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V.研 究 業 績

さきに才別メサ二研究計画に基づいて昭和29年度中に実施した研究業績に

ついて以下そUP)概要を述べる.

日

1.家蚕小形卵の連胴遺伝 (Ell中表暦)

:欠

2.繭邑退伝子茶褐色と三眠退伝子との連関 (田中義麿)--･･-

3.家蚕繭色の退伝子分析 (凹中義贋)

4 銅育温度と褐円および多足牧の表現型 (書田端夫･田中義贋)･

5 梓蚕卵ltJ]の日長効果 (田中義暦)

6.一粒コムデのⅩ線突然変異体の研究 (校村清二 ･藤井太朗)

7.X線照射によるコムギの淡緑突然変異体の研究 (藤井太朗)

8 人類小頭奇形の遺伝 (駒井 卓)

9.人類の不完全伴性遺伝と遺伝子の頻度 (田中克己)･･･

10.血族結婚による女性患者の超過 (田中克己)I.･1

ll.吉田内陸におけるV字型染色体の性格(吉田俊秀)-

12.癌における高冊生細胞出現の一機構 (吉田俊秀)-I

13.MY-マウス肉腫の移植感受性に関する遺伝学的研究

3

Tl士

4
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A.形 質 遺 伝 部

第 1研 究 室 (田 中)

1.家蚕小形卵の連関遺伝 (田中義牽) 小形卵は著者が 1926年退伝性モザイク

の系統と支那 2化性純粋種 (p44)との交雑 F2において初めて発見したものであ

る.著薪の知る限 りにおいでは,同様の形質に関する報告は全然これを見ないから,

全く新しい突然変異と考えられる.

1母蛾の産下する卵も体内残留卵も全部同形で,小形卵と正常卵とが混在するこ

とはない.小形卵は正常卵に比して著しく小形で,両者の区別は極めて肌帳である.

小形卵はすべて卵黄を欠き受精することがない.退伝的には不伴性勢性で,-テロ

の正常により系統を維持するはかはない.

小卵ホモの個体も筋化までは大なる異常を認めないが,幼虫期から蛸期にかけて

致死性を現わし,そのため正常蚕との交雑 F2における分離比は3:1の理論比に

対し,常に小形卵蛾数の不足を来たす. 致死率を 350/Oとして補正を行えばほぼ理

論比と一致するようになる.小形卵遺伝子の記号を sm とする.

小形卵に対する正常(+sm)と虎蚕(Ze)との問には達男がある.小形卵発見当時

はこの連謁は全告郎El引(カッブ1)ソグ)であったから,小形卵突然変異は Zeを有す
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るモザイク系K:おいてでなく,姫蚕支那2化の方に起ったものと推定される.その

後退伝子の組換により相反 (レパルS,≡-/)の場合も得られた.

周知の如く家表における連関遺伝子の交叉は雄にだけしか起らず,かつ検定交配

用の劣性ホモ(Sm/sm)の雌は不受精であるから,交叉価の検矧 ま単純-テロの雌

(+sm/++)と二束-テロの雄 (Zesm/十十 叉は Ze十/+sm)とが交配したもの

を,次代の分離により選び出し,分離して出た表現型のうち二重劣性の卵 (+sm)が

交叉塾の捨子 (相引の場合は Zesm,++,相反の場合は Ze十,+sm)と結びつ
いて生じた個体の数比によらなければならぬ.これらの困難にも拘らず多数の蛾区

から21.03% というZe-sm交叉価を算出した.また Iem との関係は僅か 2蛾

区であるが連閲の存することを/示した.

2.繭色濃伝子叢褐色と≡眠遺伝子との連関 (田中義雪) 淡わら色三眠?×茶褐

色巨耶民8の Flは茶褐色三眼であったが,F2は次のように分離した.

-A 1.

茶 褐 淡わら 講血自繭 計

三 眠 98 51 19 168

四 眠 63 1 0 64

計 161 52 19 232

この成績は茶祖色 (Y,)と三眠性 (M)との問に相反が起ったことを証するもの

で,これだけで交叉率を決定することは困難であるが,茶渇と淡わらとのはかに葦

血白繭三脱の出たことにより,大体の交叉率を推定すると25%前後と思われる.請

血白繭の出現については次節に訣別する.

今後は茶褐色と肉邑 (F),E遺伝子群等との謁旅を調べるつもりである.

3.東蚕繭色の遺伝子分析 (田中義曹) 従来カイコの繭色,血色に関係する遺伝

子としては喋姫白Jb(a),鵠血抑圧 (I),英血 (Y),典繭 (Yc),紅色繭 (Ph),肉

色繭 (F),金黄繭 (C),繭内層英 (O')等が知られていた.著者はこれに茶視色繭

(Y,)と淡わら色繭 (Ys)とをつけ加えたい.

前節に述べたように,淡わら×茶褐7)F2に英血白繭を生じたことは,淡わらと

茶禍とが複対立でないことを示すもので,即ち淡わらの遺伝子型は Y十Ys,茶禍は

YY,:+,蓑血白繭は Y+十であるとすれば説調できる.Y,は前述の如く第 6連

関群に占座することが解ったが,Ysの所在はまだ不LIBである.YsとC,Ycとの

関係を突きとめることは今後の仕事である.

金貨×蓑血白繭の Flは金賞で,F2に金藁,淡=/& 黄血白繭を大体 12:3:1の

比に生じたが,これは P代の金JL拍ミYYcCで,英血白繭が Y++とし,F2に

出て来るYYcC と Y十C とが金適,YYc十 が淡責となるとすれば解釈できる.
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以上の結果から Yc,Y,,Ys,F,Pk,C等はいずれも責血遺伝子 Y との共存にお

いて蓑繭色を発現せしめる作用を有することが解った.

4.飼育温度と褐円および多量紋の表現型 (吉田瑞夫･田中義曹) 供試卵を中間温

度で健吉 (14-15日間 20つCで健吉した後 2-3日間 25oCに保護)し,鰐化直前1

蛾区の卵を 2分して高風,低温の 2区とし,低温は 150C,高温は 25つCで飼育

し,第 4齢および第 5齢において班紋の分布を調査した.

表 2.飼育温度の高位と褐円 および 多足紋の発現

5417113苗

//
5427113高

∫/
5437113高

｢/
542112ms

b4ZI"l∠mSi
【

4

5

4

5
4

5

4

5

4

5

- t I:: _ 二 二~ 二二I- - 二二†/

■

43.4
44.9
62.4
64.5 0 35.5

その結果は上表に示すとおE),高温朋旨と低温飼育とで斑紋の発現数に差はなかっ

た.第 4齢と第 5齢とにおいて多少7)差異があるように見えるが,これは第4齢に

は小形で Hない"とした班紋が,第 5船 引まやや大きくなり"ある"として計算さ

れたような場合があるからである.

別に高温,低温の 2区に飼育した蚕を 3蛤出蚕時に 103頑ずつ 1頭育箱に収容

し,それぞれ高温および低温に銅育し,同一個体の班紋の変化を各齢毎に調べたが,

両区共に班紋の大いさ以外に変化はなかった.

以上の結果から,謁円および多足紋は既鞭の如く催謝凪壁により班紋の発現に著し

い影響を受けるにかかわらず,幼虫期の飼育温乾によっては何らの変化を受けない,

言いかえれば各班紋原基は隆子期において決定し,晒化後に増成することはないと結

論することができる.

5.椿事卵期の日長効果 (田中義壁) 梓蚕の幼虫期における日長の長短が,柄の休

眠 (越年,不越年)を支配することは既にLnかであるが,卵期の日長効果については

これまで著者の得た試験結果からは断定を下し得るに至らなかった.前回の年報にお
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いて卵期の長日,推蚕期の短削ま越年化,卵期の短日,稚呑期の長日は不越年化の方

向に働いた成績を報告したが,未年は高度晒粉をもって卵,.,32を漂白し,光線の通過を

良好ならしめるようにして実験したところ,やはり卵期の長日は越年化,短日は不越

年化の効果を有する結果を得た.

さらに本年の成績で特に顕著なことは,卵期を無目で処理した区において樽に不時

発蛾 (普通の不越年蛾の発蛾時期より半月以上数個月連れて発蛾するもの)が多かっ

たことである.

以上の結果から,著者の飼育する梓蚕の釆統 引ま,卵期だけ,あるいは卵期と枇蚕

期だけの日長処矧 こよQ),約 1期銅否の桶を全部也1年蛸とすることの可能性はかなQ)

高くなったと思われる.

第 2研究室 (松村)

6.-粒コムギのⅩ線突然変異体の研究 (栓村清二 ･藤井太朗) 一粒コムで(Tyi-

iicum monococcum)2変種の休眠種子に 180KVP,3mA の Ⅹ線を照射した.x2

世代において下記のような種々の遺伝子突然要異体を分離した. これらの突然蛮異の

発生率は5,400,8,100および 13,500Yと,照射故がますにつILて,ほぼIL'l二線的に増

加した.すなわち,var.vulgareでは, それぞれの発生率は 11.36,19.23 および

40.007(0,-また var.JLavescensでは,6.67,12.13および 37.01%と前空陸の方が少

しずつ高い.

線量を 8,100r一定として,80,130および 180KVP とIL-El-E(n'長)を変えて照

射 したところ,突然変異率は Ⅹ 線の質によって差があった.すなわち,var.vulgare

では,それぞれ 8.69,9.31および 19.2336,また var.flavescensでは,5.56,3.64

および 12.73yoと破線のものが塵異率が高い. これらの差はイオン化密度の差による

としか解釈できない.

突然変_Q体としては約 70yoが葉鮎素に関するもので,そのうち約半数が白子で,そ

のほか白色粂弧 淡緑 (chlorinュ),光線白色,基部深緑などである.その他,穂塾異

常,紬程細葉,矧生,蛮性萎示乱 早生などがあり,いずれも単劣性形質である,光線

白色は閉場では越冬せずに枯死するが,温室内で蛍光灯照肌の下では完全に緑色を回

復する.基部淡練は枯死することもあるが,同様に温室駈光灯下では回復する.派縁

や白色条班はかかる緑色回復はない.白子と淡緑とは遺伝学的に独立である.

これらの突然杢異体は両空陸により,同項のものが出現するが,常に var.vulgare

の変異体の方が枯死が早いか致死率が高い.これは上記の突然変異の発生率にも見ら

れたもので,var.Vu,Tgayeの方が Ⅹ線に対し感受性が高いといえる.

T.X線照射によるコムギの淡緑突然変異体の研究 (藤井太朗) 一粒コムギ (Tri-

1ic〟m monococcum flavescens)の休眠侵子に ]80KVP,3mA,距稚 16cm,294

r/'minの農件モ5,40Jrの Ⅹ線潟射を行い,そ7)Ⅹ2で塩々の劣性欠然変異をえた
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(頻度6.67%),これらの突然変異体はその約 70%が葉緑素に関するものであった.

筆者はこれらのうちの淡緑突然変異体について二,三の調査を行った.

この突然変異には染色体異常は認められなかったが,草丈は正常の約 82%と低く,

稔性も平均 15%低く,さらに出磯,成熟は約 10日おくれる,また気孔の分布および

大きさについて調査を行った結果,分布には異常はないが,大きさは突然変異体の方

がやや大きいことが t一検定によって朗らかになった.

次にク｡Pフィルを抽出し BECKMAN 塾分光光度計によって吸光度 (E)を測定

した結果,正常は E=184に対し,突然蛮異体は E-100と色素量が約 1/2に減少

していることがわかった.さらにペーパークロマトグラフ法によりクロロフィルaと

b とを分離して測定した結果,ともに同じ率 61減少していることが確かめられた.

さらに生業 3gをとり, UMBREIT らの方法により WARBURG 検圧計をもちい

て CytOChrome-oxidaseの活性を測宕した結果,材料 0.5ccの 10,30および 60

分での呼吸も1_は,正常がそれぞれ,0.962,2.743および 5.214tJJに比べ,変異体

では,0.419,1.413および 2.609LJLと約半分に減少していることがわかった.

クロロフィル含量とCyLochrome-oXidaseの活性とがそれぞれ約 1/2に滅少してい

ることは興味深く,今後の実験でこの関係を追究したい.淡緑突然変異体の稔性や草

丈が低いこと,生育がおくれることなどは cytochrome-DXidaseの活性低下に由来す

るもJ)と考えられる (遺伝学雑誌 29,153貢参照).なお,詳細は Proc.Jap.Acad.

に登載されるはずである.

第 3研究室 (駒井)

8.^浜中甥蓄形D遺伝 (駒井 貞) 数年来的杵が名古屋大学教授岸本鎌-,当所

客員尾崎宏之助両氏と共同研究中の人視小敵!,-i形の遺伝研究は,本年中に更に新栗料

を加えて総計 78の同胞群に尻する 143(9193,女 50)例となった.これらを検討

して次の結論を得た.

(1)この資料の44.83'Oが従兄妹結婚7)fであり,そJ)他の血族結婚7)子も多 く含ま

れる.(2)この資料を HALDANE(1938)の方法 亡分析した結果,恐らく単劣性遺伝

子に上ることを知った.この劣性は大てい完全であり,例外の場合に-テロが多少の

異状を元すと思われる.(3)患者の中に男性が女性より著しく多いことは,従来の研

究者にも認められている.分析の結果,これは大部分男性の愚者が女性患者に比べて,

戸外に出歩くことが多く,発見され易いためと思われる.(4)小頚児の生まれること

に対し,出産回数や母の年令の影響は見られない.遺伝子による以外の内外影響も,

この資料では富豪と思われない.(5)DAllLBERG の方法によって計算した結果,こ

の小頭を生ずる遺伝子の頻度は 0.0031-0.0064である.これは日本人中の従兄妹結

婚率を 0.04とするか 007とするか,その中間とするかによっ⊂変動する値である.

この値はスエ-チ./人中の小頭遺伝子頻度として発表された 0.0043-0.0062とよく
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符合する (6)小頭遺伝子の突然塵異によって新生する率を推算したところ,(2.20-

7.57)×10-5を得た.これは従兄妹結婚率,小頭遺伝子頻度および平均近親結婚係数の

取り方によって変動する値であるが,従来入寒iの稀な劣性遺伝子について知られてい

る値と,同程度のものである.なおこの研究結果は AmericanJournalofHuman

Genetics,vol.7(1955年 3月号)に登載される論文として公表Tる.

9.人頬の不尭全伴性遺伝と遺伝子の頻唾 (田中克己) すでにWEINliERGや DA-

HLBERGが捌かにしたように人顎の常染色体性劣性遺伝子の渦度は次の式を用いて計

算できる:

r-C(1-A)/(16k115C-ck)- ･･.(1)

式中,Cは一段集団内の従兄妹陪婚D頻度,kはその遺伝子に支雪dされる形質の所有

者の両親における従兄妹徳宿7)頻度である.この式は,共通の組光から伝i)つた同一

遺伝子が従兄妹結婚の子供でホモになる確率が 1/16であることを摂拠としている.

けれども不完全伴性劣性遺伝の場合にはこの確率が交叉価 (性染色体非相同部との

交叉価)と従兄妹筒婿か型によって変る.交叉価を ?,1-p-qとすると,夫姉の父

同志が兄弟の場合 (従兄妹結婚第1型)にはこの確率は 如(l+2〆十2g?)/8,日同志

が姉妹の場合 (第 2型)は (1十2〆+2g?)/32,夫の父と妻7)母が同胞のとき (第 3

型)はP(l十4q?)/16,夫の母と妻7)父が同胞のとき (窮4判)は q(1+4P?)/16で与
えられる.これらの伯をそれぞれ dl,d2,d3,d4であらわす･第 iaJ.の従兄妹結婚の

子供にこの形質が現寸)れる確率はd,r+(1-d.I)r2である.これより不完全伴性退伝子

の頻度を計算する次の式が導かれる:

4
(1-A)lid,cL
F=り
4

(1-A)∑d,C,･十k-C

γ二二- (2)

1-1

ただし cl-C4は従兄妹結婚を型の頻度 (=･ある. この†直を求めるため日本各地から

従兄妹結婚の例を集めて調べたところ 466組中,第 1型 18.9yo,第 2型 30.0%,

第 3塾 23.2%,第 4型 27.9roであった.

いす全色盲の交叉価を 15%とL NEEL等 (1949)が掴いた k,C の伯と,上記の

cl-C4の値を式 (2)に代入すると,全色旨遺伝子の頻度は 0.0036-0.0062となE),

これは NEEL等が式 (1)を用いて得た椎茸債よりも約 123ro低い.

この間題は下記の論文で詳しく取扱った.TANAKA,K.,Esヒimationofthefre-

quencyofparぬ11ysex-linkedgenesin man. (American JournalofHuman

Genetics,γol.7に掲載の予定.)

10.血族結婚による女性患者の担過 (田中克己) 血族結婚から生れる不完全伴性

劣性遺伝嵐患者は埋蔵的には女の数が男よりも多いはずであるが,まだ孝夫による立
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証が欠けていた.

日本において今までに発表された文献池びに未発表の資料を軽部分析したところ全

色盲患者の性比として次の数字を得た.

両親の血縁粥係 愚者総数 男 女 F,/女

(a)従兄妹結婚 75 36 39 0.92

(b)非血族結婚 34 28 6 4.67

a群 (従兄妨結婚の子)の女愚者の超過はごく軽微で,これのみでは決定的な誰朗

と言えない. しかしb群 (非血族結婚7)千)には著しい男患者の超過が見られ,両

群の差は 0.1%水準で有意である.従って非血族結婚に比べ血族結婚の子に女思者が

比較的多いことは確言できる.なお詳しい分析の結果によると,b群におけるタ腰.者

の超過は恐らく事実ではなくで,単に大都会の病院で診察を受ける機会が91に多いた

めに生じた見かけ上のも7)に過ぎないと思われる.

不完全仲性遺伝子の交叉価が小さいほど女敵者の超過が高度になるはずであるか

ら,これを基にして交叉価を計算するたぎ)次の式を考案した.l

fn(A(cldl+C3dl)+q(cZd2+C4d4)) =jc_
Smmntq(cldl十C3d3)十P(C2d2+C4d4)) mc

式のf"および mnは非血族結婚の子供で告同胞群中,最初に診察を受けた女および

男恩者の数,fcおよび mcは従兄妹結婚の子供で各同胞群中,右脚 こ受診した女およ

び男愚者の数,Smは一般集Eg内の男/女7)氏,P,q,Cおよび dについては前項で説

BJ]した.資料から得た fn,m〝,jTc.mcのlLlIIおよび Sm-1.05を代入すると交叉価 p

として約 6%という伯を柑た.質料が十分でないのでこの値は今後訂正を要するであ

ろうが,かなり強い連関が存在することだけは推定できる.

B.細 胞 遺 伝 部

第 1研究室 (吉田)

11･吉田肉腫細胞(=おける V辛形染色体の性格 (吉田俊秀) ラット(Rallusnoy-

vegicus)における吉田肉腫細胞73染色体研究は筆者 (1948,1949,1952),牧野 (1951,

1952)その他多くの研究者によって詳細になされている.一般に舌Et]肉腫の染色体構

成は正常な体細胞のそれと著しく異なる.牧野 (1951,1952)の研究によると,吉田

肉腫細胞の染色体数は40前後で,それらのうち 16-18個は Ⅴ或は J字形染色体か

らなり,噂に大きな 1個の Ⅴ字形染色体が含まれている.これがこの腫痘0,,種族細

胞である･このような特異な染色体構成は他の類似の阪水腫癌,例えば MTK肉腫

I,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠ,弘前内陣,武凹肉腫等においでも観察された.しかし,これらラットの腰
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疫細胞に常軌'l'Jに観察される所の V字形染色体の性格については,まだ今然わかっ

ていない.筆者は染色体の微細 荷造TT:紬禦することのLES来る新しいテクニックを考え

て吉旧内陣紬rL･J.tこおける V朝 日染色体の性格を検討した.その紙火,-JH=Fl周旋の種

族細胞と考女られているものは常に 40個の染色体を右し,その中には大きなⅤ字形

染色体が 2個存在する.これら2個の染色体は大きさにおいてやや異なり,かつ両

染色体の両腕は非相同の染色体である.さらにラットにおける生殖細胞の染色体と詳

細に比較研究した結果,これら2個の Ⅴ字形染色体は棒状の第 6と第 7染色体お

よび同じく棒状の第 8と第 9染色体の片方のものがそれぞれ末端で附着して生じた

ことがわかった.更に腰癌細胞に3･O.ける他の染色体が正常体細胞の染色体と比較検討

されたが,それら同者の問には殆んど差異を認めろことができなカつた (図 3参照).

tlu: 1 ` 2 ､g篭 3勉
-;;獲 窒 L-,Ti-.1､:_ii:;:-I- 章
L 9 S 4 5 6 7 8 9 10 LL 12 1314 15 L6 17 18 L9 20XY

5!川 Vuvuw w qvuu'.V… V… V.vv … … ..I.

6柑伽vbVPUU((U… … 'ym 川 .… … … … 1.

7馴川州 (vMVvM くり ‥ " V … … ..F,

8(TftlM ql山 … 1.I" … "xvt‥… ..lu
図 3.1,2,5,6は精原細胞の染色体.図･3,4,7,8は吉田肉腫細胞の

染色体.5,6,7,8はそれぞれ 1,2,3,4に示した細胞の染色体を大

きの順序に配列したものである.

12.痛における高倍性細胞出現の-機構(吉EB俊秀) 痛に高僧性細胞が高頻度で出

現するということは,多くの研究者によって観察され,その原因もいろいろ指摘され

ている.それらの主なものは,(1)復旧核の形成- 核分裂に細胞分裂が伴わないで,

一旦分離した核が再び融合して染色体の倍加が起る.(2)細胞の融合- 一旦分裂 -
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した細胞か円び樹合して染色体の什7加が起る.3)endomitosis- 中期の染色体が形

成されずにJ.TF止の枝IJjt∈覚■fri体のみのクJl裂が起る.)二1上のはカ癌細胞における染色体

の[:1-加には,もう--一つ興った他の機構の存在することが吉[lll/''J艦で槻察された.

▲ 』 ･'' ｣

図 4.sidebysideに並んだ娘
染色体に次の分裂のため7)縦裂
が見える.

正常の細胞分裂では中期において染

色体の分裂が起って娘染色体は両断 こ

分離して行く.しかしある癌細胞では

巾期で分裂した娘染色体が両様へ移行

することなく,分離したそのままの位

於 cll次の分裂が起る.したがって相同

の娘染色休は sidebysideに並び,

中期の状態で個々の娘染色体に縦裂が

生じて第 2回口の分裂が進行す る.

(図4).節 2凹口の分裂が正常に進行

すれば4m性細胞になる.もし41汚性

細月'L･)が再び上のような分誹をすれば8倍性細胞となる.このような異常分穿Plが吉田内

腔細胞においてしばしば観察されたので,これが癒細r酎こおける高付.Afg:細胞出現の一

つの貢要な綴精ではなかろうかと思われる.

13 MY一マウス肉腫の移橋感受性に関する遺伝学的研究 (吉田俊秀 ･石原隆昭)

昨年にひきつづいて MY-マウス肉腫の移植感受性の遺伝学的な問題を追究した. こ

の暖房が D系の 103という重罪に比較的高率に移植されたので,この苑系の淘汰を

続けた結果,非常に高率に移柿性を示す系統を樹立することができた.一方 C3H系

はその後多数の個体について検討を加えたが,MY一肉腫の移植はすべて陰性 となっ

た.そこで D103罪と C3H系とを交配して,Flにおける移植感受性を検討した.

実験の結果,Flのマウスには100%移柿可髄で,この節房の移植性には,い くつかの

優性遺伝子の関与することか想像される.次にこの優性遺伝子数を決定するためにFl

を C3H-退交雑を行い,その RFlにおける移柚感受性を調査した.移植実験の結

果,RFlマウスには 25.72% が陽性となることわかった.この分離比から MY-肉腫

の移植には凡そ 2つの優性遺伝子が謂与していることがわかる. 次に興味あること

は,この肺癌は S系マウスに対して 72.35%の移植率を示したが,SxC3H のFlの

移植について検討したところ,移植はすべて陰性であった (表 3).

近瓢交配系の移鵬性陸揚においては,感受性系統に対して免疫抗体を作ることは殆

んどないといわれているが,MY一肉腫においでは移植した艦癌が蚕豆大となった と

き,これを切除した場合に免疫抗体を形成し,再び腫湯の移植を行っても腫癌細胞の

増殖は見られない.

上の実験結果から考えて,この願場の移植感受性には2つの優性遺伝子の外に,な
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おいくつかの遺伝子が関与しているのではないかと想像される.目下この移植に関与

する遺伝子の免疫遺伝学的な性格について研究中である.

表 3.MY-マウス肉腫の移植感受性に幽する遺伝実験の結果

系 統 F器 千諾 :;実験個体数

)H3捕

_I-ー

I

.
,
.

I;..II..
.,
M
J.

7

0

7

9

4
0

E

4

3

3

4 L 51

66 t 66

0 : 37

113 1 47

～陽 性 率(oJ)
92.15

0

103

25.72

72.34

0

14,エールgツヒ痛のナイトE)ミン抵抗性系統の確立 (石原隆昭 ･吉田俊秀) 肺

損の制慣物質に対する抵抗性発現の機構は医学,生物学上の罷要な問題である.われ

われはこの機構を明らかにする目的で, 制癌剤ナイトロミ./ (methy1-bis-(β-chloro-

ethyl)-amineoxide)の0.62mg/mlとエール 9ッヒ腹水癌細胞の 5×105とを試験

管内で混合し (20oCで 1時間),その処理液 0.2ccをネズミの腹腔内へ注射した.

陽性個体にさらに同席な処理を繰返すことによって,ナイトロミンに対して抵抗性を

もった 2つの抵抗性系統 (SL16および RLⅠ)を樹立した.一方,対照区における

1個体からも同様なナイトロミソ抵抗性罪統 (RL-II)を得た.

対照区におい{はナイトpミニ/の 0.32mg の腹腔内注射によって細胞の減少と崩

壊が顕著に現われる.これに反して抵抗性系統では細B'Bの演少も少なく,形態学的饗

化も極めて少ない.抵抗性の発現は,試験管内での 2回の処理で現われはじめ,処兜

を3,4回繰返すことによって抵抗性の増大が認められる.5lL11の処理を繰返すと,一

般に致死量に対してもなおELつ生存しうる腔癌細胞が現われてくる.3つの抵抗性系

統では処理回数の多い SL6系が最も抵抗性が大きく,RLI系がこれに次ぐ.後者

の系統では個体によって抵抗性に差異が認められる.RL-ⅠⅠ系における抵抗性は最も

弱いが,対照区に比較すると明らかに強い抵抗性を持っている.3系統とも抵抗性は

かなり安定に保持されている.

ナイトロミソに対する抵抗性は無処理の対照区においても現われ (RL-II),また処

理回数を重ねることによって増大し,安定化する.これらの実験結果からすると,抵

抗性の発現は横坑性をもった隈癌細胞の過択に出るものと推考される.

151三毛満祐における拝泉の組織細胞学的研究 (石原隆昭) 三毛猫雄の生殖不甫巳

なことは古くから知られているが,従来その精巣の相戦細胞学的観察は少ない.今tLiL

駒井博士の指導により,5個体の三毛猫雄について標記の研究を行った.
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三毛猫堆5個体の精熊では,いずれも正常な精子形成は那 -れない.細精管の大1部

分は空疎で,SERTOLI氏綱 'LJ.が存在するの7>であり.ごく-一部の細描管に少数の生

殖細胞が観察された.それらはおそらく1､∫順 細胞 cllあって,-マトキシ.)ソに濃染し,

核内容は不明瞭である.多 くの場合,pycnosisの状態で退化造粒にあった.1個体の

例を除けば,他は精原細胞以上には発達していない.ただ 1個体においては,ごくま

れに精原細胞が第-精母細胞If.で発jセし,そこでilTi化していくのが見られた.なお少

数の精原細胞に分裂像が見られたが,染色体の排列の不整および師綿が開署で,正常

に分裂している細抱は 1個も観察されなかった.

第 2研究室 (竹中)

16.ヒE)ハノマンテ17の倍数体による性の研究,II･(竹中要) 前年報 (約 4号)

で報告した交配実験 (I),すなわちコルヒチン処理によって生じたlJLl僧体944ai-4

X と844a+2X+2Y とを交配して得た昭雄の比は,記録の再調在の結果少数の他の

交配系統が間違って附加されていたから,次のように改める.

4x?×4xaー 96株,871株

同上の報告においては雌雄の比は911株 :879枚であって,雄 44a十2X+2Y

のものの淑数分裂から期待され7_数から推察すれば,雌株が多すぎた.すなわち雄 79

枚に対して雌 4-5枚であればよいから,多分それは XX塾花粉が XYまたは YY

型花粉より受精競争に幾分強いかもしれないと述べた. しかし再調査の結果は,ほと

んど減数分裂からの期待数と一致することを知った.

次に上記の雄株の内 32株について染色体の構成を研究し,XY型花粉によるもの

が 27枚で yy型花粉によるものが 2枚であるから,ほぼ期待数と一致すると述べ

た.その後 19株の雄 (ごく少数の雄聞性を含む)の染色体を観察したから,それを

加えて,51個体における染色体の構成を示す･

染色体数 染色体の構成

4x+1 45a+3X+Y

r1 45a+2X+2Y

4x 44a+3X+Y

1

2

3

4

〃
〃

一
〃

一

一
十

ガ

ガ

ガ

ガ

4

4

4

3

45a+2X+Y

44a+2X+2Y

43a+3X+Y

44a+2X+Y

42a+3X+Y

42a+2X+Y

35a+3X+2Y

柵

-

1

3-

l

l

-

1

1

1

1
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すなわち,XY型花粉によるものが 45札 YY型花粉によるものが 3枚,XY

型或はY型花粉のい けLによるか不肌なものが 3枕である.この数は 44a十2X12Y

染色体構fLttの花粉吊細胞の減数分裂の行動から期待される数と非 常によく一箪する･

上の実験によって得られた凹llLt.-体雌 44a十4X とELlf.!'lA一体雄 44a十3X+Yとの交配に
よる子孫 210殊について ?:A-104:106を得た.これは期待通り雌雄比 1:1と

見倣される. これの染色体を 42株について観察し,次のような結兄を得た.

染色体数 染色体の構成 株数

4x 44a+3X+Y 16

(/ 44a十4X 15

4x+1 45a+4X 6

rl 45a+3X+Y 3

4x十2 45a+4X+Y 1

4x-1 43a+3X+Y 1

性

8
9

9

サリ

至

乃

この表によって知られるとおり, 子孫には比較的安定した四倍体をつくE),4X と

常染色体とをもつものは略,3X+Y と常染色体とをもつものは雄である.ただ4X十

Y と常染色体とをもつものは問性であった.但し二,≡,四倍体のいずれにおいでも通

常の雄と同様の染色体構成でありながら,時折り雄間性を示すものがあるが,ここで

はそれにふれないでおく.その他 2xx4x,3xx2x,3xx3x,3xx4x,4xx3x等のf･

孫の研究も行なったが,これらについては更めて発表する.

1T,2-3の植物性茸の作用 (竹中要)

(A)ユ[)ダルマの染色体倍加作用 ユ1)ダルマ (GloyiosasuPerba)はユ1)科に尻

する熱田アジア産の植物で,染色体は体細胞で 22個と発表されている.根端細胞で

観察した結果は 22個であるが,いちじるしく大きなもの 2,次に大きなもの 4,也

は甚だ小さい. イヌサフランの染色体も大小の差がいちじるしいが,それと同株に小

さいものは fragmentではないかと疑われるほどである.但しみなセントロメ←ヤを

もっており,それぞれ独立した個体性のある染色体であることは間違いない.花粉母

細胞の減数分裂においては 11個の2価染色体を生じ,そIL2どれ体細胞染色体の大き

に四散するものを持っている.分裂迎程は正常に進行するが,移動期以後の染色体は

イヌサフランと同様に幾分膨潤気味である.

ユリダルマから抽出した液が根端細胞の染色体を倍加さす作用のあることは PAR-
TlIASARATHY(1941)によって発表-された その後 KUMAR(1953)によっこ,同

植物の地下茎から柚出された gloriosineが同じ作用を示すことが報背された.WARI
DEN (188CI)および BooRSMA(1899)はユ.)ダルマから柚出したアルカロイドに

superbin または gloriosineの名をつけている.また CLF,MF.R～GRIミENandTUllN
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(1915)は同植物が colcllicineと methylcolchicinet.含んでい7Jことを発宋した.

筆者はユリダ ルマから抽凹さjLる物質か何 ∈あるかIr:, ll:だ追究しこいない.いず

れ協力者を得て決定したいと.取っている. ここにはユ.)ダルマの地 卜茎から抽tTBした

液が,PARTHASARATHY と KUMAR のい うように染色体倍加作用の苦るしいこと

を述べる.

先ず Gloyiosasupeybaの新鮮な地下茎から1こ,子Llのようにして姉川,液をつ くった.

根茎 28.5g+水 42cc → 肝砕ー 泣沈･一･>滅菌 (10C)oC,4分)→ 滞退.

1954年 6月 20日に上の滞液を用いて二,/二クの択端を処班 した.猫液の 4倍稀

釈のもので 6時間処理した材料では美 しい C-pairが多数に見 られた.2情稀釈のも

のに 6時間浸漬 して,水洗後 18時間頓過したものでは,倍加染色体をもつ帥胴が非

常に多数現われ,かつ C-pairのくずれかかった状態を示すものが多かった.昔･畳液そ

のままの濃度では告作用がはげしかった.

次に該派を冷蔵庫に貯蔵し 10fl13日に到って, ニンニクとソラマメの限ylTljの肥

大棉定を行った.未 4,5かLL)わかるように,濃いものでは薬告が強いが深いものでは

著しい肥大を訪起した.

表 4. ニソ二ク釈明の薬物に上る影響

Colch icine

Gloriosaの

拙 粗 描 液

h

憤 怒苗 披

枯 死

0.01% ･

tr:lCe 仁 _ _A

(肥大皮: a>l))

表 5. ソラマメ根苅LLaの薬物による影轡

Colchicine

Gloriosaの

抽 出髄 液 I.Ill.J7:～ t<-1･.･{･
16稀借釈a

(肥大毘: n>b)

また同上の磁液を用いて美濃早生大根の種子揖潰による肥大型出現の調合は未 6の

ようであった.
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表 6. 菜濃早rZr三大限種子の 72時問処理 (各 100粒)

l 2侶稀釈 L4侶稀釈

(分子は肥大型の甲折数を示し,分矧 ま発芽数を示す)

要するにユ.)ダルマの限業抽H物は colchicineと同様の肥大度を京す那(年報第 4

号 参照)濃い液では colcllicineより強い).JET-作用を示すものの如 く思われる.

(B) タマスダレの生長抑圧作用 クマスズL,(Zephyranthescandida)はヒガン

バナ科に属し,元来両難原産であるが,ilJ]治初年に摸来し,以来櫨賞用として広く日

本の暖地紺に栽培-されている.

Zephyranthesaiamasco(Atamasco-lily,Easterllily,)が家剖 こ右,毒であることを

ERDMANandEMMEL(1950)は記戟しているが,TAYLOR,CARMIcHAEL,McKENN̂

and BURLAGE(1951)は CooPeriapedunculata(Rain-lily)はこの植物に近いか

ら,同様の=131;作用があるだろうと推察して研究した結果,はたしてその球茎抽出物が
tumorの生長を抑圧することを知った.そこで筆者は逆に Zephyranihesの右毒物質

が tumorの生長を抑圧するかどうかを吟味する目的で,先ず細胞の正常fl三長に及ぼ

す影響を研究して,以下 6通 りの実験を行った.

先ずクマスダレの球某を次のよZ)に処王唱して抽出液をつくった.

球茎 2.62g摩砕 +H2020cc十alcolno113ccー 減退→ 減圧濃縮→ 10cc.

第 1実験はニンニクU:球某日発根個体で 4-5cm の校長を右するものの限郡を,

上記の抽出液に 0,2.4,6,8,18の各時F717沈漬して水洗筏水道水で培義した.その結
果は,8日の幾対股は 7-8cm の倶長となったが,2時聞処理のものは 1cm 伸長し

たにすぎなかったし,残 りのものは仝:?,帥卜長を停止した.

窮 2実験は同じく二ソ二クの発根個体を上記の紬出液に 0,1,2時間沈漬して,水

洗後neutralredを添加した水で培還したところ,数 日後には3者ともneutralredを

選択吸収して,培養液は殆んど無色となった.すなわち1-2時間処理のものではこソ

- クの供は枯死していないことが判った.

約 3実験は ミノワセ大根の種子各 100粒を,水,2種のマレイン酸ヒドラジッド

の 0_5%水浴液,および上記のタマスタレ抽迅液に,各 24時間ずつ沈潰して,水洗後

ぺ ト9mに腫紙を敷いて播種した.その結果マレイン酸ヒドラジッド処理のものは対

照に比べてやや発根発芽はおくれ伸長はかなり抑圧されたが,発芽率は殆んど同じで

あった.しかるにタマスタレ抽出液処理のものは 1週間後にも発芽しなかつたが,こ

の桂子を平鉢粕 こしたところ,長い日数を餅で昭次発芽するのを見た,
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約 4実験はミノワ七大根の種子各 100粒を,0,1,2,3,4の各時間上記のクマ7.

タレ抽出液で処王即し,水洗後ぺト1)皿tに播侵したところ,対照に比べて処理したもの
は,1,2,3,4の各時関数に比例して発芽が避くれ,かつ逆比例して発芽率が減じた.

第 5実験は上記タマス〆レ抽LLS液を 1/2,1/4濃度として,中長煉罵大根の種子各

100粒を,その中に 24時間沈漬し,水洗後叶鉢に播建した.その結果は対照に比べ

て,処LriT.したものでは発芽はおくれるが,28日後には 1/4濃度のものでは発芽数は
同じになった.しかし 1/2濃度のものでは発芽率がなお低かった.

第 6実験では,上IJLtlクマスガレ抽出液に二ソ二クの根を 1,2,4,8,24の各時間沈

潰して,根端を同定染色の｣二観察した.その紀課は 1時間処Ijrほのものでは正常の対照

と殆んど見かけ上の坐化はなかつたが,2時間処理のものでは休眠核の多くは膨潤し,

仁も大きくなり,仁中に1-2の液泡も目立つものを生じた.前期染色体も膨潤し,二

重性を示すものが多くなった.中期および後期染色体は薯るしく短縮肥厚した.4時

間処理のものでは, それらの現象がもつと著るしくなり,中期の染色体に C-pairが

現われはじめたし,後期には多極性J)ものが若干見られだした.8時聞処理のもので

は中期の染色体に C-pairはいちぢるしく目立ってきたし,後期の多触性のものも多

くなった.24時制処打のもので=-は休眠核は外形はむしろ正常のものに近づいてきた

が,染色体はますます肥蛙短縮し,中期には C-pairが,後矧 こは極性を失った染色体

が C-pairをくずしていくのが見られた.

18.イネ科植物の核分類学能研究,H.(罷岡EE緒) 前報 (第 4-Fri)で報告したも

の以外に,本年皮およびそれ以前に,染色体の偶察された種姉 ま式記の 85位である.

この視察結光から,コウヤザサ属 (Byachyelytrum)の類縁,ヤマカモジグサ民 (Bra-

chypodium)の摂縁,およびメヒシバ尻(Digiiayla),エノコログlJ属(Seiaria),ノガ

リヤス属 (Calamagrosiis)の細胞分類学 ErltJ知見をうることができた.また本研究はイ

ネ科各群 (各族)の染色体相成 をしらべあげ,イネ科全体の系統分数学的考察の資料

とすることも目的の一つとしているが,これも,この観察および前部に報じた観察結

易とによって大体のところをつかむことができた_

Species 2n Species

Bromussecalinus 28 B,iectorum

B.mollis 28 Agropyronsemlcosiaium

B.remoll/lorus(キ ツネガヤ) 14 A.Gmelinl.u

B.ri去idus 56 Elymusdahuricus?*

B.caiharlicus(イヌムギ) 42 E.I)erglnicILS

*) ヒマラヤ産の材料で正確な種名は不胴である.

n

4

8

父U
2

8

2

1

2

2

4

2
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E.sibiricus 42*+

Loliummullljlorum(ネズ ミムギ)14

L.peyenne(ホ ソムギ) 14

Brachyj･odiumpinnalum 28

B.distachyum 3CI

Feslucamyuros(ナキナメガ t,) 42

F.ayundinacea(オニウシ ノケ〆サ)42

F.elaiL-or(ヒロ,､ノウシ ノケグサ)14

F.exiyemloyiellialish,マ トかシ
カラ) 28

Podhayachinensls(ナソブ ソモ
ソモ) 42

p･驚 murae(イ トイチ ゴツ 28-

P.iyivialis(オウスズ メノカタ ピラ)28

P.sPhondylodes(イチ ゴツナギ) 28

GlycerL-adePauPeyala(ウキガヤ) 20

Torreyochloanaians(ホ ソバ ドチ
ョウ ツナギ) 14

AgyosIL-spaluslrL'S(コヌカグサ) 42

CalamagyosILIsFauylei(カニツ リ
ノガ 1)㌔,-/.) 28

C.longisela(ヒケ ノガ t)I,1) 28

C.Pseudo-phragmiles(ホ ツス
ガヤ) 28

C_sachalL-nensis(オ ノエカ リヤス)56

C.♪urpurascellS(ミ1,マ ノガ
1)ヤス) 28

Polypogonfugax(ヒエガ- I)) 42

Alopecurusaequalisvar.
amurensis(スズメノテ ツポウ) 14

A"bhuelZZ三huemru(Tfeiatl等 bvllair:) 28

Triselum bijidum(カニツ 1)ブナ)28

T.sibiricum(ナシマカニッ.)) 14

ByachyelyirumjaPOnicum
(コウヤザサ) 22

Stliascribneri 40

S.spariea 44

AchnalherumPekinense(- ネガ Y)24

Phaenospermaglobosum
(タキキビ) 24

PleioblasiusMatsunoi 48

P.angusIL/Olius 48

P.sp.(P.Simoni?) 48

P.sp.(P.yoshidakeP) 48

P.sp.(P.CommunisP) 48

PseudosasajaPonica 48

SL'noaYundinariaaZLrea 48

SL'nobambusaiooisik 48

Sasamoyphamollis 48

Semiayundinayiafasluosa 48

ArundinarLlasp.(A.aEamianaP)48

SlLSaSp.(S.tut),PonicaP) 48

CleisiogenesHackelii
(チ ョウ-1=ソガ 1)やス) 40

EragrosltlsmegasEachya
(スズメガヤ) 20

E.bulbL'llLfera(イ トスズ メガヤ) 40

A mullicaulis(ニワホ コ1)) 40

E.PL'losa(オウニワホ コ1)) 40

E.poaeoides(コス7Iメガ ヤ) 40

EleusL'neindica(オ ヒシバ) 18

SborobolusjaPonicus(ヒゲシバ) 40

S.elongalus(ネズ ミノオ) 36

Muhlenbergiajaponica
(ネズ ミガヤ) 42

M･longisiolon(オウ ネ7Iミガ Y) 42

ヰ*) ヒマラヤ産の材料 亡,長野県で得たEl本庄の材料 (2n-28)とは染色
体数が異っていた .

***) この材料は山梨リ,T,･三ッE舶 ｣で採ったもので長野県で前に採集した個体
(2n-70)とは染色体数が異っていた.
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M.hakonensL'S(タチネズミガ-1,)

ZoysiajaPOYlica(シバ)

Z.macroslachya(オニシバ)

Cenchrusechinalus

C.pauclflorus

Seiayiachondrachne(イヌアワ)

DigilariachLlnensls(コメヒシ,:)

D.ladscendens(メL=シバ)

D.violascens(アキメヒシバ)

o

∩)
0

8

4

8

8

4
.
6

4

4

4

6

3

3

1

5

ウリ
0♪/L'smenusundulatl/OILuS
(ナナミザサ) Cこ1･5J

Paspalumdilatatum(シ-1ス7I
メノヒエ) 50

P.ThunbergL'i(スズメノヒエ) 40

■■

Penniselumalopecuyoides
(チカラシ,,')

39

18

cymbopogoniortilisvar･Goeringii
(7.ズメカルカヤ) 20

Eccoilopuscolull/eY(アプラススキ)40

Microslegiumvimineumvar･
polysiachyum (アシホソ) 40

HemarthriajoPonica
(ウシノシツペイ) 18

Andropogonbrevlfolius(ウシクサ)20

pseu(d3P.:g70nFa警 u#m)quadrineyue40

Sorgumnilidumvar.majus
(モロコシガヤ) 20

Phaceluruslallfolius(アイアシ) 40

第 3研究室 (辻田)

19･細胞質多角体ウイルスについて (辻田光雄) 今までカイコの多角体病では主と

して血球.其皮細胞,脂肪細胞,気管皮膜細胞などの核がウイルスに促され, ここに

多ff伸 が生ずる場合について研究が行)つれてきた.召ii児中限妓膜の円筒細胞の細胞質

がウィルスに挺されて多角体を生ずる場合については,わがEgでは比較的早く見出さ

れたが (石森 1934),その例は実際には稀であり,このためあまり詳しく研究されたも

のがなく,このウイルスが伐を侵すウイルスと同じものかどうかについても判ってい

なかった.最近申腸多角路病 (外見上は軟化病J)如き症状を呈し,解剖すると典型的

な巾腸多角体病の症状を呈する)の被ti7･が多い地方があり,この病蛮を材料としてそ

の多角体について,電子商徴鏡的並びに実験的に研究した結果,核を侵す多角体ウイ

ルスとちがった特徴をもつものであることが判った.中脳皮膜多角体病についての研

究舘火の一部は ProceedingsoftheJapanAcademy,Vol,31,N0.2に発表した.

その内容は最近他の憐趨頬幼虫の中腸多角体病についての研究の結火 (WYcKOFF&

SMITn,1951;ⅩEROS,195;ⅩEROS& SMITH,1953)に一致する.焦が多い.

カイコの多角体病は遺伝学的に研究すべき重要な面がある.それは細菌の溶原保の場

合に似て,カイコがウイルスに感染しても直ちに発病せずプロウイルスの状態で子孫

に伝達されると考えられる場合があるからである.核を侵す 1柾のウィルスだけでは,

この方蘭の研究に困遮な点があったが,小腸皮膜細胞の細胞質をt之すウイルスが核を

侵すウイルスとちがうものであれば,これはウイルス生産誰の遺伝を研究する上にデモ

重な材料となるものと思われる.

20.電子顕微鏡によるカイコの細胞学的研究 (辻田光雄･津田誠≡) 雄の生如細胞

の発達各段箔にある細胞について核内物質の重態とくに染色体の微細hTtf道について観
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察 し,また細胞質内物質, ミトコソド1)ア,ゴルジ-体の微細構造および細胞分化に

伴 う変化について検討した.染色体の楚態については,細繊維状構造より2本の振れ

た螺旋状態となる池程について観察 した. ミトコンド1)アは周辺膜および内部に比較

的簡単な翼状構造を見うるが,精原細胞より精iil細胞への生長に伴ってミトコンド1)

ア自体も紬繊維状物よE)太い糸状物へと発通し, これにつれて内部も多少異った状態

杏_!Liするようになる.2回の成熟分裂後に生ずる副核は捌かに舷維状構造を示す.

小腸,マルビギ-管および真皮細泡などの核内物質と細胞質内物質を見る目的で超

滴切片をつくt),細胞質内物矧 こついてはミトコンド1)ア,繊稚層および細線縁など

についてその微細構造を観察した. ミトコンドリアは中腸,マルビギ-管などの腺細

胞の細胞質←恒こ豊富に含まれ,それはマウスやラットなどの市等動物における腺細胞

内のミトコンド1)アの微細構造に似て,JJi]辺膜とその内部にやや投維な壁伏構造が認

められる.小腸盃状細胞の gobletの内縁をうちつける繊維状物は光学顕微鏡による

観察の結果:からミトコソドリアであると認められているが,これも周辺膜とその内郡

に巣状構造が見られる.また辻田はかつて光学顕微鏡によりマルビで-管r̂J縁の繊維

屑の形成には,細胞内の新粒状,棒状あるいは姻樹状のミトコンドDアが与ることを

観察したが,内列に列ぷnri粒あるいは就経は跳かに細胞質内のミトコンドリアと同様

の微細構造をもつことを知った.従ってこの繊維層は繊毛性のものではなく,また

micro-villiとも異なっている.

これに朗通して興味ある関越は中腸円筒細胞の先端部のいわゆる細線縁を構成する

繊維の起頂および生理的意義である.これの微細構造もまた繊毛とは肌かに異なって

おり,どちらかといえば micro-villiに似るが,盃状細胞のgoblet内縁の繊維層,マ

ルビギ-管内緑の繊維屑およびこの円緒細.11'Lliの細線縁などをガぐって共通した理論が

ありそうに思われる.さらに研究を続けるつもりである.

なお ミトコソドリアはしばしば微小な粒子すなわち一種のミクロゾームから発達す

るように見えるがこの点についてもさらに検討するつもりでいる.

21.細菌性ウイルスの増殖に関する研究,Ⅰ,Streptomycesgriseusl=作用する

細菌性 ウイルスの増殖について(津田誠≡) 従氷ウイルスの増殖と遺伝子の増加と対

比して考えられて来たが,最近のウイルスの遺伝学的研罪結米から,ウイルス自体が

いくつかの遺伝子から成 り立っていると言 うことがLリjらかになって来ており,ウイル

スが如何なる機満で増崩するかは遺伝学上の興味ある問題の一つである.ここでは放

線菌に作用する細菌性ウイルス,すなわちactinophageの増勅機構について,WAKS･

MAN の分卸した SirePiomycesgrL-sous,MA-14strainを宿主菌とする S-1phage

strain*につ いて夷験を行った.

り MERCK 研究所微生物部長 WooDRUFF博士から分与されたSlreplomycesgyi-

seus,MA-14枚に作用する 6つの actinophagestrainの 1系統である.
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S-1phageはある種の細菌性ウイルス

と同様 にオクマジャクシ形をしており,

頭部に幾分くびれを持ち,や 縦ゝに細長

く60×7OmtJ,の大きさで,尾部の長さは

約 160mtJ･である.宿主菌の胞子に ph-

ajUe粒子を感染させ こ,phageの増殖に

よって放Luされてくる phage 数を経時

的に追跡 した夷験では,8･-9時間日頃か

ら新生 phageの放出が始まり,14-5時

間日頃に最大の phage 量に達すること

が判り,一段の細菌性ウイルスに比して

増補時間が非常に長いものと判断される.

次に浴菌現象を電子顕微鏡で観察した結

英によると,先ず phageは細胞の先端部

から非常な勢で放出されてくることが判

ら (図511).その後菌糸細胞の最先端部

から逐次溶菌が進行してゆくのが観察さ

れ,放線菌の溶菌現象には大きな特異性

のあることが判った (図5-2).この際

phage粒子の放出と同時に細胞内成分も

放出されてくるのであって,phage粒 fl

の尾部と思われるもの,太さ 10mt.̂内外

の細い舷稚状の構造や,図 5-2に見られ

るような約 30×100miLの棒状の構造が

認められるが,このものはphageの増殖

と何か関係があるように思われる.核は

溶菌時に膨潤して来ているが,形状は保

たれており,細い繊維状物の集合体の如

き様相を星し (図5-3),やがて崩壊する

のが観察されたが,核の内部には phage粒子と思われるものは見られない.

一般の細菌性ウイルスは遺伝学的研究結果からも,ある限られた細胞内で統一され

た秩序の下に増崩の行われることが明らかにされているが,放線菌の細胞は多核性の

長 く連なった隔膜を持たないものであって,この研究の結果 actinophage の増殖は

細胞の部分部分において行われるのでないかと考えられる.(日本ウイルス学会 に講

咲 (1955年 4月)および伺学会誌に発表の予定).
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22.ゾウIJAシの微細構造に硯する研究 (辻田光雄･渡辺強三･津田誠≡) 昨年ゾ

ウリムシ Paramecium caudaium を材料として,その内部構造について観察した結

果を報告したが, とくに細胞質に存在する無梓状のⅢ粒については組織化学EI'Jおよび

細胞化学的研究を行い,これは呼Ⅰ吸酵素活性に密接な関係をもつことを知 り,従って

高等生物におけるミトコンド.)アと同様のものであろうという結論に適した.一部の

実験結果は静大教育学部報告として印刷中である.

次に P.caudalum,P.auyeliaを材料として超薄切片法によるミトコンド.)アの

微細構造については察 した.その結児を要約すると(1)内質および外質のミトコソド

1)アの周囲はほぼ一様7)楳さの限界膜により包まれる.(2) ミトコソドリアの内部に

は壁状構造が認められるが,その襲D状態あるいは方向は必ずしも一定でなく,時と

して網目状構造を示すものがある.(3) ミトコンドl)アの内部構造はその生理J/,J機関

和によって変化するように思われる.(4)外皮 下に列ぶ棒状 ミトコンド.)アの意義に

ついて若干の考察を試みた.詳細は錐題 ｢電子題徴fTi｣に掲載の予完㌢ごある.

次にP.caudalum の小核と大核の内部構造についての観察を要約すれば,小1割ま

しばしば大核に包まれるようにして存在し,その周辺は一層に見える核膜で被われて

いる.枝内には;'A状構造の現われることがある.これは細舷椎が贋旋状に巻いている

ような(.zr:造に見え,高等主物7)細胞において核分矧泊,gに現われる染色体構造によく

似ている.従って Parameclum のrk/JI裂前 期における染色体の-状態のように思わ

れるので,さらに研究を続けている.

大核の内部も時期によE)異なった状態を77;すが,ある時期には肌かに繊維状構造物

が認ちられる.この歌唯は穫 授々維な螺旋構造に見え,あるいは染色体ではないかと

考えられるので,さらに多数の切片について検討中cl-ある.

C.生 理 遺 伝 部

第 1研究室 (駒井)

23.ハツカネズミの遭伝子分析 (土JlJ清)

(A) MusmoLossinusの t遺伝子軌 こついて 木年報第 4号で述べた方法に

より,Musm.molossinusの地域的に離れた (三J.I:]･新潟)2群の採集個体について,

尾を短かくする i遺伝子の検出を行った.結米の要約は犬 7の通 りである.

表 7からみられるように,それぞれの採集集団から Im/十 或いは im/lmの野生

親が検出され,両集団ともに imに関して-テロであったことがわかる.この関係は,

すでに Musmmusculusの野生集rllについて DuNN良 MoRGANの行った結果と

旗似するものであり,異なる2相機 musculusとmolossinusの問で T一座におけるl

遺伝子の突然変異性に娼しては大した本質的な差異が存在しないだろうといふ事を唱
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表 7

採集画 T-眺 ついてみられた遺伝子型+/1m +/+
三 島

新潟

(1.I,
33(a)･･･
1-L∫ 1

(……… ?.I.b'

1
8

4
2

日H

43

示する.このことは更に日本野生東榎

に見出された tm遺伝子の行動を究め

ることによって確かめられるものと考

える.個個の採集集団についての検定

交配結果は表 8,9及び 10に示した

如 ぐである.

(a):BracILly(T/十)を無尾にする変
異因子を有する個体も含まれる.

(b): 8 1頭は多分 l,1-/lm であった
と考えられる.

表 8･野生個体群の T/+ による検宕交醗結果 (三島産)

野 生 親

8m-361l

〝‡-42131

m-42133

m一一42134

m-4227

m1425

m143121

m14321

′〝-444

7〃-4462

m18529

ll88計

9 m-185

m-21029

m1318

m-42132

m-43122

m14463

m-5323

m-9613

8 99 計

9m-4411

19 計

Fl _
iE~~~~庸一 柏 尾 無 届

:

tL)

d

2

9

3

5

5

7

2

3

6
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5
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+
十
十
十

十
十

十

十

十

十
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/
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/

/
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/

/

/
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十
十

十

十
十

+
十

十

十

+
十

8

-

-

10

-

1

-

1
す

-
.
-

卜
J

.J
･

J
.

I.
JL

I.

.i.

+
+

十

十

十
十

十

十

-

11

1｡

三

三

二

--

一

r

2(∂)

21(C)

23 149

81

1(d)

1 9
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(a): 7頭ともすべて8で, うち 1班死亡したため 68について

検定交祝した結果,すべて +/十 であった.

(b':2頭とも?で,無尾であったが,生後間もなく死亡した.

(C):こ にゝ現われたFl無尾同志の交配からは必ず短尾のものが現
われ,それらは T/十 である.

(a).I 1頭の Fl無品8ほ枚定交配の結果 T/lmであることがi)か
った.

表 9.野生個体群の T/十 による検定交配結果 (新潟産)

野 生 親

3n161 +/+

n-6102 十/+

〃-64 十/+

〃-69 +/+

4 8it,計

正 常 短 尾 無 尾

3

2

5

5
諒

1

1

an-63 +/tm 14

n-65 (霊 ,i,完｡)_j_

2 88計 21

9〃-62 +/十 1

〃-68 +/+ 6

2 9 9 計 7

=

二

8

1｡

18

12

表 10.Fl無尾の既知無尾釆 (T/il) による検定交西己結果

野 生 親 Fl無品親 正常 短尾 無届

m-4411 9 m7㌧4614(T/'iml) 8
m-65 8 Tm-6617(T/'lm2) ?

計

16

14
盲

=

一

1

(B) ALoL)eCl'aperiodz'caと Furlessの開陳について aloPeciaperiodicaに

ついてはすでに述べた如く (欧文年報 3,9-10,1953)被毛の脱毛と再生が過期的に

行われるという点で特異な突然変異である.最近これに墳似の特徴を示す furlessが

Dr.E.L GREEN により報告され,幸に同博士からこの材料を送られたので,この両

者の関係をしらべることができた.
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この2位の突然要具では,幼弱被毛の脱毛とそれにつザく再生という一連の特徴に

ついては非常によく似ている.しかしtTil生時の表皮とvibrissae,被毛の色調変更およ

び脱毛開始の時期など微細な柏徴については相違がみられる.

いまalopecia(ap)とfuyless(fs)との交配結果は,表 11に示される如 く,それぞ

れは対立関係にないことが認められた.またこの両遺伝子について二重劣性型とみな

された個体は,出生時に両者の特徴を具え,多 くは体が小さく幼弱被毛の完成前に死

亡する.すなわちその約 40,0/Oは生後 16日日頃に死亡し,この時期に生き残ったもの

では脱毛の様式その他の特徴について alopccL'a と furlessいずれの群へも分鞘し難

い表現型を示す.

GRtiNEBERGは異なる染色体にある遺伝子で族似の症候群を現わすものを"mimic

genes" とよんでいる. -ツカネズミでこの種遺伝子の殊に顕著 なのは,Waltzer-

Shaker群にみられるもので,遺伝子の表現をしらべるのに興味ある材料であるが,

複雑な神経系の異常に閑旅している. この点で alopeciaと flLrlessは内分沌系との

相互関係が当然考えられるのであるが,比較的醐単な表皮とその附属部分に現われる

特性を通じて更に有利な材料を提供するものと考える.

巨頭 iFI

交 配 阪数 iTi･代 正 常 alopecia furless~ 二軍劣性塾 計
? 乃 ? ?_ ? (1 9 (3

aloPeciaxfurless 6 F1 23 16 00 00 00 39
furlessxalopecia 2 Fl _10 _4 00 00 0 0 14

8 53 0 0 0 53

FI X F1 40 F2 95 88 26 31 24 35 8 9

F2総数 183 57 59 17 316

期待数 (9:3:3:1) 1773/4 591/4 591/4 193/4

X2-0.624

24.ある種の動物に見る多型現象

(A) テントウムシ (駒井 点) 数年来研究しているナ ミテン トウ Haymonia

axyridisに関して多少の新資料を加えた.巾にも諏訪から新しい集民標本を得,従来

から持っているものと比べて次の結果を出した.諏訪産の集団標本は旧く1912,1913

年より最近 1954年までの問に,11回に採集したものがあり,これらを分析すること

によって,このr榊こ集団の構Ekに起った変遷の跡を追うことができたのであち.その

結果,1912年より1920年までの間,および 1950年より1954年までの間には,隻

団構成の変った跡を見られないのに反し,1920年より 1950年の間には,比較的規則

正しい変遷が見られる.それは劣性型の紅地のものが淑t:,その代Q)に最も高い優性

型,すなわち.黒の部の黄も多い塾のものが増していつたという封 ヒである.この期間
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は凡そ 30年,この虫の世代にして恐らく 120代くらいと推定される.

この変遷の原因を考えるのに,これが移住のためでないことは,1920,1942,1943,

1950,1954各年の資料中の廷判の壁を右するものの叔度を見ることによって分った.

この形質は遺伝性のものであり,その頻度は色班型の比率とともに地方変異を示すか

ら,もし移住があったらこの頻度も変るはずであるのに,上の年度の問に変った形跡

はないからである.これでその 30年間の変遷を自然淘汰によるものと推定し,その

淘汰係数を計算したところ,次の結果を得た.

期 間 推定世代数 淘汰係数

1920-1930 40 0.00640
1930-1942,/43 50 0.(氾647
1942,/43-1950 30 0.00706

すなゴ)ち,ほ 均ゞ一に近い伯を得たが,これによって,一代に起った遺伝子頻度の

雅化の度を計算したところ,ほぼ 0.00096を得た.なお,この値は突然坐異によった

とするには,100倍も高率であり,そうでないことが言えるのである.

これは小さな観察に過ぎないが,実際に生物集団に自然に起った変化をつきとめ,

その度を数値的に示し,その原因を或程度まで推定し得た実例として特記すべきもの

と思う.なおこの自然淘汰はおそらく諏訪地方の気候条件の変遷と関係つけることが

できると思うが,今のところこの点はあまり確かではない.詳細は次の稚告で発表し

た.KoMAT,T.1954.Anactualinstanceofmicroevolutionobservedin an

insectpopulation Proc.丁ap.Acad.30(10):970-975.

(B) ミドリシジミ (駒井 貞) 前年より引続いて,この蝶の集団標本を求めたが,

本年度に大阪府能勢妙見附近から第 15番のものを入手した.その構成は下の如ぐご

ある.

型 O A B AB 計

数 106 31 99 26 262

/a/0 40.46 11.83 37.79 9.92 100.00

♪-0.116, q-0.277, r-0.636, ♪+q十r-1.029,

8-1-1.029--0.029, 08-0.0097

次に d+ql十rl-1.OWとなるよう調整すると
Pl-0.114 q/-0.273 rl-0.613

となり,この値によって各塾の期待数値を出すと

0/-98.452,A/-40.034,B/-107.210,A/B/-16.308

となる.これを上の実験値に比べると,実験値は 0 とAB とにおいで高く,AとB

とにおいで低い.そしてこの差のカイ自乗値を求めると,Pの値が0.01より低く,有

意であることがわかる.
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r

iif1-するに,この俸川におい 亡も,二謁-テTl型 ABと'j'別注型 O とが他の2刑に比
べ亡,高い適捌 古を右し,それによっ ⊂この蝶の多型現象が斗′衡状態に保たれている

ことが考えられるのである･

なおこの集団においでも,B型が多く,qの伯の高いという,大阪附近の集団に共
通な傾向が見られる.

(C) ムナスジショウジョウバエ (DrosopflZ'La rlLfa)の平衡多型甥象 (平 俊

文) ショウジョウバエの平衡多型現象についての報告はあまり多くなく,DA CuN-

HA(1949)1)による D.polymorphaと M.R.WHY.:ELEIく(1949)2)及び N.FREIREI

MAIA(1949)3)などによる D,monlium と,この D.yufaぐらいのものである.こ

れら3種の多型現象は,いずれも腹部の斑紋に見られるもので 1対立遺伝子による表

現型をもっている.

ムナスジショウジョウ,,'ェの高知県諸木と東京郁枝川の自然集団における優性ホモ

(D/D),-テロ (D/d)及び劣性ホモ (d/d)のもっている適応偵の関係はいずれも

D/d>D/D>d/dであるが,実験集団 亡はD,′d>d/d>D/Dの関係にある.このよう

な自然集団における適応伯の関係が如何なるわ封矧こよって平衡状態に保たれてい る

か,また実験集川のもつ関係と異なっているのほ如何なる理由によるかについて研究

した.その結果は大体次のとおりである.

(a)自然集団においては,各遺伝子型の適応値に季節的消長があり,集団が最大に

なる 7月下旬において上記の関係が成立する.(b)集団銅育箱による実験集日日こお

ける各遺伝子型の頻度の変遷については,平衡状態において上記の跳係が馴 こ成立し,

-テロシスが見られる.(C)選択交和の結果は,今のところこの-テロシスの最大の

原因として-テロが常に優位の交配力をもっていることが明らかとなった.(d)幼虫

における生存競争の結果は,実験に用いた密度では余りBJ]らかな優劣関係はなかった

が,実験集団の幼虫密度は違かに高いものであるから,このために優性ホモ個体より

劣性ホモ個体が優位を占めるのであろうと考えられた, また羽化速度,成虫の寿命,

荏卵率については差が見ttlされなかった.(e)染色体の逆位が見つかったが,これが

適応値と如何なる関係にあるかは肌らかでない.

以上の諸結果からこの-テロシスの原因について更に研究を続ける計画である.今

までに得られた結果は ｢集団遺伝学総合研究報告｣および D.Ⅰ.S.(DrosophilaInfor-

mationService),γol.28(1954)に寄稿した.

1)DACUNIIA,A.B.1949.Evolut!on 3:239-251.2)WIIEELTtR,M R.
1949.ibid.3:268.3)FREIRE-MAIA,N.1949.ibid.3:98.

(D) オナジマイマイ (駒井 卓) 鳩牛オナジマイマイBradybaenasimilarisの多

型現象の研矧 ま,本年度において一応の結論を得た,昨年度までの年報に述べた以外

の事項を挙げると,およそ次の如くである.
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(a)二藁優性-テロ型,すなわち褐色右郡のもの CBS/CSト同士の交nLがこよって

得られた 3種の型,CS+/CS←(耗色石酢).CBS/CLlS(視EiJl酎i;),CBS/'csl-(鶴

色有帯)のものが 3.516mm の軌至になった時,諸型瑚 Hの大きさの差の右無を探
したところ,槻色有J7if型が大きく.他の 2型との閏に1%水準の差が見出された. し

かし,後の 2型の間には有意の差が出なかった.

(b)上と同じ3つの型の間に低温に対する耐性について差がないかを見るため,杏

型を 15､36個ずつ取って-5.5〇Cの低温中に繰E)返し1.5時T7田olいて,死ねもの

の比率をみていった.そしてその結果につき,確率当量偵 probitvalueを求めて,中

央死点 medianmortalitypointを比べる方法で調べた.この実験は 5回反覆した

那,いずれの場合も,褐色有帯の二重優性-テロ型とjf.'i'色有椙の単優性ホモ型が純色

無碍の単優性ホモ型に,耐餓鳳性において優ることを確かめた.すなわちこの岨牛の

多型現象も,諸型の間に生理的の差があること,おそらくそれで一種の平衡状態が保

たれていることを示す結果となったのである.

(C)集団原本 114のうち,大多数には,このような生理上の差は現われていない.

ただ 3標本だけに,この種の差によると思われる現象が認められた.

(d)共同研究者江村薫雄氏の採集した集団標か恒こ,凡そ 20年を隔てて同産地か

ら採ったものが若干あるが,その中に,この間に僅かながら有意の差の生じたものも

ある.そしてこの原因はおそらく移住によるものと判断された.

なおこの研究結果は,Tl記の報文として近く発表される予定である.

KoMAI,T.andS.EMURA(1955),Geneticstudiesofthepolymorpllicland

snail,Byadybaenasimilaris.Evolution,Vol.9.

第 2･第 3研究室 (酒井･岡)

25.配偶子発育国子(=よる稔美挙の変異 (同 産-) 筆者は先に栽fl'(宿品種間の

雑種不稔性は,配偶子の中でその発育を維持するIgt_模遺伝子 (醐LZL吉子発育因子)があ

ら,その組換によって二重劣性の配偶子が退化するために起ると考えられる事を報告

した.一方また二重優性の花粉は受精カが低い使同が見られる 〔育超学雑誌 2(4),3

(1)〕.この仮説は稔天性と半不稔性の個体が明瞭に分離する特殊な晶種組合せの観察

に基ずくが,通常の遠縁品種間のF2以後の雑桂には連続的な稔性の/jli異が見出される.

その様な変異も配偶子発育因子によって説明できるか否かを知るた桝こ,先ずPiallrl.L子

発育遺伝子によって雑種集団内に起る稔性の変異を理論白勺に追求した.

･組の配偶子発育因子を考える場合･Fl(-fll-意 )の稔実率を γ(-0･75),F2

における半不稔性個体の頻度を ♪(-& S,1-Sは二- 性花粉の受精力)･半不

稔性個体の繁殖率を ト S'とし,- 憲 -bとすると,F"における三l欄 醐

体の頻度は P(Pb)〟-2となり,その平均稔宍率と分散は次のようになる.
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平均稔実率:MF力-1-(1-r)〆Pb)〟-2

分散 : VFn-1-(1-r2)I,CPb)n-2-(MF")2

さらに k組の醐 尚子発育因子を考える場合にはF"における稔天性個体頻度,平均

稔実率および分散はそれぞれ (1-〆pb)n-2)A,(1-(1-r)♪(Pb)〟-2)kおよび

(1-(1-r2)p(pb)〟-2Jk-(MFn)2 によって示される.

これらの式で計算すると配偶子発育因子による雑種不稔性は白舶世代の繰返しとと

もに急速に消失L F4で殆んど完全になくなることが判った.稔実率の邪:種集団内生

異の統計遺伝学的分析はまだその途中にあるが,今までの成績では不稔性の一部は和

偶子発育因子に某ずくことが認められている.

26.イネ晶種間雑種における遺伝子頻度の変化 (同 産-) ある遺伝子 A･･aが

配偶子発育因子 Xl:Xl(または xl･･Xl)に連鎖している場合,その分離比は醐 拍子選

択によって変化する.F2では AA.･Aa:aa(または aa.･Aa.･AA) は 1:4-S:

4-2S(1-Sは二茄優性花粉の受精率)となり,AA,aaは稔突性であるが,Aaは

約半数 謹 Sが半不稔性,他は稔実性になる.従って優性衣型を示す個体は半不稔性

個体を含み.劣性表型を示す個体より平均稔実率が供く稔突率の分散が大きい傾向が

見られる 〔岡 1953:育種学雑誌 3(1)〕.

いま F2の半不稔性-テF･侶体,稔実･牲-テロ個体,ホモ個体 AA および aaの

頻度をそれぞれ P,ql,q2.q3とし(P+ql十q_,+q3-1),半不稔性個体の繁殖率を uと

すると,Fnにおける AA,Aaおよび aa の頻度は次のよになる.

[1i(fub)uu12-A･ 1-1'_222芸)uu-2-B とiLalく]

Aa: ql(を)n-2(1十2puB)+〆pu)n-2/Ilo(1lu)A.

AA:iqlA+qー(1iPuA)-(を)～-1qlB/1-9(1-u)A,

aa: iqlA+q3(1+♪uA)-(喜)～-1qlB/1-P(1-u)A

p,ql,qZ,q3の値をそれぞれ 2/9,2/9,4/9,1/9(二苅優性花粉の受精率 1-S-1)

或は 1/3,1/6,1/3,1/6(1-S-0)とし,u-0.75と仮定して,上式で計算すると,

1対の配偶子発育因子に密抑 羊連鎖する遺伝 f･の相対頻度は F2の 2:1から F-の

2.5:1まで (1-S-1),或は F2 の 1.4:1から Fccの 1.67:1まで(1-S-0)

変化するが,その坐化の大部分は F4以前の初期世代に起ることが見出される.これ

は配偶子発育因子による不稔軒は世代の縫過とともに急速に消失するためである.な

お 2対の配偶子発育内子が作用する場合には A:aは F2の 4:1から Fcdの約
6.15:1まで変化する.

招遠縁品種間雑隆の集柑遺伝 Tl型は和偶子発育囚 T-の他に種々の原因によって変化

することが考えられ,実際に観察される変化は複雑であるが,次に示す符先着色遺伝

千 (C:C)による清色侭体 :無色佃体の比率の変化はその稔宍率との関係から見る



50 研 究 業 績

とほほ上記の群論に合致するようである.

世 代

F2

F3

F4

F5

個 体 数
着色(CC,cc) 無色(cc)

97 59

95 141

71 153

69 179

平 均 稔 実
着 色

32.0

52.8

57.2

65.1

誓

62
･
-

朋

6

27.重複稔実性遺伝子による不稔性 (岡 蓬-) 配偶子発育因7-は二重劣性の門己

偶子を退化させる重松追伝子であるが,宿遠縁品種の間にはこの他に二貢劣性を持つ

個体の稔突率を低下させる第枚遺伝子が存在するようである.この種の遺伝子 (脚こ

克復稔実性遺伝 Fと呼ぶ)の分析はまだ途上にあるが,その存在は次のような証拠か

ら想像される.すなわち (a)Flでは完全な稔性を示す雑種の F2以後に少数の不稔

性個体が分離する.(b)そのような不稔性個体の秩代には不稔性について同定した系

統が生ずることがある.(C)醐 馬子発育因子による不稔性が消失するはずの F5以後

にもしばしば不稔性個体が見出される.これらの現象は上iJこのような"禿裡稔実性遺
伝子"を仮定すると容易に説明できる.

貢複稔実性遺伝子はFlの不稔性には関係なく,従ってF2の分徹し比にも影響しない.

しかし F2以後にEtl硯する不稔性個体の繁殖率が低いことによって F3以後ではそれ

に連錯した遺伝子の頻度は空化するであろう.またこの場合には射 .rAl一発育因子によ

る場合と反対に,ホモ個体の一部が不稔性となるから劣性表型を示すものは優性未型

を示すものよE)稔実率が低くなることが期待される.この現象は実際に見出された.

禿複稔天性遺伝子による不稔性個体の繁析率を 1-S/とすると,F"における不稔

性個体の2頃度は次のようになる.

(÷一五)2-S,R,1-S′K･ K-1;:(÷ 一志 ｢)2 ( 1- S,jill
また嘉裡稔実性遺伝 f-に,ある形質を支配する遺伝flA:aが密接に連鎖している

とき,Fnにおける AA,Aaおよび aaの頻度は次の式で示される.

Aa‥ 去 -/1-S'K･
1

この式で計算すると A :aの相対邦圧は F2の 1‥1から Fpの 21(または

1:2)まで変化するが,その変化の速さは繁殖率 1-S/によっ ⊂異なり,概 して比較

的後期1日:代 (F8位)まで継続することが認められる.
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28.雑種集匠における配偶子組換の制限 (岡 定一) 2対の互いに独立の追伝子

A :aおよび B:bが同一の組に属する配偶T-発育EkJ子 Xl:Xlおよび x2.･x2に

それぞれ密接に連鎖しているときには,例えば AbxaBではABを持つ和偶子はす

べて退化する･このようにして可簡な組換の一つが失われる.この場合には F2表型

の比率は 2(AB):3-S(Ab):3lS(aB):1-S(ab)(llSは二貢優性花粉の受精率)

となり,A と bとが連鎖しているかの如く見える.

A-xlおよび B-x2の組換価をそれぞれ P,qとすると,Fl配偶子および F2表判

における AB,Ab,aB.abの濁度は次のように期待される.

Fl西【潤 子 F2表 型

AB

ノlJI

Etl1

(p･q-pq) ÷ (2十- 4q-2pq一〆Iq2相 ,q2)

(1-- q) ÷ (3-4p ･2pq･〆 一〆q2)

ab -㌻(1 -Pq) ÷(1 -2pq ･?2q2)

相の符先着色遺伝子 C:Cとphenol反応遺伝 T-Ph:phは互いに独立であるが,

次に示すように互いに連用しているかの如く見える例が見出された.

この場合 (P.T.B.10XKaniranga)Flは二['･･不稔性を示し,F2ではC:Cおよび
Ph:phの分離は共に配偶子発育国子に影響されていることが認められたので, 上言JlLl

の理論に従い maximum likellyhood法で Pおよび qの値を求めて理論比を計算し

た･p-0･167,q-0.350であって理論比と観察比との--･致が認められた.

群 先 : 着色 無色

Phenol反応: + +
xlZ

智察数 96 49 69 13 (合計 227)

理論数 (9:3:3:1)127.8 42.5 42.5 14.2 25.54(♪<0.01)

･′(雷==.0.13563)96･0 4411 64･7 2212 5･15(少>0･20)

この例が示すように,同一の組に属する2対のPiJ偶子発育因子にそれぞれ連錯する

遺伝子の問には組換制限が起ると考えられる.

29.重複濃伝子による染色体の組換制限と雑種集団の分化 (岡 彦-) 配偶子発

育因子その他の貢複遺伝子が分離する半不稔性雑種においては粟粒遺伝子のそれぞれ

ある時 xLx2を持つ酢 .rA子は退化するから,通銃が密接であれは組換の一つ ABは完

全に失われる.この場合ある附 巳における A:aおよびB:bの表型比率をそれぞれ

･‥aおよび 1:bとすると,AB:Ab‥aB=abは 0:ま芸 :霊芸 ‥1となるこ



52 研 究 業 績

とが期待される.1:aおよび 1:bの後期iit_代における債は二範優性花粉(XIx2)の

受精率 1-Sが 1の場合には 1:2.5, 0の場合には 1:1.67となる.したがって

Ab:aB:abは 2:2:3(1-S-1)或は 3:3:2(1-S=0)となる.この事から､l′り

るように,二範優性花粉の受精力依下は二LiE.劣性配偶子のさF;化とともに組換制限の原

因になると考えられる.

2組の醐 肝 発育因子が互いに- の関係 (意 若 豊 )にある場合には

それらに連銭する退伝子のすべての組換が制限されるであろう.また罷複稔実性退伝

子の場合もその組換によって生ずる二飛掛性個体は不稔性になり,繁殖力の低いこと

によってそれらに達成する遺伝子の組換制限を起すであろう.楢遠縁晶種間雑種では

種々の遺伝子または形質について組換制限の傾向が見出されるが,それはこのような

携帯によって説明できるようである.

一般に生殖または生育に必要な遺伝子が禿粒し,異なる染色体に分布する場合,そ

れらの染色体の組換は制限される.従ってあるが,種の遺伝子組合せは他品種と交雑し

ても完全には崩壊しないことになる.この事は主として自家受精によって繁殖する植

物では一種の隔離撰靖として働らくと考えられる･椙の自然交雑は熱棋或は鵡熱鞘出

城では遠縁品種の間に常に起っているに拘らず,大陸群:島群のような品種群の系統

発生的分化が発生し維持されていることの一つの原因は, このような隔離艶構ではな

いかと考えられる.

一方遺伝子が重複すると野性の遺伝 f･変化は表面にあらj)れないから,生活に必要

な退伝子も変化し得るであろう.従って遺伝 T-の霞校は変異の源泉として,更に隔離

機構を生ずることによって系統発生的分化を促進すると考えられる.

30.裁噂相違練品種間の四倍体雑種に染色体の選択舶持合が起るかどうか (岡 彦

-) 栽培稽遠縁品種間の四倍体 Flにおいては稔実率がyuの四倍体品種より高 くな

ら,四価染色体もやや少なくなる傾向が見Lqされる 〔CUA,L.D.1951:Proc.Jap.

Acad･,27(1);岡 1954:遺伝学雑記 29(3)〕.この氏から見ると栢遠縁品種間四倍

体雑種は異質四倍体に似た性質を持ち,ゲ/ムの分化に基ずく染色体の選択的接合が

起るように思われる. しかし四倍体宿の稔実率は遺伝子型によって著しく異なり,一

般に生育が旺盛なものは高い傾向があり,Fl植物は親の四倍体品種より著しく生育が

良好な事実から見ると,四倍体 Flにおける稔実率上昇は主として雑種強勢によるの

ではないかと患われる.

これら二つの考え方のいずれが正しいかを考察するために,先ず孤署な稔実率上昇

を示した四倍体 Fl(2組合せ)を F7まで楽所したところ,毎附 巳稔実率の異なる

個体が分離し,稔実率7)高い個体を選択したにも拘らず,平均稔英率は次第に低 ドす

ることが認められた.

また phenol反応,群先着色,種皮着色,桔梗のような二倍体雑種では 3:1に分
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離する形質について遠縁tl.王丁∫種問の匹Ⅰ僧体雑種における分離比を調査した.その結果に

よると, これらの分離比はすべて 35:1(染色体分離)と 20.8:1(染色分体分離)

の中間に見出され,染色体の選択的接合が起らない同質四倍体の期待比に適合するこ

とが認められた.

さらに F2個体の各について種子の粍枚の分離を観察すると精ホモ(gl glglgl)が

著しく少ない場合が見Llilされた.しかしF2遺伝子型の分離比からFl配偶子の十+:

十gl:glglの比率を求めると,下に示すように,+gl(選択的接合によって増加する)

は期待比よりかえって少なかつた.

射 .F,け 硯醐 度 染琶諾芳蒜 (同髭 芳弘 離

十十 0.328 0.167 0.214

十gl 0.551 0.666 0.572

glgl 0.121 0.167 0.214

なお十十が glglより著しく多いのは受精競争のためであって, +gl および glgl

花粉の受精力は十十花粉に対してそれぞれ 0.27および 0.17に相当することが認め

られた.

上述のような遺伝夷験の結果から見ると椙遠縁品種間の四倍体雑瞳には染色体の選

択的接合はほとんど起らないと考えられる.

31.統計遺伝学的方法による稲熱病妊坑性の遺伝子分析 (岡 憲一) いわゆる印

淀型戒は大陸群の宿品種は概して宿熱病に抵抗性であり, 日本型或は温耶島群の品種

は抵抗性が弱い.従来耐病性の晶瞳と感受性の品種との F2または F3では耐病性の

程度はほとんど常に連続的変異を示すことが認められ,頻度分布にもとずいて1対ま

たは2対の遺伝子が推定されている.しかし連続的変異から)遺伝子を求めるには統計

遺伝学的方法が必要と考えられる.この見地から聾者は耐病性品種(台湾在来種自馨)

と感受性品種 (蓬莱桂台中 65号)との F2.F3集団および系統を 1954年第 1期作

に台湾台中県東勢 (山間部激発粗描)で観察し,その成績を本研究所で分析した.

先ず耐病性の程度を示すには 0-8の指数を用いたが, これに対する scaletest

(4F312i'2lPl-1'2-0による)は指数がほぼ妥当なことを示した.従って MATHER

の方法で分散成分 D,H,Elおよび E2を求めたところ,各世代に対する分散の期待

値と観察値とはよく一致した.遺伝子数については K1-1.3428,K2=1.0255が見EtI
され,1対の遺伝子 (Bs:bs)が関与し耐病性は劣性であることが認められた.

しかし Klが 1に近づかないことから判るように,a-V,Lr,h=vrH (遺伝子

が 1対の時にはこの事が成立する)として F2およびF3の耐病性指数の平均値を求

めると観察債とは一致しなかった.また頻度分布を見ると,F2,F3ともに 1:2:1

の比率から予想されるよりも抵抗性の個体或は系統が著しく少なかった. さらに F2

で稔真率Z)低い個体はど F3系統内の耐嵐生指数か分散が大きい犠向が見出された.
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これらの事実から耐病性遺伝子には配偶子発育因子が連BjBL,分離比の変化が起って

いることが認められた.

従って F2の分離比を次のように仮'jifL,これに基ずいて F2およびF3の平均値,

F2および F3集団の分散,F3系統問および系統内分散,さらに F2稔実率とF3系

統内分散との共分散を期待する式を作った.

Id(bsbs) h(Bsbs) d(BsBs) 平 均

11-/I.' 主 11I/i: i,,L･/･･･]

(pl-K(1-29),pは耐病性追伝 Fと酎 芦け 発育因子との組換率,K
は連鎖する円錐!J子発育凶千の数によって定まる常数)

最小日乗法によって d,hおよび PIの値を求め各世代の平均Wiや分散の期待債を

計算すると観察値とよく一致した∴また/J:}離比の埜化を考璽するとSニaletestも完全

に浦足された.

なお耐病性遺伝T-bsは phenol反応遺伝子Phと連班することが認められた.そ

の組換率は F3系統数 (F2分離比) から推定すると0.31,phenol反応と耐病性桁

数の F3系統平均との共分散から求めると0.47,phenol反応が十の系統と-の系統

との間の耐病性指数の分散の差から求めると0.39であった.

D.生 化 学 遺 伝

第 1研究室 (辻田)

32.黄邑致死事(teml)の遺伝生化学舶研究,ⅠIt.特に PhenoLoxL'daseとこれ

に関連した物架について (辻EEl光嘩 ･坂口文書) lemLのメラニン及びプチ9./代謝

と更に Iemlの栂親遺伝を生化学的に裏付けるための研究であり,昭和 28年度中に

得られた実験結果の大要は次の如くである.

(a)Pheno1-oXidase活性 : +,lem と Iemlの第 1眠起蚕の皮膚を等張濃度の燕

糖液中で磨砕し,遠沈後の上清を粗酵素液として基質にチロシソと Dopaを用い,

WARBURG検EE計でこの酵素活性を調べた結果,tyrosinas3活性はこれらの系統問

には殆んど差がなく,Dopa-oXidase活性は Iemlが他の系統に比して弱い傾向を示し

た.この原因を知るために,+とJemZから得た粗酵素の混合における酵素活性の測定

或は BAKER(1951)の変法による抑制物質有無の検冠などを行った結果からすると,

このような差異は酵素の特異性によるものと思われる.

(b)重金属イオ-/の検出: +と Ien〆の第 1眠起蚕皮膚の色素部分のみについて,

薫金属イオンを paper-chromatographyにより投棄した結果,(顔色試薬は rubeanic

acid,potassium ethylxantl10genate,pyrOCateChol,dithizone,蓑血塩など)+には

Cuが,lemLには Ni或はTiが検出された.そこで重金尻 イオンが Dopa10Ⅹidase
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活性に及ぼす影響を険べるために,Cu,Fe,Ti,Ni,CO および Zn等の各イオンの
M
1OOCi濃淀を,十個体から得た粗酵素液に加えて活性を測L志した.賦活作用はCuが最

も大きく,Fe,Coがこれに次ぎ,Ni,Tiには作用が認められなかった.

(C)Pheno1-oXidase活性とⅩanthopterin-Bとの関係 :箭 5齢黄体色衣の皮固組織

からXant110pterin-Bを抽目してCOlumn-chromatographyで精製したものを+個体

の皮膚組概から得た和轡素液に加えて,その影響を検べた結果,pheno1-oXidase活性

は多少抑圧される傾向が見られた,

以上を総合すると,lemLの皮膚組繊側には選択的に Ni或はTi等を受け入れ,Cu

を受け入れ難いヱ侍性が遺伝的にIT;あり,これによって必然的に一方では Xanthopte-

rin-B の形成が進み,他方ではメラニン色素の生成が抑圧されると考えられる.

33.黄色致死蚕 (Leml)とアルビノ致死蚕alの遺伝生化学的比較 (辻田光杜 ･坂口

文書)lemlとalは第 1眠起に口旨注が酸化しないために摂食不能となって致死する.

この表型胸に､須似した 2種の突然坐異体について遺伝生化学的に比較検討して次のよ

うな知見が得られた.

(a)Pter二nの比較:pterinの抽Etlは十,lem,lemlおよび alの第 1眠起蚕から,

N/2アンモニア,酸性ユタノ-ル或は水などで行った_paper-chromatopraphyで検

lifした結果,alでは 1eucopterin と isoxanthopterinを,lemlではこれらのほか,

Ⅹanthopterin-Bの存在が認められた.また isoxantllOperinを alと IemZとについ

て比較すると,前者に多く,役者に少い傾向を示したが,両系統とも+個体よりは少

なかった.

(b)Pheno1-oxidas∋活性の比較: +,lem,lemlおよび alの第 1眠起蚕皮膚の
-･Jjifi丘を 0.25M 照糖液中で磨辞し,これを粗草案液として, W ARBURG 検庄計で

酵素活性を測志した.基質には tyrosine,p-cresD1,Dopaおよび pyrocatecholなど

を用いた_この結果 IemZでは tyrosineとp-cresolを基質とした場合の酵素活性が

十或は Iem と大差なく,Dopa と pyrocatecholでは弱い傾向を示し,また alで

は用いたすべての基質に対して,+,lem および IemLよりも活性が弱く,殊に Dopa

および pyrocatecholの場合にはこの傾向が薯しかった.

(C)Cytochrome-oxidaseの比較: +,lemlおよび alの第 1眠起蚕を 0.25M

蕉糖液中で贋砕して粗酵素液とし,別に牛心筋から単離 した cytochromecを基質と

して,ScHNEIDER & PoTTER (1943)の方法に従って W ARBURG 検圧計により酵

素活性を検遷した.紹巣は Iemlと aLとではその差が少なく,両者とも+に比して

活性が弱かった.

要するに Iemlと alとでは未硯型は花に似ているが,生休I勺の代謝過程にはかな

りの柑進がある.すなわち Iemlの第 1鉱的作用として pterin代謝系に,また al

のそれは melanin 代謝系に異常を起し,2次rI勺には他の代謝系に影響を与えるもの



56 研 究 業 績

と推考される.このことはこの両者の交雑結果からも支持される.

34.鱗題目昆虫の越年性蝉群に関する遺伝生化学的研究,I.梓蚕の越年および不越

年性の代謝親帝について (坂口文書) 梓蚕は桶で越咋するが,このf相民性は幼虫期の

日長で影響される (田中,1941-/43,1950､/51).この機構を生化学的立場から究明

する目的で実験を進めている.現在までに得られた結果の概略は次の如ぐごある.

(a)越年或は不越年滴における生体内の代謝磯鞘を知るた鞍,第一段階として各種

器官の移植或は各種物質のiLi三射実験を行い,越年性の不遇勺:･化への人為/j/J支配を試み

た.これまでに効果の認められたものは不越i l･'･･性桶の血液,尿,脳とcorPoraallala,

Na-succinate,cytochromec,citricacidcycleの構成有機酸瑞の混合液,Ⅹantho-

pterinなどであった.

(b)越年性と不越年性との桶における血液および尿中の旋光物質をpaper-chroma-

tographyで比較すると,両者ともに緑萌,:Lr.Fi:および吉の各班光色物質が検Hiされたほ

か,後者には更に濃紫邑および紫青色の物質 2種が詔忍められたが,これらは光あるい

は pH価等に対して不安定のようである_

(C)越年性および不越刑生婦の cytochrome-oXidaseについて,cytOChromecを

基質とL WARBURG の検圧計でその活性を比較した結果,後者は前者に化して著 し

く強力なことを認めた.なお,この酵素活性は不遇勺三性の尿,およびそれから抽憎し

た蛍光物質によって促進される.

(d)越年性と不越年性桶の citricacidcycleをGREEN(1950)の変法によって追

跡した結果,後部 ま前者に比してこの cycleの各段鴨に関与する酵素活性が何れも強

く,この一連の代謝過和は括腰に運行されていることが暗示される.

これらの結果から,不適等桶の血液と尿中にみられる敏光物質が cytochrom3-oxi-

daseの活性化を促し,この結果必然的に citricacidcyc13に関与する酵素群の賦活

を誘起して,越年性癖を不越年性化するものと思われる.なお上記の旋光物質が光に

不安定なことから,この面で越年性と日長効果との関連性を解順する手がかりを提供

するかも知れない.

35･野蚕の遺伝生化学的研究,lI･椎茸皮膚組織の色素について (坂E)文書) 鮪Ⅰ

戟 (1953)でヒマ蚕皮膚組織の色素について報告したが, これと対比する目的で作蚕

について実験を試みた.杵蚕には-1LFf色素と青色系の2種存在するが,これらの体色は

環境特に日長の影響を受けやすく,一般に短日では共色,長日では青色となる.この

原因を究明するため,最初色素の本態と皮膚組織の透過性について家蚕およびヒマ蚕

と対比しつ 調ゝべた.

(a)Carotenoid系色素の検掴: 壮蛮皮膚組織から石油 benzine-benzene混合液

で溶出される色素をアルミナの columnを適すとlJf色,瑛際色,樟色,その他数種の

色素および紫色の旋光を呈する物質が分離された. これらのうち有色物質は空気中で
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酸化され易い点,各種有機溶媒に対する溶解性および吸収スペクトル,特に CS2浴

液の吸収極大が 474,493,505m('.にある事実から, ヒマ強或は家蚕の哉血 と葦繭系

統に存在するものと同じ Carotenoid系色素であろう.また最後者の各瞳敏光性物質

はメタ′-ル桁液中で 235,255,280-300m('･に各々吸収極大部を示した.

(b)蟹光物質の検索: 皮膚組母から酸性エタノール又は水で抽柑液をつ くり, こ

れらについてpaper-chromatogram をつくると,家蚕およびヒマ衣と同様に Ieucop-

terin とis〇Ⅹanthopeterinが検目されるほか,青色,紫色,青紫色の雛光物質 3種が

認y)られた.

(C)皮膚組職の透過性:梓蚕を家蚕,ヒマ蚕と対比しつ 各ゝ種色素の添食実験を行

なったところ,toluidineblue,neutralred,methyleneblueなどほどの種頓の幼虫

にも透過したが,作表では気門亜背紋以上の背面部では漸時脱色され,前 2者とは趣

を異にした.

以上の結果から,家蚕,ヒマ蚕,杵蚕では Carotenoid系色素の透過性,pterin系

色素の如き班光物質の合成或は皮膚組織における合成色素の透過性などの点でそれぞ

れ趣を異にする.家蚕の各種突然変異体がこれらの問返に洗いつながりをもつ事を考

え合せると,遺伝子老朽ほ 受ける組織の透過性戒は色素の生合成などについて,興味

ある問題を捉起している.

36.カイコの発生遺伝学的研兎,新無半月紋章について (辻田光雄) E 遺伝子群

に関する一連の研究中,ある日的で HKp/HKp型の雌につき化嫡後 3-10円目に約

8000rの X線を関射し,正常雄と交配し,畔化した幼虫について調在した.その結

果は未だ所期の成果は収めていないが,副産物として若干の突然変異体を得た.その

うちの 1頑は HKp/++型のAIJ虫で,しかも眼状紋は存在するが,第 4,5環節の

い字形斑紋と第8屋節の星紋とを欠き,体色は姫蚕TJ如く白味をおぴた変異体であっ

た.これは雌であったので.正常雄と交配したところ次の如く分離した.

形 蚕

-~ 1- -一
■

新鎌半月紋蚕

(各区雌雄を含む)

以上の結果からこの新型は,幼虫腹部の黒色色素の氾硯が抑圧され,従ってい字形

班紋と星紋とのLq硯が抑圧される優性突然変異であり,既知の遺伝子小田中博士発見

にかかる無半月紋蚕 (Nt)に類似するものであることが判る.そこでこれを新無半月

紋蚕 (NNl)と仮称し,その遺伝行動について若干の研究を行った.先ず NNl//十同

志の交配では多数の死卵を生じ,ホモ7)個体は荘子発育DJJa時期'/=致柁するようで

ある.この点も亦Niとよく似ている.次にNNiの所属遍閑静を調査した.前表にお
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ける分離から第 Ⅰ,窮 VI連関群には属さないことが川るので,それ以外の連関群の

優性標識遺伝子PS,Ze,L,Iw,K,U とNNlとの-テロの個体をつくり,この雌に

正常雄を交雑してその分離を調べた.その結果によると NNlは U連関群に所属す

ることが考えられるので,今度は雄における U と AWJ問の交叉率さらにこれらと

odkとの関係付置より座付を測定したり,既知の Nlとの関係,さらに-テロ個体で

黒色班紋旧硯が抑任され,あるいはホモの個体が致死する時期と致死の機構について

調べる予定である.

37.昆虫を材料とするプテlJジン化合物の研究

(A) 東軍のプテリンについて (名和三郎) 正常系乃家森の卵および幼虫の真皮細

胞中には多量のイソキサ･/トブテ1)ソが含まれていることはすでに名和等1)により報

告された.また=j母体色蚕 (lem)の幼虫の英皮細胞には;ELi2色色素 Ⅹanthopterin-B2)那

含まれており,更にこの物質は光分解によって 2-amino-4-hydroxypteridine-6-car一

boxylicacidを生成することが吸収スペクトル及び Rf値の測定により確認された3).

このことは Ⅹanthopterin-B が 2-amino-4-hydroxypteridine誘導体であることを

暗示するものである.また正常蚕には 2-amin0-4.7-dihydroxypteridineが存在する

ことから,lem においでは当然プテ1)ジyの代謝異常が起っていると見倣される.

次にわれわれは3)ショウジョウ','ェの突然変異瞳 seおよび clの眼の~まli色色素を調

べ,これが家蚕の Iem に見られる Ⅹanthopterin-B と周一物質であることをその化

学的性質並びに Rf値の一致により確認した.

1) 平田･名和 1951.Compt.rend.soc.biol.145:661.- 平田 ･名和･他 1952.

Experientia8:339.- 名和 ･他 1954.J.Biochem.41i657. 2) 平田 .
中西 ･吉川 1950.Bull.Chem.Soc.Japan23:76. 3) 名和 ･平 1954.

Proc.Jap.Acad.30:632.

(B) ショウジョウバ エの胞の色兼 (名和三郎･平 俊文) ショウジョウ,1ェの限

色にはいわゆる褐色系と赤色系がある.褐色系色素はすでにト1)ブトファソ代謝の産

物であることが明らかにされているが,赤色釆色素についてはあまり研究がない.

LEDERERl)は赤色色素のプチ.)ジソ性を示唆したが,MAAS2)はこれを否定して

いる.しかし CHAN,HEYMANNandCLANCY3)は再びプチ1)ジンの可能性を暗示

した.われわれ4)は seまたは clの黄色色素が家蚕の Iem におけるⅩanthopterin-B

と同一なことを見旧し, その光分解7)結果このものは 2-amino-4-hydroxypteridine

誘導体であることを知った.さらに野性型および各種の突然変異型のブテリジソを調

べたところ,赤色眼色 (および炎色眼色)を有するものはイソキサ./トプチ1)yを主

体とするプチ.)ジソ化合物を含有し.赤色色素とプチ.)ジy化合物 との間には平行関

係が存在し,W,bw等7)ような赤色色素を有 しないものにはプチ1)ジン化合物は全く

存在しないことを明らかにした.すなわち個体7)ブナ1)ジン含成機汚E3の問題が赤色脱

色発現の消長となつ{現われてくるものと考えられるに至った.
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最近FoRRESTandMIT｡HEI.L5)は seの讃邑色素に対して2-amino14-hydroxy-

911actyl-pteridine16-carlL)0てylicacidの駐仏を仮定した.要するに赤色色素発現の過

群はプテ1)ジン化合物の代謝の究慨により始めてLljlらかにされるものと思われる.

1) LEDFJRER,E.1940･BioLRev.CambridgePhil.Soc.15:273･ 2) MASS,
W.K.1948.Genetics33:277. 3) HEYMAN,H.CHAN,F.L andCLANCY,

C.W.1950,1951.∫.Am.Chem.Soc.72:1112;73:5448. 4) 名和 ･平 1954.

Proc.JapanAcad.30:632･ 5) FoRREST,H.S.andMtTcHELL,H.K.
1954.J.Am.Chern.Soc.T6:5658.

第 2研究室 (棉)

38.三色スミレの花色構成色兼 (遠藤 徹) 赤色系,tt7n種の花非には 3個のcyami-

din配糖体と1個の delphinidin配糖体の含まれることを前報 (年報第 3号)で述

べたが,今Ll】にれらをマスペーパークロマトグラフ法を用いて,結晶として単離した.

これらを夫々特性を異にする 5寝坊の溶剤モ展開して Rf偵を決定し,色素原品と比

較すると (色素標品の Rf値は生物学実験法講座 VIcに発表).1個は keracyanin

(cyanidin3-rhamnoglucoside)に一致し,残る 2個の cyanidin配糖体はエステル

化された diglycosideおよび triglycosideらしく,delplflinidin配糖体の方は mono-

pentosideと推定された.また青色花に含まれる2個のアントチアン即ち delphinidin

と cyanidin汚己糖体はいずれもェスチル塾であり,その結合有機酸は共にパラクマ-

ル酸のようである.なお白色花および黄色花のフラボソ色素を二次元ペーパークロマ

トグラフ法で分析した結果,5個7)クェルセテン配糖体 (威発表 2個)から成ること

が判明した.

39.コムギ属およびその近縁種のフラボン色素 (遠藤 徹) コムギ属におけるゲ

ノム講戊と緑葉中のフラボ,/色素系との関係を検討するためにこの実験を行った. フ

ラボソ軍の調査には二次元ペーパークロマトグラフ法を用い,植物材料には普通系

(AABBDD),二粒系(AABB),一粒系 (AA),タルホコムギ 4Ⅹ(DDDD),カモジグサ

(BBEEFF,BBEEEEFFFF),ノ､イナルデイア(ⅤⅤ),ライムギ(RR).オオムギ(HH)

など12種を選んだ.新鮮線量･100-20CIgのメタノール抽出物を O-クレゾ-JL-イソ

プロピルアルコール-水(5:1:4)と10%酢酸 モ展開し,各スポットを塩基性酢酸鉛

で発色させた.各クロマトグラム上には執れも 7-14個のスポットが見られ,それら

は英色素,褐色系のもののほか,蛍光性のもの数個が認められた.各クロマトグラム

を比較検討すると,コムギ属内では,大部分は相対応する色素から成り,且つゲノム数

の増加とともに色素の種頓も幾分増加する傾向が見られた.DD ゲノムをffするタル

ホコムギや,BB ゲノムを右するカモジグサではコムギ と対応する色素は若干存在す

るが,ライムギとハイナルデイアの色素系は,相互には酷似するがコム才の場合とは
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かなり相違している.オオムギはいずれとも無関係な色素系を云した.しかし黄色7,

ポットの 1個だけは全植物に共通なことが観察された.(遺伝学会 26回大会で講演)

40.アサガオの花およびその他の器官rこ出現するアントチアン色素と mg 遺伝子

について (阿部章讃) 前年度には広く有色花冠の色素組成について調査したが,今回

はアソトチア-/の側フェニル核の hydroxylationに関与すると考えられる遺伝子･mg

に着ElLで,相異る有色花および2種類の白色花について,花冠,花筒,辛 (8月下

旬,最盛期),幼茎 (発芽後 4rl)および紅変した葉 (10月下旬)のアソトチアン色

素をペ-パ-クロマトグラフ法で調べた.これを aglyconeについてまとめると衷 12

(p.60)のようになる.(未申の数字は色素のだいたいの量比を示す.)

Pelargonidinは 十mg系統ではどの部位にも形成されないが,mg系統では各部に

現われており,mgの作用は花冠のみならず他の器仔にも及ぶのではないかと考えら

れる.日下雑種後代について検討中である.

41.植物界におけるアントチアン色乗の本体およびその分布に関する研究 (林 寺

三 ･阿部寺請) 広くわが国の植物界に分布するアントチアン色素の実体を把握し,坐

態を観察し,延いてはこの色素の生理的意義,生合戒過程,遺伝ErlLJ機作等の研究を目

指して,林が多年に亘って実施してきた研究の一環をなすもので,昭和 29年度には

次のような研究が行われた.

(A) シソの紅色乗はPeri11aninか Shisoninか シソの糞の色素成分について

は最糾近藤薫 (薬学雑誌 51,254(1931))がチ1)メソアカジリを材料としてperillanin

(delphinidin-pentoside+protocatechuicacid)と発表したが,後年黒田チカ･和田水

(Bull.Chem.Soc.Japanll,278(1936))はshisonin(cyanidin-3.5-dig】ucoside+

クーcoumaricacid)が本体であると報告した.近藤の用いた植物材料は冨山市附近の産

であり,黒田 ･和田のそれは覚京近郊のものであるから,著し両説いずれも正しいと

すれば同一柄物でも生育地を異にするとき全然別種の色素を生産し得るとい う事態カミ

生ずることになる.そこで,i'れi'れは三5:I,市郊外の本研究所構内で裁柏したチ1)メ

ソアカジソ及びアカジソを材料として主にペーパーク｡11トグラフ法で色素の再調査

を行ったのであるが,その結果両品種とも｢slliscmin のみを生成することを確認した

の 亡,おそらく perillanin は実験の誤 りに非ずくものであろうことを指摘した (旭
物学雑記 68:71(1955)に発表).

(B) ミヤギノハギの花の色素 萩は秋の七輩の一つとして古来その名を詣われた

観賞植物であるから,植物化学的にもまたこの7E-の色素を明らかにしておくことが望

ましい.数多い-ギの種類のうちでも特にミヤギノ-ギは花色が濃厚であり,花期も

長いという便宜から,われd)れはこの花を材料に選び,純に色素の結晶化に成功する

ことが-(=･きた.そして一連の化学的研究の結果,それが malvinに他ならぬことを突

き止めた･この物質は玉露色に光る帽紫赤色の針状結晶として得られ,構造式の示す
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ocH3 如く,malvidinに葡萄糖 2分子を結合した配糖体
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-ぐ= 〉-oH ら学離したm｡Ivinとの比較によっ同定された(棉

＼
0

1105

】
ocH3 物学雑誌 68‥129(1955)･
C6Hl105

malvin

且 oH
0 )

HOて ＼/うー(≡ ラl0H
㌔/＼♂＼o･C6HllO51
HO

chrysanthemin

(C) 日本の紅葉縫物の色素 東京大学理学部附

属日光植物分園の中村七郎氏の援助により,主 と

して日光一円に分布する紅葉種物についてべ-パ

-クロマトグヲフ法によって広汎な色素調査を行

った.対象は目下のところ 22科 34属 69種に

及び, 日本の紅莞組物を網題するとまでは行かな

いが,これによってはぼその全貌を窺うことがで

きるであろう. この研許結果から判つきりと言え

ることは秋期の紅葉…に現われるアントチアンは,

趣く少数の例外を除けば,すべて cyanidin縦糖

休に尻し,しかもその大部分が chrysanthemin(キクの花の赤色素)に帰するという

事実である.従って集におけるTソトチアソの生合成の過料 こは専ら pyrocatechoI

C6‡T4(OH)2,prOtOCateChuicacidC6tI3(OH)2COOH,或はその誘導体が大きな役割

を浜ずるものの如く,この点で花におけるとかなり趣を異にすることは注目に偵する.

なお英国でも既に RoBINSON 夫妻によって彼の国の植物について広汎に色素の調査

が実施されているが,特に秋の紅葉を対象とした研究はまだ行われていない.この詳

細は別に植物学雑誌を通じて発表する.

第 3研究室 (棉)

42.黒穂薦 Ustitagomaydisの メチオニン要求突然変異の復帰経路 (飯軌 稚)

Ustilagomaydisの methionine要求突然変異釆統 4-24(Ml~)の合成能の復帰が

少くとも遺伝的に異った二つの経路 (Ml~-CR,M1--IR-IR/)によって行われる

ことは既に明らかにされたが(年報 第 4号,1953),第1の経路は第 2の経路を急速

に経過したに過ぎないかという疑問が不明のまま残されていた.この点を明らかにす

るために,検出開最小培地に発生した復帰集落を直ちに平面培養して生育塾を検べた

結果,すでに復帰集落の平均25% (1-6/106)の CR型が発生していることが判った.

一方継代液体培義中に発生する IR/を含む培養の頻度を基虎として,IR-IR/の

変異頻度を計算すると 1/2×104以下であり,Ml一培養中にIR/の生ずる頻度はCR

の発生粗度より著しく低く1/1010以下となる.従って第 1の経路 (Ml~-CR)は,

2段階に行われる第 2の経路とはBJjらかに区別される.

引きつずいて合成駈復帰の際に条件復帰突然変異の発生する可能性を検討するため
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に,ビタミンとH202-処理ペプトンとを加えた士こて地を検H培地に用いて,穿生した_復
帰系統について methionine以外のEX養要求性を十枚べたれ 検Ertj菌 75系統について

はいずれにも要求畑 土認めF)れなかった.条件復帰突然変異はメチオニン要求性の回

復には主要な役J.I.'IjをIXlしてはいないと推考される.

43.SatmolZetta蒼の形質導入と抗原変換連帯 (飯野徹雄)Salmonellanewingion

は 15菌体抗原をもち,溶原性で,バクテ1)オファ-ジE と共生し,10菌体抗原をも

つ S.analum がこの培義液中で培養されると,eの共生 (感受性より溶原性への'a

化)によって抗原の変換 10-15を起し,同時に一部の菌で形質導入の行われること

が見Lqされている (井関ら,1953).

Maltose酸酵能検出月裾 地に 24時r71E3lL{適 した S.anatumA6-1(Ss,10)を S.

neu)ingion84(Sr,15)の椛養液液に24時間土;千着した後,ストレプトマイシソ5mg

/mlを含む Sr検出もtY地に士;て義したところ,ほぼ 5xl08の検出菌中に 265個の Sr

集落が発生し,同時にYTli原性となったが,対照区の加熱処珪滝液によるILJI一義では全 く

S'集落は発当:.しなかった.処耳区に発生した Sr集落は形質導入によるものと考え

られるが,凝集試験の結果,抗原の変換は全く認A7)らオtなかった.これら Sr弄続を

ブイコソ液体培地に 48暗闘川隔て継代し,各継代について平面培養を作り,発生集

落の抗原性をしらべたところ,S.anaium (Sr,lys,10) より 15抗原菌が点々と発

生し,7代目までに 70%が 15抗原菌に変化した.この現象はファ-ジの抗原変換作

汚れこ特定の菌体代謝反応の進行を必要とすることを示唆するものであり,抗原変換の

衷型遅紺と見られるが,遅柿の生矧的原因については未だ明らかでない.

E.応 用 遺 伝 部

第 1研究室 (田中)

44.雛における世成熟と体重のヘリタビt)ティー及びそれら形質間の格関について

(LIJ田行雄) 4年間に亘る白色レグホ-ソ種雌鶏 1,053羽のEL)録に基ずき,性成熟日

齢,初蕗時の休霞,成体貢の-リクビ1)ティ-及び遺伝的相関について,分散および共

分散分析法による推定を試みた.ただし成体竃は筋化後 8ケ月における測定であり,

性成熟については,醇化時期の早晩により,平均日齢にかなりの差異を認めたたy)に,

筋化時期を考濃に入れぬ場合と,考定に入れた場合との2方法を探った.初産時の体

霞,成体憲および共分散分析においては,肺化時期について考慮を払わなかった.

性成熟の-リクビリティ-は 2(D+S)による推定においては,筋化時期を考慮し

た場合も,考濃しない場合も,等しく0.48であった.しかしながら,ここで興味あ

る事実は,階化時期を考慮に入れて分析すると,父親による分散の成分 (S)が,母制

による分散の成分 (D) よりも著しく大となり,S成分による-1)クビ1)ティ-推定

が著しく高くなることである･筋化時期の差異について考慮しない場合には,この事
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実は明かでない.従って,研来信せられたように,性成熟に関しては少くともある程
度は伴性遺伝子が関与するが,環境の影響に上ってその作用が被i'れるものと考えら

れる.この点については目下さF)に研究を進めつつもろ.

初産時体憲および蚊体系の-リクビ1)ティ-はそれぞれ 0,48,0.51で他の研究者

の成績とほぼ一致している.

遺伝的相関についての分析結果は,性成熟と初産時体束の間では 0.217,性成熟と

成体蚕との問では 0･003,初産休養と成体末の肝 亡は 0.767であった.この結果は性

成熟の早い鶏の選抜は成体謁を何等滅ずる傾向のないことを明かにし,また成体重の

早期尺度として,初産時体霞の尺度を利用することが有利であることを京している.

45･豪鶏に発見された神経異常突然変異 (河原章忠)現在までに家鶏7)神経異常突

然変異として報if7-されているのは,congenitalloco(lo),congenitaltremor,sexlinked

lethal(xl),shaker,jitteryの5形質であるが,1954年春期筋化の barredplymouth

rockの異母兄妹交配に頭部および現部が小さな速い振幅で震動する神経異常雌牡の姉

妹群を発見した.神経症状の発現は醇化当時にすでに観察できるものもあるが,貯化

後 1ケ月を経過してから硯i)れるものもあって,震動の発現時期には変異がある.

異常瓢は致死作用を受けて性成熟までに約半数は死亡するが,性成熟に達したもの

は殆ど正常と異ならない発育を示し,産卵率,卵IjTi:塗,生体貢も正常のそれにやや劣

るが大きな差異はなかった.

この突然変異鶏は,ScoTT 等 (1950)のいう sllakerと,症状および過信性が最

も近似しているようである.

遺伝様式決定のために交配実験を行い,正常雌と-テロ正罵雄との交配による Fl

において 21.8%の異常雌雄を得,その 57%か性成熟に達し他のものは神経托状のた

め致死したが,雄雛は全部正常であった.異常雌と-テロ正常雄との交脚 こよる F2
においては異常雛 55.5% (雌 24.4%,雄 31.1%)の出現率を示し,異常雌とホモ

正常雄との交配においでは異常雛は出現しなかった･

これらの交配実験より,神髄異常を表現する遺伝子は性染色体に含まれる単一劣性

遺伝子によるものと推測される.

さらに異常鶏および正常鶏の神経系について組獄学的検索を行い (組粒は BoUIN

および MtJLLER 液で同定し,hematoxylin,eo3in で染色),異常鶏における小脳

PURKINJE 細胞の necrOSis及び消失を観察した.ScoTT 等による shakerの観察

結果はPURKINJE細胞は重症のものでは殆ど消失してgyriに最後まで残っていたと

述べているが,この異常鶏では退化現象は他の部分よE)もgyriにおいて観著であった.

第 2研究室 (酒井)

46,競争の働く量的形質のボl)ジーン分析の理論 (酒井寛一･岡 定一) 今までの

ポt)ジ-1/分析の理爺は就争を考えに入れていないので,場合により成立たない･私



研 究 業 績 65

達は新たに,競争の効果を考えに入れた雑種集団の分析式を作りあげた. ここに再録

することは困難なためその詳細は省略するが,この新 しい式によって イネの交配実験

2種の稽奴について遺伝分析を行ったところ次7)tうな結果をチモI.た.

(A) 白帯×台中 65号の交配実験

分 散 成 分 の 推 定 値*

MATHERによる

新しい公式による

D H C〝 G〝 EI E2

6.992 -3.344 16.153 1.016
士1.798 土11.199 一 ~ー 土1.276 ±1.473

2.993 -4.576 5.076 0.563 13.474 3.184
土2.013 ±28.571 士1.181 士14.638 土0.714 ±1.114

*C〟は競争を起す遺伝子の相加trl勺効果,G〟は非相加的効果による分散成分.

以上の計算値のいずれが正しいかをしらべるために分散成分から棟数の遺伝力を計算

し,それを選抜実験の世代冊の回帰と比較したところ,次のようになった.

] 全分散に対する遺伝分散の比

MATHERによる

F2 i O･247
0.330

0.336

0.382

WFn+1/Fn

VFn

O.083

0.124

0.144

(B) 台中 65号×鳥尖の交配実験 この交配組合せについても,前記の実験と同

じような手続きによって,雑種集団の分散成分を推定し,それによって,本交配にお

ける穂数の遺伝力を計算し,それらと,F2とF3の共分散から得た遺伝力とを較べた

ところ,次のようになった.

分散成分から得た遺伝力 F2とF3の共分散から
一 札 ~- --1 得た遺伝力

競争を考える 舘事を考えない

穂数の遺伝力 0.138 -0.153 0.145

この夷験においても,競争を考えて計算した遺伝力が,F2とF3の共分散から得た

遺伝力と極めて近いことがわかる.本実験と共に前記実験でも,常に共分散の方の遺

伝力が多少高いことは,共分散に含まれる非相加EI勺遺伝子効果による成分が入ってい

るためである,

以上の実験結果は,ここに私達の揖唱する,競争効果を考えでのポ1)ジーン分析の

方式が,従来の方式に比し,競争に影響される形質においては,朗らかにより正当で
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あることを証明するものと考えられる.

47.競争による品種混合集団の変化 (漕井寛一･岡 恵一) 白殖性植物の異品種

を混植したとき,それらの品種間に遺伝子差による繁殖力および競争力に差異がある

と,それらの品種の頻度は世代の縫過とともに変化することが考えられる.いま2JTl｡

種 A,Bについて,遺伝子差による繁殖力を x及び 1とし,それらの混値による競

争力の差 (Bの繁殖力を学位とする)を kA (kは一定の植え方について,与えられ

る常数)とすると

uj-il

an-aorl (x+b,kb)/W"
1'･10

〝-1

b"-boIl (llaikb)/Wn
1--0

ただしan,bnは n代目における A,Bの親皮, ao,boは両者の社代における頻度,
II

W"はIl叫 で,叫+1-al(x十b,kb)+b,(1la,kJ･)である.一般に m r'.∫-7種の場合に
2'･-1

拡張すると

("-Inll(xl+an-1(PIP-P'I)+bn-1(Plb-2rI)+C,,-1(Plc-p'I)十
････+m"-1(Prm-PII))/Wn

で与えられる.ただし Iは品種の番号,Pr-kbとする.

集団が平衡に達するためには

Pz-1-xt

が,その集団を構成するあらゆる遺伝子g.について成立たわはならぬ.

さていま,簡単な2品種況植の場合につき,イネの品種混合試験 (台湾における 1

期作と2期作を通しでの連続混植)の結果によって,上の式による理論値および実験

値を比較すると表 13.のようになった.

表 13.イネ品種 r烏尖｣と ｢台中 65号J の泥椎に

おける収穫種子中の後者品種の湖合の変化

最初の ｢台中 65号｣の混合率 (ao)

年 度

19521第 1期 (al)
t第2期 (a2)

1953†芸三:A :',

0.05

観測値 理論値

0.068 0_048

0.010 0.009

0.007 0008

0.006 4日H
000

0.50 1 0.95

観測値 理論値 I帯はIIILE FP.論伯

8

7

2

9

4

7

7

1

9

8

8

7

0

0

0

0

3

0

6

8

3

0

9

7

9

9

RU
7

0

0

0

0

9

1

3

7

8

2

1

La

d
一
2

2

0

0

0

0

0

0

6

3

4

1

0

3

6

l.D
2

1

0

0

0

0

0

上表の理論値は,前述の公式における kpを PIと置き,xを 1-q,それに対応す
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る 1を 1+qとおき,これらのlLlIJ_を第 1,2期作別に最小白乗法を用いて計算し,そ

の結果をそれぞれ原式に入れて求リ)たものや(ある.A/と q の 情は次の通 りで薄,つて,

台中 65号の烏尖に対する絡争ノJは,7±潤 時の約2期作において,第1期作よりも低
くなることがi)かる.

1-q -pr
第 1期作 1,05557 -0.15473

第 2期作 0.71554 -0.51140

このようにして得た値を原式に入れた結果は,憶測伯は理論情と大体においてよく

一致していることがわかる.すなわち自利竺帥宝物の混合集団においでは既述のような

形式で競争が遺伝子型問の混合比率を変化させることが想像された.

43.競争個体の数比の変化と競争効果 (漬井寛一) 年報第 4号において特殊配託

の実験結果を報う';-したが,本号では競争相手の僧体が周囲 6個体の中にラン5'ムに配

置されたときの効果を報告する.供試材糾ま陸閏と｢赤米Jで,赤米の調査を行った.
陸倍に関しては｢HJ調査継続中である.実際結果によると,赤茶は統計的にも明かに

陸宿に対して競争力が強く,周囲 6個体の中に陸相が 0から 6個体まで漸次増加し

て行くにつれて,仝gl:,茎数,棟数,穂苅,粒重,粒数ともに増加を示していく.そ

の関係は次のような一次の回帰式で示される.

Yl(全貢) - 6.9260 + 0.9222 Ⅹ (g)
y2(某数) - 4.2848 + 0.3704 Ⅹ
γ3(穂数) - 4.0656 十 0.3749 Ⅹ
Y4(穂霜) - 3.4656 + 0.4865 Ⅹ (LLy)
Y5(粒霜) - 2.9522 + 0.4373 Ⅹ (g)

Y6(粒数) -148.5739 +22.1968 X

これらの各回帰に関する分散分析の結果は次のとおりである.

平 均 平 方
~蜜 困

回 帰

確 差

帥 産rj{盲 1表~哀

23･81-ヰi4･08*◆
1･16 FO･19

3･93㌦ 6･63**L5･35H
o.29 !0.27 ≡0.19

粒数
13795**

490

*5%水準で有意 **1%水準で有意

この実験結果によって,競争相手の異型僧体の数と競争効果とは,異型僧体の配置

の如何にかかi)らず,一次的関係をもつことが示された.

49.タJiコの稜間径=借種の競争力 (渡井貫一 ･鈴木傍男) タバコ尻の Ncoiiana
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alala(n-9) と N.plumbagimfolia(n-10)及びそれら両種の問の人為合成種 N.

diplumbalala(n-19)を使って競争力の比較を行った･柚女方は個体闘跡離 24cm

の六角植とし,3回政敵の分L.刊区試験法に七つf二.収延時における個体当C)の地上部
蛋,草丈,果数および花の数をしらべた.調査結兄を分散分析したところ,草丈と灘

数においでは茄隼による有意差は出なかったが,地上部罰と花の数には明かな有意性

が認められた.

反覆から得た3種植物の地上部重,果数,花数の単植と混棺における平均値は未 14

の通りであった.

これによると,P とAPは競争力がほぼ等しく,かつ Aに対して強い.すなわち,

この 3瞳の場合には,Plumbaginlfoliaの強い競争力は alataとの複二倍種でも保た

れていることがi)かつた.既服の Abelmoschusと Trilicum-Secaleにおける実験と

表 14. タバコの種聞複二17'i種とその両親植物の競争力の比較

競 争 梧 物 種
A I p ; AP

種の平均

二二~_ 二三~二 一∴ 二二: _~二

'LS.D.ほ競争効果 (平均)の差の有意限界.

一緒に考えると,複二倍種は少くともその弱い方の親よりは競争力において劣らない

ということが言えそうである.

50.イ春の同質倍数性と競争力 (漕井寛- ･鈴木保男) イネの 4晶瞳,関取.戟

控,撰一,神力の二倍体および同質四倍体を用いて,その競争力を比較した.実験は

4回反覆の分割区法で,30×12cm の条柿とした.地上部藁,茎数,穂数,縦貫およ
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び粒謁をそれぞれ 1株当E)について測定した.

分散分析をしたところ,競争功架は甚だ有意であった.いま実験結果の4回反覆の

平均債を一例として地上部垂 (g)について示すと次のとおりである.

2Ⅹ 4Ⅹ

ー単眼___ _混値 学楠_L一 喝堕

戟 捷 】 29･84 32･35 25･02 24･88
撰 一 J 27.85 34.32 19.75 15.15

伸 力 (
35.55 45.57 22.11 19.27

以上によってみると,いずれの品種においても,二倍体は同じ品種の四倍体との混

柚において常に地上部貢を増し,また四倍体は二倍体 との混櫨において常に地上部貢

を減少する.すなわち,二倍体は同じ遺伝子型の四倍体に比べていつも競争力が強く,

したがって唯単なる染色体の倍加は競争力の低下を引起すという結論が得られる.こ

の結果は既に報告したオオムギの場合と全く同じであった.

51.日確性植物の育成品種における=次選域に関する考轟 (酒井寛一)近来イソド

の育種家達によってイネ,ムギなどの自柚性植物の育成品瞳に対する二次選抜の有効

性が唱えられている.これは,一皮育成した新,～T]種にも時間の経過と共に遺伝子型の

分離が起るから,再選抜をすると有利であるというのである.この間韻を考えるに当

って私達は,異.L.ln種の機会的混合や白質烏麦和は別としこも,突然変異や未固定品種に

おける遺伝的分離が, どの位の実際的謁変性をもち得るかを理論irJ勺に追求せねはなら

ぬ (詳細は 農業及び園芸 第 29巻,約 2号参照).

(a) 交配育種法によって膏成した系統の収追ほどの位ホモになっているだろうか?

もし収量を多くのポ11ジ- ソによるものと考え,かつ,それらのポ1)ジ-ソがある頻

度で自発lr伽こ突然変異を起しているとすると,雑種後代で分離した系統のホモ性につ

いては次のような計算ができる.

遺伝子Aが A/に,また Arが A にそれぞれ突然変異する割合を m とすると,

g分離牡代 目におけるAA,AA/,A/A/の割合,Dg.Hgおよび RC は次のように

なる.

Dg-2m(1-m)2Dg-1+古Hg-1十m2Rg-1

Hg-2m(llm)Dg-1十重Hg-1十2m(1-m)Rg-1

R9-m2Dg-1+iHg-I+(1-m)2Rg-1

これから,〟 対の遺伝子に対してホモな個体の凱度は

(DIR)g≒[ljlif4amm-)3]"
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となる.数値計昇の結果によると,例えば FIOの任意の系統は,m-1015で N=50

以上とすれば,18%以上の確率で混型的であるといえる.

(b) 純系品種の突然変異: いまある世代で完全純系であるある品種が突然変異に

よってどの位況型的になるかは,次の公式で与えられる.但しこのときは優れた収量

をhiiすポ1)ジ-ンに喪失突然埜異のみが起るとする. jlq:失突然'45異率を m/とると,

g代目における鰹良ポリジ-ソの割合 (Ng)は,初めの割合を Noとすると

Ng=No(1-m/)g

である.たとえば m/-10~5とし,gを 20ないし 50にとっても,奨然変異のみに

よる系統の優良ポ1)ジ- ソズの喪失率は,0.02乃至0.05にすぎない.すなわちこの

場合は実際問題として重要ではないといえる.

以上により,いわゆる純系淘汰法によってIE来.il一腰 から育成したlT"7,種の場合には,

二次選抜は余り重要でないが,交配育魔法によって育成しわT.TH憧D場合には,何かの

形で二次選抜的な操作をすることが望ましいであろう.

この点について,私は原産国縫首に挿入する生窪力検定および遺伝力検定を考え,そ

の実際的方式について模型を提示した.詳細は農業及び園芸第 29巻箭 9号参照,な

お IndianJournalofGeneticsandPlantBreedingに発表7)予定である.

52.植物の交配育種における組合せ検定の理論 (漬井寛一) 植物の交和育種で,

沢山の交配組合せを作ったとき,そのいずれを将来の背産用に残したらよいかをきめ

る方法はまだ幽かでない.従来, あるいは Flの生唾九 F2,F3の平均生蛮力の比

較によって組合せの良否の検Ljiifを行おうとしたが,いずれも成功したとはいえない･

ここに述べるものは,膏撞試験を行っている農事試験機調において採用し得る検定法

を理論的に追求したものである.

遺伝子の問に非相加的効果がなく,かつ環境楚異の全く起らぬ仮定的な形質の場合

を先ず考えよう.このときは,雑蔭集団の平均肘 ま相加的遺伝子効果による平均値の

推定値を,また分散はそのまま遺伝子の分離によって起る遺伝的分散の推定値を示そ

ち.いまこの雑瞳集団におけるある形質の測定偵 xの分布が,平均 i,標準liHli差入の

正規分布を京すとしよう.変数 xを,平均値を oとし標準偏差を単位とする変数 u

に変換すると,一定の割合 A で集団からすぐれた個体をとったとき,その連枝個体

の最下限の階級 x/はulとなる.A群の示す平均値と集団の全平均値 Oとの差了は
次の式で表わされる,

f-寺 J二 ,u{2lf.-e小雪du--AZ-

ただし Zは u/における縦軸の良さである.この Z は A が与えられればきまる

から,I-は A がきまれば一定になる.X単位に庇した Iの値は,I-crfで与えら

れる.従ってある組合せにつき.最高個体群を一定割合とったとき,その平均値-Yは
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-yi-方,+r'lf で与えられる,

次には-テT7シスが起り,琵墳変異の起る形質の場合である.このときは,-テロ

シス (または優性)の影響を除いた利1加的効北のみによる平均値 MP は次のように,

∃乱 Fl,F2,F3の各集団の平均俄から求められる.

pig 2-MP

Fl -MP+h
I-'2 -MP+ih
it3 -MP+与h

(1)

これより,MPの最も確らしい伯を最小自て壌法によって求めればよい.

集団の標準化(.J差から,環境要輿による都/Jyを.b',%き,遺伝子の相加的効果のみによる

分散を得るには,MATHER の分散の分割法によって求める.例えは

F2集団の分散 VF2-喜D十壬H+EI

F3 〝 VF3-号D十1361H十El

凱 Flの分散 Vp,VF1- El

ーヽノ2
ntu

＼1---＼/｣

から遺伝 Fの相加的劫火により分散 Dを求め得る･i番目の組合せの遺伝的価値 -yi

は,

-Y'1-MPl+fv'毒す -MP,十zh/iVF3-VF2-去Vp ･･････(3)
によって求めることができる.この iT,の比較によって,いろいろな集団につき,優

れた分離系統を出し得る可能性を推定することができよう.(近く育種学雑誌に発表の

予定.)

53.大麦.EIE.種 ｢紳梓 2号J の地理的分化とその遺伝学的模作 (後藤寛治)

(A) 地方系統間にみられた統計学的差異 作物晶瞳の基本となったもとの集団が,

況系であったか異質按合性をもっていて,それが地理的に広く栽培された場合,それ

ぞれの地域に地方系統を生ずるにちがいないということは,推察されるとおりである.

この試験に供した品種では,昨年度の夷験粘炎から,もとの集団がかなり広い変異を

貯えていたものと推定された.蒐集した地方系統は,それら固有の形態的,生理的特

性に基いて,Ⅹ,Y,Zの 3群に分けることができる.本年度は,それらの結果を迫試

し,次代検定を行うと同時に,同一設計の比較試験を北見農業試験場に委託し,地域

の要因を考慮に入れて実験を進めた.両年度の結果を通じ,仙台以南の系統 (E.F.

G)と青森以北の系統 (A.C.D)の間には,調査した大部分の農業的形質に閑し,疏

計学的に有意な責が認められた. また系統問柑3(_の関係が,iLta牢度の成績で一致を示

したので,それらの差が,退伝的なものであることが確められた.
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C,D,E,G系統につき,一作した種子ともとの憧 fを周いて両者の比較を行った結

掘,一作区で強努の低下がみられ,穂数,収量に関する両者の差は有意義と認められ

た.

次代検定には,3群を代表して A,D,G系統を選び,各 100系統を供試した.A

系統は,三島で両年とも 22日に亘る‖穂日の塵異を示し,しかも親一引THの相関係数

は十0.763+*であった.A,D系統の穂長,租密度でも,広い変興とLF7;い親f一問相関が

発見され,昨年度これらの形矧 こみられた系統内の差異がポリジ-ソ系に支配されて

いることが証uJlされた.

地域比較試験の結北を分散分析したところ,調査した3形質については,地域およ

び系統間の差異が有意義と認められ,千粒竃では地城と系統の交互作用が lO/o水準の

有意性を示した.

また C,E,G系統とそれらの間の 3組合せの Fl雑槙を比較栽培した括弧 Gx

Cで最も顕著な-テロ-シスがみられた.(第 7回育薩学会で発表,第 Ⅰ報として

道伝学雑誌に投稿,なお A系統の.Ttl穂期の怨異性については 科学 25(1):40-41に

発表).

(B) 播性に関する変異 h'Jj焦した地方系姐御こ,播性に関する差異があることは,

既に昨年度の春播試験の結児明らかにされた.本年度は,春播試験に並行して,20つC

に保った調節温室で垣夜照日月を行い,各系統が含む春播型個体の頻度を確めた.

実験の結果,X群に属する北海道の系統には,秋播型と春播型が混合していること,

Y群に属する D系統は,秋播性を云すが,2月下旬に播種すれば93%Oの個体が出枇

し,3月下旬に描くとわづかに 0.6yoの出穂をみるにすぎないこと,仙台以南から得

た Z群は,≡指摘試験区と上記調節温室の実験で,常に 100yoの出穂を示すことがわ

かった･また新たに得られた南方系統 (H,K)ち,調節温室の実験で,春播性をもっ

ていることが確められ,Z群に属することが誰明された.

X群に属する春播塾 (A-S)と春播性を示す Z型は, ともに上記高温長Elの条件一

丁では,35日平均で出穂し6墓で止葵となるので,出穂反応で両者を区別することは

できない.しかしA-S型が菜幅が広く薬箱に毛茸を生ずるのに反して,Z型が斐幅

が狭く毛茸を:Liじない点でP))らかな差を示す.

播性について異った遺伝子構成をもつ 3群の間には,他の遺伝子の頻度に関しても

差がみられる.第 1葵か葵耳では Ⅹ,Y 群が,Z群に比し,長い個体を含む割合が

高い･また X,Y群の大多数の個体が葉鞘に毛茸を生ずる (優性)のに反して,Z群

は生じないこと,底刺の短毛 (劣性)に娼する退伝子が主として Ⅹ 群に含まれてい

ることも観察の結果明らかにされた.

D系統の葉鞘の毛=llFは越冬区では 100%発現するが,20OCの温室では殆んど発生

をみない.ただし45El問低温処理した種子を掴いて 2OOCの室で出穂させると,第

3集の墓鞘より上乱に毛茸の発生が認められた.
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A系統の春播塾頻度は本夷験では 12.7%と推定されたが,同じ集団について行っ

た北海道農業試験場の分析結果によれば,1940年 15.3%,1948年 10.87(OであE),

10年以上に亘って頻度があまり変化していないことがわかった,以上の成績から,細

程 2号の地方系統はそれぞれの地域に播性の異なる迫伝子塾が適応したことによって

生じたものと推定された.(第 25回遺伝学会で発表,第 ⅠⅠ報として遺伝学雑誌に投

稿中.)

(C) 地方系統の分化と競争力 播性に関して顕著な差異を示す3群の地方系統が,

それぞれの地域に適応して分化したとする前述の仮設を実験的に確める為に,その第

1段階として,それら系統の競争力を検定した.競争力の検定には,1952,1953年度

とも,3つ7)検定.fF.,種を供試した.昨年度は会津 7号,新鋭,赤神九 本年度は静岡

白六角 1号,会陣 7号,水府である.これら品種の競争力は以前の実験 (酒井,後

蘇 (1952))によりtlnらかにされている.地方系統の単値区と,それらの系統を検愚箔

種と競争状態に躍いた混値区を設け,競争に対する系統の反応に基ずいて競争力を判

定 Lた.

両年次の実験により,紬群 2号の競争力は最強群に属する静岡白六角 1号や会津

7号に近 く,強い群の水府に優ることがわかった.

昨年犀は,A,C,D,E,G の 5系統を扱ったが,Z群に属する E,Gが,他に比
して競争力がやや殴る傾向を認めたので,本'r辛皮はさらにその結果を確めるた糾こA-

S,C,D,E系統を用いて実験を進めた.競争力の指際としては,抹当り茎数,粒翼,

地上部全重を扱った.分散分析の結果.粒貢については検定品種と系統の閲の交互作

用が 1%水準の有志性を示した.次に,競争による増減畳を,単植区を 100として,

泥値区 3区の平均値と比較したところ次の閑孫が得られた.

E(127)>C(114)>D(92)>AIS(84)

これに親した関係は,粒蚕以外の形質でもみられ,昨年度の成績でもC,D,Eに関

して成立つことを知った.

以上の結果から,Z群の競争力が三島では他の系統に優ることがi'かり,Z群の南
方地域における分化が競争力という要因によっこ強められたものと推定された.なお,

D系統は 2年 とも最多収を示したが,はるかに収量の少ないE系統に比して競争力

が弱かった.

さきに示した仮説をより直接的に証明する目的で,昨年度から C とA-S,D,E,F,

Gを半々に混合した人為集団の栽培を三島と北見で始めている.わずか l作した結果

からではあるが,ほぼ期待された方向に分化が起っていることがわかった.本項に関

する詳しい成績と考察は,策 lII報として道伝学雑誌に投稿巾である.
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54.スイカとコE)シントウリとの難種について (古里和夫 ･宮沢 明) 西瓜の品

種改良を行う目的で,西瓜 とコロシソトウ1)(Cityulluscolocynthis)との雑瞳の育成

について実験を行った結果,次の事乗を知ることができた.

(a) 西瓜にコロシソトウt)の花粉を授粉した場合には発芽力のある種子を生じな

いが,西瓜は単為結果し,果実は普iiAの大きさに肥大し成熟する.着尖率は西瓜を授

粒した場合と同鎌である.光矧勺に批を多く生じ,大きさは普通の種子位まで発育す

る.このような事実から,西瓜の単為結果の誘起方法としてコロシ./トウ1)の花粉を

授粉することがその一方法と考えられる.

(b) コPシソトウリに西瓜を授粉した場合 (上記の逆交雑)には,発芽力のある雑

種の柚子を生じ,果実も適格の大きさに発育する.従って両者の雑種を育成する場合

には,この法方によってのみ種 Fを得ることができる. このような方向にのみ交雑の

可能なことは,興味深いことである.

(C) 二倍体西瓜に凹倍体西瓜の花粉を授粉した場合には発芽力のある三倍体種子

は得られなかったが, コロシソトウリに凹僧体西瓜の花粉を授粉すると発芽力のある

三倍体の槙子が得られ, この憧 Fを幡成して三倍体の種子なし果実を得ることが (I-普

た.この雑琵三倍体の光夫はコPシソトウ1)の形Eを多く現わし,光肉は同く,永く

貯蔵に耐えるが,苦鴫多く食用には不適であった.種子なしとはいえ,二倍体に四倍

体個体の花粉を授粉して種 子が得られたことは,増強西瓜とコロシソトウ1)の雑倭か

ら育成した西瓜の二倍体をt'11本として,三ll'.休堕子採種の可徳性を示唆するものと考

えられる. こうした方向の採産によれは,EL僧 体を採権で甜111本に使った場合より,一

株当り数倍ないし10flz.Jの採種量の増加が期待され,種皮が二情体C-ある関係から四倍

体母本Dものより発芽も容易のように考えられる.

(d) コロシソトウリと西瓜との雑種は,二倍体,三倍体ともに蔓の成育が旺盛で,

着果数も多 く,早生であり,耐病性も比較的強い. コロシソトウ.)の果皮の蛇紋様保

雄は西瓜の無地に対して優性であt),灘肉の色や./I,1質も西瓜に対して優性を示す.
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田 中義 贋 岳家蚕小形卵の遺伝

,, 弓不安定遺伝子総説 (特別講演)

l

10.30

10.30

6.15

4.1

東京大蛍
京都大部

京都大学

国立遺伝学研究所

粛京大学

4･8:東京大学
1
10･30r京都大学

･o･31 害毒試験場武豊

ll.5 読売ホ-ル

日本動物学会 第 25回大会
日本遺伝学会 第 26回大会日本遺伝学会 第 26回大会

集団遺伝シソポジウム

日本育種学会 第 6回講演会

日本遺伝学会 第 26回大金

BiometricSociety 円本支部
第 1回講演会

三島遺伝談話会 第24回例会

蚕糸学会 第 24回大金

日本遺伝学会 第 26回大会

蚕糸学会東海支部第9回大会

藤井雄二郎先生追憶会

日本植物学会 第 19回大会

日本遺伝学会 第 26回大金

創立 5周年記念会閃講演

日本遺伝学会 第 26匝i大会

日本蚕糸学会東海支部 第 9
回大会

三島遺伝談話会 第 24回例
負

油

R
･
封

繋

日本蚕糸学会 第 24回大会 :Ilu'
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清
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〝

〝
山田行 雄

Neuyospoyacrassaの超薄切片法による内部構造の
研究

タバコ･モザイク病擢病組織の電子顕微鏡による観
察,Ⅰ,ⅠⅠ.

PscudomonassolanacearumE.F.SMITHの溶原
株に関する研究,Ⅰ.

家表の細胞におけるミトコソド1)Tの電子顕微鏡的
研究

ゾウ1)ムシのミトコソド1)アの電子顕微鏡的研究

電子顕微鏡によるカイコのウイルスの発育段階につ
いて

超薄切片注によるゾウ1)ムシ Parameciumcauda-
iumの内部微細構造の研究, ⅠⅠ.

邦産野生-ツカネズミにおけるT伝遺子座について

ゾウ1)ムシの接合及び二分裂に及ぼすコルヒチンの
影響

MYマウス癌及び肉腫の核学的研究

ラット及びマウスの系統繁殖に関する研究

癌における異常核分裂の型とその原因

痛は遺伝するか

鶏における二,三の形質の-リクビ1)ティーと遺伝
的相関について

東京慈碁会医科大学

〝

京都大学

〝

〟

蚕糸試験場武豊
支場

伝染病研究所

京都大学

東京大学

名古屋大学

北海道大学

京都大学

沼津市公会堂

名古屋大学

第 10回学術講演会

〝

日本遺伝学会 第 26回大会

付

//

目本蚕糸学会東海支部 第 9
回大会

関東支部講演会

日本遺伝学会 第 26回大会

日本動物学会 第 25回大金

日本癌学会 第 13回総会

札幌遺伝談話会 第137恒例 会

日本遺伝学会 第 26回大会

創立 5周年記念会開講演

日本畜産学会大会

祁

･2
'7
...7如

封
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H. そ の 他 の 研 究 活 動

飯野徹雄 米国 Wisconsin 大学奨学生として Prof.LEDERBERG の下へ遊学

(29.12.2よ り1ヶ年の予定).

木村資生 米国 Iowa 大学奨学生として Prof.Lusliの下で研究 (28.7.28→
29.7.27),引つずき同国 Wisconsir】大学奨学生 として Prof.CROW

の下で研究中 (29.7.28より1ヶ年の予定).

稔村清二 研究視察のため欧米各国へLH張 (29.2.7- 29.9.21).

付 Oak RidgeNationalLaboratory における ⅤⅠⅠ.BiologyResearch

Conferenceに出席 (29･4.19→ 21).
rl 仏国 Parisに開催された VIII.InternationalBotanicalCongressにLH

鳳 講響王(29･712→ 13)･
駒井 卓 静岡大学文理学部にて動物系統学特別講義 (29.3月).

酒井寛一 東京大学農学部大学院学生に集川遺伝学の特別講義 (29.2月).

〝 北海道大学農学部学生に集団遺伝学の特別講義 (29.7月).

竹中 要 金沢大学fq!.学部にて遺伝学特殊講義 (29.10月).

辻田光雄 慈惑会医科大学研究生にウイルス遺伝学の特別講義 (29.3月).

同 産- 農学博士の学位を受く (北侮道大学)(29.9.15).

吉田倹秀 理学博士の学位を受く(北海道大学) (29.8.25).
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Vl. 出 版 お よ び 図 書

ゴ ー ル ド シ ュ ミ ッ ト文 庫

(GoLDSCIIMIDTLibrary)

1954年 K.GoLDSCHMIDT博士の好意により当文庫が受領した部数および月E=ま

次のとおりである.

到 着 月 日 別 刷 部 数 雑 誌 筋 数*

1954年 8月31日 125

1/ 10月 9日 925 29

計 925 154

ネ 雑 誌 内 容 :

science,JournalofHeredity,AmericanNaturalist,AmericanScientist,

Endeavour,Journa一ofGeneralPhysiology,ProceedingsoftheNational

AcademyofSciences, 外 17積

年 報 出 版

書 名 支数 発行部数 配 布 先

配 管 課 器雷雲讃 130 1･000 宗墓芸讐 讐恋 学･

Nationalinstituteof
Genetics,AnnualRep- 69 1.000 同 上
or上No.4(1953)

国内よt)の寄贈国手および報告類

大学報告および雑誌- ･-･-‥････--･--･--64位 456冊

東京,大阪,名古屋.京都,東北,広島,九州,その他 57大学

各位研究所報告 16柾 73冊

国立公衆衛生院研究所,農業技術研究所,小林理学研究所,国立教育

研究所,山階鳥類研究所,厚生省人口開註研究所,その他 10研究所

各種試験場報告 ･･1 6和 118冊

資源技術試験所,農業試験場,蚕糸試験場,農林省林業試験場,その

他 2試験場

11柾 105m
栄養学雑誌,貝類学雑誌,人類学雑誌,染色体,揺,その他 6種
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図 書

国立予防衛生研究所長小林六造氏より米国原爆傷害調査委員会 (AB

CC)発行にか ゝるレポー ト及びその刊行物 27部.

RoundTableDiscussionbythesurvivoursoftheNagasakiMedi-

calCollegerelatingtheirpersonalexperiencewithAtomicBomb

victmsinNagasaki.

GrowthandDevelopmentProgram oftheAtomicBombCasualty

Commission:Ana一ysisofBody Measurementsand Observations

Takenin1952on4,200HirosllimaChildren.

水野 坦 ･林 知己夫･青山博次郎 共著 r-数量化と予測｣

国外よりの寄贈図書および報告

図 書

JAYL.LusH:AnimalBreedingPlans,1945(IowaStateCollege).

JAYL.LusH:The Genetics of Populations,1948(Iowa State

College).

J.W.SNEDECOR:StatisticalMethods,1940 (IowaStateCollege).

雑 誌

TheWasmannJournalofBiology(U.S.A.), SverigesUtsadesfo-

reningsTidskrift(Sweden), AgriHortiqueGenetica(Sweden),

Genetica lberica(Italy), Memorias da Sociedade Broteriana

(Portugal),はか 60肝.

年報報告および尭報

CarnegieInstitutionofWashington(AnnualReportoftheDirector

oftheDepartmentofGenetics)(U.S.A.), ColdSpringHarbor

AnnualReportoftheBiologicalLaboratory(U.S.A,), Fourth

AnnualReport1953(England), Hilgardia(CaliforniaAgricultural

ExperimentStation), Experimentia(Switzerland),他 18籍.

別 刷･----243部.

購 入 図 書 雑 誌

和 書 - ･･18丑机 洋 書 =･ ･･････57研,

和 雑 誌 - --- 13種, 洋 雑 誌 ------40種.
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ⅤⅠⅠ. 新規の施設および行事

1.昆虫飼 育室の拡張
既設養蚕室の東側に接して延 50坪の木造平家建 (3･75坪の鉄筋コンクリート地下

室を含む)が増築され,旧建物と合せて昆虫飼育室と改称することとなった･新築の

図 5. 昆虫飼育室平面図 (点線は旧建物)

A 玄関,B調桑室,C地下室,D昆虫育室,E 調査室,F家蚕育宝,

G杵奄育望,H宿直室,Ⅰ寛入口･

図 6. 昆虫飼育室外観

部分には昆虫菅笠,杵責苛望,家蚕育室,

調桑室,調査室,宿直室各 1笠を有し,

地下室は飼料貯蔵室として用いられる･

杵蚕育三と家蚕育重とには中央に各 1個

の炉を設け,また各当主の 1隅に円筒形の

換気筒を傭兵,下端は床面に近 く,上端

は屋上高く開口せしめた.叫央と南側と

に各 1問の廊下を設け,室の出入口は紙

障子を用いず, ガラえと板よC)成る引戸

とし,欄間および外廻 りの窓にも_*部ガ

ラスを用いた.これにより従来の養蚕室に比し保温,採光,換気,作業等の諸点にお

いて大いに優っていると思われる.
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2.作 業 室

長犬舎の南側に約 32坪の木造平屋達を新設した.その内部は図 8の如く大小 2

室に分れている.B室 (24坪)は圃場から牧箆した研究材料の乾燥,整理および床

図 7. 作業三三の外観

存に使用するもので,ネヅミの良人を妨ぐたぎ'に

壁に亜鉛板を張り窓にはガラ-7,戸のほか網戸を設

けた.A窒 (8坪)は収建物の特性調査のため設

計され,電力,電燈および上水道が施設されてい

る.従来本研究所にはこの施設がなかったため多

大の不便を感じていたが,今後は圃場試験の功率

が著しく改善されるであろう.

3.創立5周年 記念式

本研究所は昭和 24年 6月 1日国立遺伝学研

究所として発足してから昭和 29年 6月 1Fiを

もって 5周年の日を迎えた.

この日を期して,開所式の意味をも含めて,研

究所の5ケ年間の歩みを広く社会に告げるために

創立 5周年の式典がとり行われた.当日は官界,

学界,地方名士など関係者多数の参列の下に,本

研究所講堂で式典を蛮行した.式後,別室におい

図 8. 作業室平面図

A 調査亀 B乾燥三邑

建坪 32坪 (4×8間)

て成宴にうつり,次で各研究員の案内で重要肝究資料の展示読札 研究諸施設の見学

を行い,盛会のうちにこの日の行事を滞t)なく終了した.当日の経過その他について

は,別に小筋子 r'創立 5周年｣に詳しく記録してあるから,ここではその概要を記す

るに止める.
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日 時 昭和 29年 6月 1日 11時

場 所 国立遺伝学研究所講堂

記念式次第 1.開会の辞 2.所長式辞 3.来賓疏辞 4.祝電被罵

5.開会の辞.

式終了後 就宴および所内見学.

成 辞:文部大臣,農林大臣,日本学術会議会長,文部省直轄研究機関代表,

静岡県知事,静岡県誘会議長,三島市長,日本遺伝学会会長.

図 9. 小熊所長の式辞

成 雷 (敬称略):参議院議長

河井弥八 参議院議員野田卯 一一

広島大学長森戸辰男 島根県立

県科大学長竹崎嘉徳 北海道大

学長島善却 北海道大学理学部

長杉野日曜貞 増井清 桑田義

備 宮沢文吾 永井威三郎 熊

本大学 金沢大学結核研究所

染色体学会 京都工芸繊維大学

小野知夫 仙台遺伝談話会.

研究資料陳列:第 1,第 2

会議室において重要研究資料を

陳列公開した.

創立 5周年記念会開講演会

昭和 29年 8月 7日,13時～16時 (沼津市公会堂)

演 題 1.痛は遺伝するか 吉田俊秀

2.放射能と遺伝 田中義暦

昭和 29年 11月 5日,17時半-20時半 (東京都読売ホ-ル)

演 題 1.欧米最近の遺伝学 校村清二

2.遺伝にタネありタネなし 竹中 要

3.放射能と遺伝 田中義贋

4.行 幸

天出陛下には生物学御研究のための伊豆地方への御旗の初日(昭和 29年 11月 4

日)を国立遺伝学研究所の御視察に当てさせられた.この日は 11時研究所に御着,

しばし御小憩ののち,小熊所長が本研究所創立以来の概況をお話し申しあげ,引きつ

づき田中所員は ｢遺伝学とその広田｣について御進講申し上げた.御昼食ののち,]'

-ルドシュミット文庫,光学実験室,電子顕微鏡室,ショウジョウメェ飼育室 恒温

室,ネズミ飼育室,鶏舎,メ,,'コ温室,調節温室等を順次御視察遊ばされ,その間し
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はしは学術上の御下問があった.

タバコ温'jr三御視察Jj際には記念のためナツミカンの種子 7粒を御手播きいただい

図 10. メタセコイア御視察

た.また構内に移し植えられた多数のサク

ラ,ツ','キの諸品種や,生きた化石といわ

れるメタセコイヤなどを道すがら御興深く

御覧になった.御座所で御小憩の後,階上

に設けられた第 1および第 2展覧三三をお

まわりになってから,別室で下記の研究業

績について別しく所員の御説明を受けさせ

られた .

1.蚕および鶏7)遺伝 と改良 田中所員

2.陸産貝類における集団遺伝学の研究

2抱井所員

43:諾讐蓋琵琶姦ける昔時 )酒井所員

5.コムギ近縁種としてのカモジクサ

赦村所員

6.花の色と遺伝 林 所員

≡:農 芸監禁警蓋伝 )辻田所員

13:琵琶昆讐畿 貨象 ) 竹中所員

11.癌の細胞学 吉田所員

12.人間および動物の染色体 小熊所長

陛下には前後 1時間半にわたり御熱心に所員の御設抑 こ御耳を傾けられ,･またしば

しは御下問を賜わった.その間,御白から甑微鏡を御操作遊ばすなど,生物学者とし

ての御造詣の深さもさこそと飯かれた.

つづいて別室において未公開の学術映画 ｢細胞分裂の生態観察｣を 15分間にわた

しって天覧に供し,所長がその御説明に当った.

16時 30分御還幸の御車を'm送 t)するまで,前後 5時間余の長きにわたって,節

究施設の御視察のみならず,親 しく所員と御研究を共にされたことは全 く異例に展す

ることであり,所長はじめ全職員は感激も新たに,意義深いこの一日の行事を終った.



88

VIII.実 験 圃 場

開場別面積および栽埠植物

田 場 名 田 税 栽培植物

西 - 番 田 676.9坪 一般作物

西 二 〝 1713･81/ 〝

西 三 〝 1762.4〝 †/

東 1- 11
東 二 ｢/

東 三 l/
7.k E-Ll ∫/
東 五 〝

東 六 〝

700.0〝

2375.8∫/

1000.0//

2543.41/

2373.3//

540.0 〝

計 13685.6坪

宿根性細物

一般作物

一般作物

桑樹および一般作物

一段作物

桑園およびクヌヂ

他に 水田 300 坪

主な研究用栽培植物

コムデ,エジp-ブ7,,オオムギ, ミズイネ'オカイネ,ナス, トウガラシ,セキ

テク,ナデシコ,スィ,て, メフyドリウム,アサ,アサガオ,コルヒクム,ホウレン

ソウ,ユ1),パンジー,ケイトウ,1イカ,マクワウ1),ダイコソ,サ トウキビ, ア

ルファルファ, リコリス, クワ, クヌギ など.

圃場記抜放華

-jR二番国の開墾が完成し 実験植物の植付を開始した.なお鼻験植物の蒐集および

保存,サクラ,ツバキ各品種の蒐集と保存,日本産大損の諸品種の蒐集を引きつづき

行った.

ⅠⅩ. 実験材料の蒐集と保存

昭和 28年までに入手 した実験村動植物の各系統は以後継続して保存 してい るが

(年報第 1-4号参照),昭和 29年度には次のような系統の増加および新系統の蒐集

が行われた.

ム ギ 類

Triiicum georgicum, Trilicum aegilopoidesxAegilopssquarrosaの復二倍体,

Ag7･OPyrOndeserlorum (northanvariety),A deseytorum(Sヒandardvariety),
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A crisLatum(fairwayvariety),A crislatum(summitvariety) A michnotl.

栽培オオムギ:

二条種‡毒7(詣 5†ス,アサヒ5号,アサヒ 19号,札幌 6号 (呑屋),札幌 10

六条唾鷹 ,2崇 ･+警禁.75号,北陸 2号,北陸 35号,アオバ小麦･ナンブ

Beta(サトウダイコン)属

栽培撞 Belavulgaris

本管 48,192,390,398,401号およびそれらの 4Ⅹ,GW 304,359,443,
476号.
学歴種子,秋播種.

野生憧 i芸アia,,竃r票nlZlfog.a･WEibialzz:alogona･B･pale"aris･B･procumbens･
ア サ ガ オ

~卜.チLlの品種および遺伝子系のものを蒐集した.

天津,新千代宝,碧竜,右近,郡の営,白妙,枝垂れ,雪二号,吹掛絞,縮有明.

渦事丸,絵島 (大輪系),立田葉,蓑黄葉,桃台咲,南天孔雀,林風輝薬,獅子,蝉葉,

潤,渦桔梗八重,渦俳文は笹牡丹咲,管,絹咲,志比須嵐 枚 島 ,原型,糸柳牡丹,石

壁,乱菊,南天,早咲木立,放鳥木立,渦柳,その他.

ハ ナ シ ョウ ブ

越路,LU時鳥,頴川の月,手向山,革の庵,遠LUの月,夕陽,三津島,長絹の衣,

蓮台,帰雁,山野井,瑞相,玉の台,村罫 紙女 (16品種).

ダ イ コ ン

練馬尻細大長,練馬大長丸尻,練馬一号,練馬中長丸尻,早太り練馬,みのつまり,

あづま,秋早生.秋づまり,大赦,おく丸 理想,みの早生,志村みの早生,矢切み

の早垂,娩生みの,渡助給太り,宮重総太り,青首官憲長大,青首官憲丸尻,白百官

貢,守口,相模中太り,三浦,天満白上り,和歌山白上り,大和白上り,白上り京,

御園,早生三十日,うぐろ,大阪即 可,さばか速冬,赤筋貯嵐 春宕丸 女山赤,方

領,高倉,阿汐晩生,時軌 豊陽,自茎二年子,白茎亀井戸,山ノ村,山口,長形聖

護院,早生中丸聖護院,早生餅島,中生厳島,晩生桜島,春若,世一九 枚浦三月,

横川赤,雲仙四月,博多四十日,桃LU,鏡水,上別札 下高井,庄内三月,岩国赤,

I"/グ･ブラック･スパニッi,ユ (63品種).

ハツカネズ ミ

新たに加えられた系統

C57BL/6 国立予防衛生研究所から入手.

C58/LwMs-aj･ C58/LwMi系から突然変異により分灘.
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DBA/MaMs-ce DBA/MaMs系から突然変異により分離.

SPS 国立予訪衛生研究所から入手.

突然変異系

1) 米国 Ohio州立大学 E.L GREEN博士から送られたもの

Furless(fs)

2) 英国 0XfordUniversityMuseum の

もの

Yellow(Ay)

Black-and-tan(〟/)

White-belliedagouti(AIL')

ChinchilIa(Cch)

Jerker(je)

Luxate(lx)

Rex(Re)

FJ.CIIATTERLEY 氏から送られた

Reeler(rJ)

Silver(Si)

Danforth'ssILIOrt-tail(Sd)

Trembler(Tr)

Dominantspotting(wv)
(viab:eallel)

菌 類 そ の 他

SlrePlomycesgriseus MA 14

Actinophage S-1,S-2,S-3,S-4,S-5,S-6

SlrePtomycesgriseus 41

Actinophage 41
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X.庶 務 そ の 他

･;B 革

国立遺伝学研究所は,昭和 24年 5月第 5国会で設置法案が可決され･同年 5月

31日法律第 146号文部省設置法の公布となり,それに基ずいて 6月 1日にいよいよ

待望 10年の国立遺伝学研究所の創設が実現した･

本研究所は文部省設置法第 13条に基ずき,遺伝に関する学理の総合的研究お上び

その応用の基勧 勺軒究をつかさどE),あわせて遇イ云芋研究の指導,連絡およひ促進を

はかることをその使命としている.本研究所は最初 4部門 (庶務乱 研究第 1部･

窮 2乱 第 3部)の構成で発足したが,その後研究陣容と研究施設を逐次整備し,昭

和 27年度には新館(鉄筋コンク.)-卜二階崖化学夷験実)および調節温室の完成によ

って面目を一新した.次いで昭和 28年 1別こは研究組織を改組して形質遺伝凱 細

胞遺伝瓢,生理遺伝部とした･

昭和 28年 8月には生化学遺伝凱 昭和 29年 7別こは応用遺伝邪の増設が実現

し 現在では5研究部門により研究が推進されつつある･このようにして幸にも研究

体制および施設の整備拡充が着々実施され,設立当初の 10部門構成の理想に漸次近

づきつ あゝる.今後はさらに変異遺伝乱 入類遺伝乱 数理遺伝弧 進化遺伝部の諸

部門を加えることによって遺伝学を中心とする生物学のあらゆる蚕要テーマについて

総合的研究を実施し,以て学術の進歩と社会福祉の増進とに寄与せんことを期してい

る.以下その後の沿革を述べる.

昭和 29年 6 月 1 日 国立遺伝学研究所創立 5周牢記念式典を挙行した･(こ

れについては別に小冊子 ｢創立 5周牢Jを発行した.)

昭和 2〕年 7 月 5 日 行政機関職員定員法 (法律第 126号)第 3条の規程に

基ずき文部省職員定数規程の改正により定員 41名を 43

名に改められた.

昭和 29年 7月 16日 文部省令第 18号文部省設置法施行規則の改正により応

用遺伝部が増設された.

昭和 29年 11月 4 日 天皇陛下行幸,親しく研究状況および施設を御視察遊ば

SJLJ=.

なお昭和 29年度中に拡充された主な施設には次のようなものがある.
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組 織 お よ び 横 構

11敬具の定鼻 (昭和 29乍 12月 1円現在)

1

2.評議員会

役 名l 官 公
負傾

″

″

″

″

″
″

″

″

″

″

″

″

″

1TTttz
国 立 科 学 長飼狗い叩け
東 京 大 学 教 授

日 本 専 売 公 祉 総 裁

東 京 大 学 教 授

′/

古 屋 大 学 長

屋 大 学 教 授

研 究 所 長

日 本 学 士 院 会 員

東 京 医 科 鱒 科 大 学 教 授

国立公衆筋性院衛生統計部長

東 京 大 学 教 授

東 京 慈 惑 医 科 大 学 長

坂 田種 苗 株 式 会 社 班長

…
田

氏
"
句ド

茅 誠 司

入間野 武雄

中 泉 正 徳

和 田 文 書

勝 沼 精 蔵

増 井 清

盛永 俊太郎

3.職 鼻

所 長 _ I -妄 郡 姦 ~五十 IT,_:義 持T 嘉 盲二元

4.研究敬具

部 別

形質遺伝邪

細胞遺伝部

官 職 名

文部教官,郡長,室長

文部教官,副部長,室長

文 部教 官, 研 究 員

雇,研 究 補 助 員

//
文部教官,郡長,室長

文 部 教 官,室 長

_空.空｣.竺_ヱ

莞蔓措卦 田 中 義 暦

理学博士理学博士

桧 村 清 二

藤 井 太 朗

鬼丸 喜美拾
阪 本 寧 男

竹 中 要

吉 田 俊 秀

発 令
年月日

24.12.31.

24.12.8.

25.9.30.

24.10.31.

29.ll.1.
24.10.22.

27.4.i.
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l文 部 教 官,研 究 員 †

文部教官,

木 村 資 生

土 川 清

平 俊 文

93

29.1,1.
29.1.1.
24.12.31.
29.8.1.
24.ll.30.
26.7.1.
28.8.1.
25.2.28.

文 部 教 官,研 究 員

付

文 部 数 官,研 究 員l/
宗 吾 三 笠 !芸.;:.…二

飯 野 徹 堆

1文 部 教 官,研 究 員

I ∫/

) 〝

l 〝

5.併任雑兵および非常勤研究員

山 田 行 雄

27.9.1.
24.12.7.
29 .1016.

河 原 孝 息 129.71ll

I.:≡

.･

..

I
.I
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乙

杉宮桧
中

1
義

夫

窮

寛

純

正

倍

藤

生

沢

原

〟

野 浩 子

門 脇 洋 三

土 地 お よ び 建 物

土 地 総 坪 数 24,525坪

建 物 総 坪 数 1,941.692坪

建 物 内 訳

発令年月日:備 考
28.6.1.

24.ll.15.

24.6.23.

……-:1芸:33;-: ;# 任

予 算 (昭和 29年度)

Wt=-常 費 26,352,000 円

人 件 費 14,200,000円
物 件 費 12,152′∝)0円

科学研究費 (昭和 29年度)
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総合研究費 (3件 ; 前掲研究課題の項参鰐)

各個研究費 (3件; 〝 )

助成研究費 (3件; 〝 )

試験研究費 (1件; 〝 )

噛入機械構入費 (ライツ ｢オル ト′LックスJ 万百日顕徴錆)

農林省農業漁業技術試験戟補助金

(1件;前掲研究課題の項参照)

昭和29年度増設建物

右黍務貞宿AtL7T2T25丁

既 設

本 部(昼型筆及事務篭
実験室及図書室
タバ コ 温室
'jiK 電室
硝~~~~~享~~~垂
自 動 車 叫 庫

95

1,340,000円

230,000円

149,000円

360,000 円

2,048,059円

95,000円

Tr C) a O 0 O o O O C )alニl

建 物

180,6_2｣コ⊂
4…莞-トト

l 坪公務員宿舎･ 30声.2_5
1

堆肥舎及農夫舎 ~ 50.00

讐票 晶 急 募
声1171
8820

増 庄 ポ y ブ室】 1:06
験 圃 場713,685,6
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国 立 遺 伝 学 研 究 所 機 構 図

(実線は現在を示し 点線は鉱充予定を元す)

座 務~一軒

- 座 理 遺 伝 部

生 化 学 遺 伝 部 r--

･一･長 ..:ち.貞 l

L評 寧 p員 会 l

~~ rL-I.｣= :i:･i_､町

変 異 遺 伝 郡

人 額 遺 伝 部 書

j数 理 遺 伝 部 を

進 化 遺 伝 部

図 書 館

庶務課会計課施設課
厚 生 課

第 1研 究 室

第 2研 究 室

筋 3研 究 室

第 1研 究 室

第 2研 究 室

第 3研 究 室

第 1研 究 室

弟2研 究 室

第 3研 究 室

第 1研 究 室

第 2研 究 室

第 3研 究 室

第 1研 究 室

第 2研 究 室
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会 合 お よ び 人 事 往 来
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l

1

2

2

3

4

5

5

6

6

6

6

8

9

｣.1

合

14月 第 10回評議員会

月 22日 約 23rLlJ日本遺伝学会三島･談話会

月 13日 財団法人遺伝学普及会理事会および評議員会

月 22円 第 24恒は 本遺伝学会三島談話会

月 25 日

月 23日

ii71月
･
月 24円

月 1 日

月 9 円

月 22 日

月 25 日

月 7 日

月 20日

第 25回 同 上

第 26回 同 上

集団遺伝学シソポジゥム

窮 27回日本遺伝学会三LJI,･談話会

創立 5周年記念式

社団法人全国桂鶏遺伝研究会機会

第 11回評議員会

第 28回日本遺伝学会三晶談話会

創立 5周年記念会開講浜会 (沼津市公会堂)

窮 29恒は茶遺伝学会三島談話会

10月 8 日 第 30回 同 上

11月 5 E] 学術公開講演会 (東京都読売ホ-/し)

11月 13円 国際遺伝学会組織委員会

11月 19日 第 31凹日本遺伝学会三島談話会

12月 20円 妨 32lTil 同 上

主なる来訪者

3 月 25日 -I,1.-ド大学教授 RR GATES博士来所し,所内施設視察後,

｢人種間の雑種について｣の講演を行った

6 月 1 円. 文部政務次官福井 勇氏

〝 文部事務次官田中義男氏

10月 9 日 ビルマのイネ膏鐘学者 KmN MAUNG および SAN P上;両氏

10月 13日 p-マ駐在 FAO事務局技術課長 R.A.SILOW tt1-士およびマレイ

連邦農務省勤務英国膏鐘学者 L.N.H.LARTER 氏

10月 14日 タイ国駐在FAO事務局技術指導官 K.RAMIAH 博士およびイソ

ド中央イネ研究所長 Dr.N.PARTHASARATHY

l1月 4 日 天皇陛下行幸

11月 8 日 日本鐘済連盟哩事長石川一郎氏はか連盟代表 20名
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12月 13日 印度蚕業研究所長 D.P.RAICHOUD一lURY博士,ユ-ど-州立中

央蚕糸農場長 C.L VERMA lも アッサム州立ジョウアイ養蚕場
長S.C.DAs上モ

見学および筆戦者

1 月 三島市徳倉小学校母親学扱ほか 110名

2 月 御殿場高校生徒ほか 50名

3 月 玉川大学農学部学生ほか 145名

4 月 清水村教育委員会および婦人会吐金学級ほか 239名

4 月 東京薬理研究会研究所員 24名

6 月 三ALI,･市連合如入会ほか 343rT

7 月 日本生物学研究所員ほか 300 名

8 月 文部省特別研修員ほか 430名

9 月 静岡県下 15市町村民生委員ほか 93名

10 月 F.A.0.国際米蔓設委員ほか 210名

11 月 日本経済連盟理事団ほか 282名

12 月 立正学園短期大学生はか 130名
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附 隷

A. 日本専売公社秦野タバコ試験場

三 島 分 室

国立遺伝学研究所はタバコ品種改l'iの基礎研究を日本寄元会社から委託されている.

これに伴い,日本専売公社は昭和 25年 2月に秦野タバコ試験場三島分室 (タバコ研

究室)を本研究所却こ設置し,タバコの肥培管理,収穫,乾燥,鑑定などを担当せし

め,研究遼行上に援助をあたえーこいる.本勺:･は研究開始第 5年目にあたる.研究項目

中,タバコ属の細胞遺伝学的研究(竹中研究室およびリt)エソ7-ルド女史担当)およ

び倍数体に関する研究 (古jil研究員担当)は純粋な基礎研究から応用的分野に進展せ

んとし,Ⅹ線照射による突然'BIl異誘発試験 (於村研究室担当)では既に多数の変異体

が育蛇されている.タバコ研究室ではそれらの中の早生系統について生産力改定試験

を行ったところ,ある系統は非常に良好な成績を収めた.また酒井研究室で従来実施

してきた中骨歩合の統計遺伝学的研究は昨年度で完了したので,本年からは目下タバ

コの産地で重要視されている紅葉の問題と取組むことになった.なお昨年から開始さ

れたタバコ病原微生物の電子顕微鏡的研究 (辻El研究室相当)はjt,てコの耐病性を新

らしい分野から究明するものとして非常に嘱目されている.これらのほか.タバコ研

究室では種間交雑における花粉Ⅹ線照射に関する研究を新たに開始した.これは種間

交雑による育種を容易ならしめる上に非常に有効である.

タ Jiコ 研 究 室 一 党

分 室 主 任 凹 中 正 堆

室 員 今井展二,綾部富雄,川口芯.;汰,鈴木和代

外 人 研 究 員 F.A.LILIENFEl｣D

垂 托 研 究 内 容

課 題 タバコ品瞳改良の基礎研究

研 究 担 当 者 木 原 均

研究分担項目および研究室

1) 優良形質の本質に関する研究 ･-

2) タバコ品種の生理生態に関する研究 ･･

3) タバコの種間交雑に関する研究 .･･

4) 人為突然変異の誘発に関する研究 ･･-

5) ウィルスと遺伝に関する研究 -I

-タバコ研究室,酒井研究室

-タバコ研究室…

小竹中研究室

I･･枚村研究室,古里研究室

･-･辻田研究室
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た

専 売 会 社三島分室

研 究 業 耗

上記の委託研究課題にもとづき,昭和 29年度には次の事項につ.て研究が行i)れ

1. ブラジル在来タバコの梅性 (田中正雄 ･今井農二･綾部富雄 ･川口富次)･100

2.黄色桂早生系統の栽培試験 (田中正雄 ･今井展二･綾部富雄 ･川口富次) lOl

3･施傷に及ぼす日照の影響 (田中正雄)

4.タバコ品種の斑点性病害抵抗性と薬の硬さ,厚さ及び気孔密度との関係

(田中正雄)-･

5.種間交雑における花粉 Ⅹ線照射の影響 (田中正雄)--

6.栽培タバコのⅩ線突然変異の研究 (桧村清二･藤井太郎)･ ･,102

7.タバコ属の細胞遺伝学的研究,ⅠⅤ(竹中要)
(A)メ,,'コと他の 2瞳との交配 Flの減数分裂 -･ ･･.･･･103

(B)雑瞳植物数種の Flの減数分裂

(C)N.LangsdorPiの減数分裂

8.タバコの倍数体に関する研究(古里和夫 ･宮沢 RJj)･････ -106

9･タバコの紅葉に関する遺伝学的研究(酒井寛一 ･井山審也)-･--･･･-･･ .･･106

10.タバコ立枯病菌の溶原性に関する研究,Ⅰ.T-C200菌株について

(辻田光雄 ･枚井千秋 ･津田誠三･吉沢 攻)･ ･･107

ll.タバコ立枯病菌の溶原性に関する研究,ⅠⅠ.Temperate･virus感染菌の示

す諸反応について (辻田光雄 ･枚井千秋)

12.タバコ立枯病菌の溶原性に関する研究,ⅠⅠⅠ.宿:i三城特異性の組換型につい

て (辻田光雄 ･枚井千秋)-

1･ブラジル在来タバコの特性 (田中正雄 ･今井農=･綾部富雄･川口昔次) 昨年

末,竹中博士を経て輸入されたブラジル在来タバコの 8品種,Flue-cured1,Capi-

var)',Flue-cured3,Croulo,Goiano Twist,Jorj芸O,Jorginhoおよび Pindorama

を BrightYellow と共に同一圃場に栽増し,それらの耕作期節,品質等を調査した･

今回輸入された晶桂はいずれも草丈が高く,青葉数が多く,晩熟で外観は野生的であ

ち.これらの品種中,Flue-curedlおよび 3はブラジルでは黄色種として栽培され

ているが,莫質はバ-レー種に近く,成熟期になると葉は圃場中において全蓑となる･

残りの品種はいずれも肥切れが悪く,永く濃緑色を持続する.乾糞の品質は各品種と

も不良なため,そのま でゝは実用価値はない. しかし総体的に耐水性が強く,斑点性

疎い品種 (Capivari)も見出された.癒傷の速い品種は立枯病に強く,立枯病に強い

品種はすべて麹点性病害に弱いというのが我国における通念である.したがってブラ
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ジル在来種中に癒傷が速く,しかも難点性病告に強い品種が見出されたのは興味決い.

これらの品種は耐病性の強い,あるいは枯上りの少ない優良品種を育成する材料とし

て非常に価値がある.

2.葉色種早生系統の我噂試験 (田中正雄･今井屋=･綾部宵雄 ･川口宮次) Ⅹ線

処理のタバコの後代に出現した早生系統を校村研究室から譲り受け,その中の No.5.

6,8,10および 12の各系統を BrightYellow と同一条件下で栽1-lTlLで収量,晶質

およびその他の形質を比較した.供試系統中,開花始期は BrightYellow が最も挽

く,No.12はこれと大差なく,N0.6は 4日,No.5および 8は 10日,No.10

は 14日だけ BrightYellow よりそれぞれ早熟であった.No.12を除く各系統はい

ずれも前年度固定していたと考えられる同一の系統にEl来したにもかかわらず,熱期

にこのような差が見られたのは興味深い.熱期の分離は系統内の個体問にも認められ,

その度合は早生の系統ほど顕著であった.乾菓収量はNo.12が最高で,BrightYellow

これに次ぎ,N0.6はや 少ゝなく,柘端な早生系統すなわち No.5,8および 10の

三系統は格段に少なかった.また No.12の乾葉は BrightYellow と同様に薄く,

色沢が鮮黄を=tiT=_し莫霞であるが,N0.6より早生の系統では葉が非常に厚く,旗色で

質も撤密となる.以上の各系統中 No.6および 12は圧当収得金も多いから熱期さえ

固定すれば実用価伯の高いものとなろう.

5.癒傷に及(ます日照の影響 (田中正雄) 藍が傷を受けてから治癒するまでの期間

は品種や着葉位置によって異るはかりでなく,環境によってもかなり変動することが

知られている.本年はその一つとしてFi照の問題をとりあげ, 日射,散光および暗黒

の何れが症傷に有利であるかを検討した.この実験は人工気象室を利用して行った.

日射区は植物を屋限硝子を透過する泊二射日光に浴せしめ,散光区は二露張りの寒冷紗

で蔽って日光をやi)らげ,暗さ黒区は光線を完全に遮断した室中に置き,癒傷速度をL

らべたものである.供試材料は亮の::ttf蓬による誤差を除くため,1枚の糞から1本の

支脈を含む小さな斐片を3個ずつ切りとって水耕1;[7毒したものを用い,葉に穿孔した

後,各区に配分した.穿孔から調査終了までの 66時間中,日射区のタバコが実際に

直射日光に曝らされた期間は延べ 12時間であった.な1.3試験期間中の温度はいずれ

もフレが少なく,気温は各区とも 28oCの恒温であったが,空気湿度は日射区および

散光区が 76%,晴男区はや 乾ゝ燥し65%であった.癒傷歩合は区によって顕著な差

が認められた.すなわち,11枚の薫の平均値では散光区が 926%で最も高く,暗黒

区は 79.10/0,日射区は 69.1%6-あった･統計学的に調査したところ,散光区と日射

区あるいは睦月､‡区との問に 0.1%水準で有意差が認められた.すなわち,撮傷は散光

状態の下で最も速く,暗黒あるいは直射光線の下では多少弱められる.環境の影響で

タノミコの癒傷速蟹が低下すると,立枯病.空胴病,黒色根闘病等の病害にかゝl)やす

くなることが実験されている･ したがって,散光状態の下で生育するタバコはこれ等
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の病害に対して機能的に抵抗性の強い状態にあるということが出来よち.

4.タJ{コ品種の斑点性病書生杭性と薫の硬さ,厚さ及び気孔密度 との関係 (田中

正雄) 黄色種とくに立枯病抵抗性品種ではfk育初期の下葉に無数の微細な白色の班

点があらわれる.この病苦は一般に敷島性病]岩と呼ばれているが,原因はまだ明らか

でない.自然状態における瓢古性病告の発生率は品種間に顕著な差が認められち.こ

の病告の誘因を推定するために黄色種 17品種を同一条件の下で栽培 し 集の硬 さ

(斑穿抵抗の強さで末わす),厚さ及び単位面積当りの気孔数を調査し,これらと発病

率との関連をしらべた.その結果,発病率と葉の硬さとの問には -0.863,厚さとの

間には 10.336,気孔密度との問には +0.130の相関のあることがわかった.この事

実は艶色性病七割こ対する柄物の抵抗性は輩の厚さや気孔数の多少とは関係がなく,葉

が硬い場合にのみそれが賦与されることを物語っている.

5.種間交難における花粉 Ⅹ 線照射の影響 (田中正雄) Ncoliana alaiaに N.

iabacumを交雑すると薪が殆んど落下して種子は得られない.その逆交雑では覇は容

易に得られ多数の種子を生ずるが内容が空虚なために殆んど発芽しない.そこでこれ

らの種子の発芽力を高める目的で,花粉に Ⅹ線を照射し,これを無処理の雌蕊に交

配する試験を行った.X線の強さは 0,600,1200,2400,4800,9600,19200Yの7段

階に分け,それぞれの場合について着薪率,一議当りの種子数,種子充実歩合および

発芽歩合をしらべた･その結果,着薪率は各区とも大差なく,蒜当り種子数は 2400r

までは正常でそれ以上になると漸娘すること,無処理区の種子充実/Lil-合は 0%である

が線量の増加につれて充実歩合も増し,4800あるいは 9600Yで最高となり,しばし

ば 8%以上にも達することが判った.発芽歩合も同様な推移を示すが,充実歩合に比

べると緑黄のや 少ゝない部分に山が見られ,最高の発芽歩合もせいぜい 23(Oであった.

発芽首の大多数は虚弱なために間もなく枯死するが,中には生き延びて開花するもの

もある･二,三の首について税の染色体数を調査したところ,いずれも種間雑種であっ

た･すなわち花粉7)Ⅹ 線照射は困難な交雑を容易ならしめる上に役立つ場合がある

という事ができる.

61裁墳タl{コの X線突然変異の研究 (蛤村清= ･藤井太朗) 黄色桂 BrightYe1-

low および Dixie Bright lOlの気乾種子を材料とし 昨年までほ電圧一定 (180

KVP)で,15,000-50,000YのⅩ線照射を行い実験をしてきたところ,種々の突然変

異をえるためには 30,000γ前後が適量と考えられた.そこで 1954年は DixieBri-

ghtlOlを用い,線量一定 (33,000r)とし20,50,75および 180KVP と電圧 (Ⅹ

線の質)をかえて照射を行った作業,発芽歩合はそれぞれ 25,15,55および 54%と

低電圧 (歌線)の区の方が低く.さらに 180KVPの区にくらべ 20,50KVPの区が

生育がおくれ かつ不揃いであった.通常,等景照射の場合は硬練の方が影背が大き

いと考えられていることから,このことは興味ある事実であり,1955年度の Ⅹ2にお



耳 売 会 社三 島分萱 103

いて突然変異率を決定し結論をえたい.

昨年までの BrightYellow および DixieBrightlOlの突然変異体はそれぞれ Ⅹ3

-Ⅹ5を栽増し,そのおのおのについて遺伝様式の決謀を行った.その結果,淡緑殊,

黄色葉柄,丸築,蛮性などはいずれも劣性突然変異であり,細葉には優性のものと劣

性のものと両方あることがわかった.また DixieBrightlOlの Ⅹ2を栽培し,これ

らの内からも細葉や憩性の突然変異体がえられた･ この結果,コムギ,オオムギなど

では葉緑素に謁する突然壁輿が多く硯れるが, タバコでは細蔓,惣性が最も突然変異

を起しやすい形質のように思われる.これはタバコが倍数性植物であるためであろう.

1953年 BrightYellow,10,800γ照射のⅩ4で萎縮妾の系統から分離してえられ

た早生は良質と思われることはすでに報告したが,本年これを乾燥した結果,葉が厚

く,キメが細かく良質であることが決定された･ しかし,この早生は固定しにくく,

次代で早生とそうでないものとを分離した.今後の実験で,これを固定させることに

つとめたい.またDixieBright101,5,0JOr照射のⅩ4および DixieBright101,

30,000Y照射のⅩ3で良質と思われるものも乾燥した.前者は色は良く弾力は強いが,

その他はあまり期待がもてなかった. これに反し,後者は薬はやや小形であるが良質

であって育種的に利用できる. しかし,この系統も早生と同じく分離するのでこれを

固定させねばならない.

詳細は育種学雑誌第 5巻第 1号に発表される予定である.

7.タバコ属の細胞遺伝学的研究,ⅤⅠ(竹中 要)

(A) タJ<コと他の 2種との交配 Flの減数分裂 N.iabacum (n-24) と N.

♪aniculata(n-12),N･iomentoslformis(n-12)および N.alata(n-9)との問に

交配を行って N･bam'culaiaxN.iabacum およびその逆交配では成熟種子は得られな

かったが,N.iabacumxN.alataでは小景の,N tabacumxN.10menioslformisで

は大量の種子が得られた.

N.labacumxN.alalaは EAST (1928,1935),ScIIMIDT (1934)が成功したし

それに近い N.labacumxN.Sanderaeには EAST (1928,1935),KosTOFF(1930)

TERNOVSKY (1934)が成功している.上記の研究者達によると,本雑種は均一性を

欠き,大多数は倭性である.そして N.iabacum の系統如何で,タバコにより多 く似

ることと,両者の中間型を示すことがあるという.

本研究に用いた材料でも同様なことが見られた.すなわちN.iabacum(Pindorama)

×N.alataの Flは著しく倭性で両親の中間型であったし,N.iabacum(BrightYel-

low)×N･alaiaの Flは節問もやや長く,幾分タ,1.コに近かつた･

Fl labacum(Pindorama)-alalaの根端細胞は明かに 33本の染色体を示し,両

親の半数染色体数を合せたものと一致した.その花粉母細胞の減数分裂第 1中期には

二価染色体は 3-4個をモードとして 1-6個の間に分布していた.筆者はさきに
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(1953),N.tabacumxN･sylvestris Flの研究において 3個をモ-ドとしで 0-9

個の三価染色体の生ずることを見て,N.labacum のサブゲノム Tomentosiformis

(Tt)は,同じくg-ブゲノム Sylvestris(St)および N.sylvesirisのゲノム Sylves･

tris(S)との間に約 3個接合することを見た.また GooDSPEED(1934)はFltOm-

cnlosa-sylveslrisにおいて 2-3 をモードとして 0-7個の二価染色体を見たし,

KosTOFF(1931,1933)も同様な事実を報告した.そして KosTOFFはまた Fl io一

menioslformisxsylvesirisにおいても,ほぼ同様であるが,前者よりも後者の方がい

くらか少ない二価染色体を示すと発表した.これらのことを考え合せると Fl iabac-

um-alalaの示す二価染色体は N.labacum の 2つのサブゲノム Ttと Stとの問

にも生じ得るわけであるから,N.alaiaのゲノムA とN.labacum のゲノムとの間

の接合によったものであると簡単に考えるわけにはいかない.

N.labacumxN.lomenioslformisの雑種は多数の人々によって作られた.すなわち

BRIEGER(1927,1928),KosTOFF(1930,1933),KosTOFF& KENDAL(1931),

BEISSER(1934)および GooDSPEED(1934)など.外形は N.iabacum とN.10-

menloslformisとの中間型であるし,花色花形とも中間型であった.従って花形は少

しばかりCampanulaezygomorphicであった.

Fliabacum-lomentoslformisの花粉母細胞の減数分裂妨1中期では 12個の二価

染色体と 12個の一価染色体をもつもの (1211+12T)が絶対多数で,(1111+1m十

llr)のものがこれに次ぎ,他の染色体構成のものは非常に少なかった.このことは

CLAUSEN (1927,1928) の発表した Fl iabacum-tomenlosa(N.iomenlosa と

N.iomentoslformisは非常に近縁なものである)以来認められたことで,N.iabacum

を成立せしめた一方の親が N.iomentoslformis(N.tomenlosa)であることの証拠と

なる.GooDSPEEDが Fllabacum-1omenloslformisのF,rni数分要望の研究をしている

が,筆者の研究はそれとよく一致する.

(B) 雑種植物数種のFlの減数分裂

i) N.SylvestrisとN.oloPhoraの雑種- N sylvesirisと Tomeniosa group

の N.oloPhoraとの間に交配を行った.Flの外形は中間というよりはむしろ N.syl-

veslrisに近い.花色は白いが,底部にわずかに赤味をもった感じである_花形では花

筒は N sylveslrisはど長くなくN.Otophoraに近いが,花弁は N otophoraのよう

に CampanulaezygomorphicではなくN.sylvestrisと同じく正しい放射型である.

花粉母細胞の滅数分梨第 1中期では二肺染色体は 2-3個をモードとして 0-5個

である.その外一価染色体の間に二次対合がしばしば見られる,第 1及び第 2後期

に染色体橋が見られる.核分裂過‡Fll;は他の植物の雑種に見られるものと大同小異で.

四分子期に微細小胞子をつくる.

この交配に近い N.iomeniosaxN.sylvesirisは GooDSPEED(1934)とKosTOFF

(1931,1933)によって,また N.lomenioslformisxN.sylvesirisはKosTOFF(1931,
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1933)によって,それぞれ脚数分裂が研究されているが,FISyTvestrllsxotophoraは

今までに作られたことも研究されたことも聞かない.

FltOmenlosa-sylveslrisでは第 1巾期に二価染色体が 2.-3個をそ-ドとしで0

-7個であることが GooDSPEEDによって報告されているが,KosTOFF もまたほ

ぼ同様な結果を得ている.KosTOFFはまた FliomenloslformisISylveslrisも前者

とほぼ同様であるが,それより二価染色体がやや少 ない と述べてい る.筆者の FI

sylveslris-oloPhoraも上記の研究とほぼ一致する.これらの研究結果を綜合すると,

N.sylvesirisとTomentosagroupのものとの問には 2-3個のほぼ相同の染色体が

あり,他に数個の部分相同の染色体があるといえよう.

ii) N.alalaと N.Sanderaeの雑種- N.Sanderaeは N.alalaと N Forge-

1iana との雑種と見なされている. そして自家不和合のため常に雑種性を保って分離

をつづける.花色についても白色.暗紅色,豊色等が分離する.

しく行われるが,第 1中期では 9Hの外に稀れに8JTi2Ⅰが見られる.両者の間に僅

かながら異質あるいは逆位等の部分をもつ染色体が存在しているものと考えられる.

iii) N.rusiicaとN.♪aniculaiaとの雑種- N.rusiicaが N.♪aniculataと N.

undulaiaとの自然雑種の粒二倍体であることは既によく知られている.N.ruslicaX

N.paniculaiaの雑種もメンデル以前から作られている.Fl ruSlica一夕aniculataの

外形は両親柄物の中間型というよE)は,むしろ N.rusiicaに近い.

この植物の花粉母細胞の減数分裂の第 1中期には 2-12個の一価染色体が見られ

るが,最も多いのは 9個を中心にしこ7-10個である. このことは三価染色体が 2

-5偶のものが多いことを意味する.円価染色体以上のものは殆んどないから,つま

りN.Yuslicaのサブゲノム Undurata(Ur)は,同じくサブゲノム paniculata(Pr)

及び N.paniculaiaのゲノム (P)との問に 2-5個の相当広い相同部分の染色体を

もっているといえよう.

KosTOFF &RADJABLY(1934)は Fl ruSiica-?aniculaiaは通常第 1中期で

12Ⅰ(十12Ⅰの染色体構成であるが,また 11ⅠⅠ+1III+11Ⅰを示すこともあると述べてい

るし,GooDSPEl∃D(1934) も 121Ⅰ十12Ⅰが景大多数で,少数の 11II+lTⅠⅠ+11Ⅰと

極く稀汁に 10ⅠⅠ十2m +10Ⅰを生ずることを述べている.筆者の研究では 121Ⅰ十121

のものは非常に稀れで,ごく稀れには 2ⅠⅠ十101ⅠⅠ+2Ⅰさえ見られた.多数は2-5個

の三価染色体を示した.このことはKosTOFF&RADJABLYおよび GooDSPEEDの

研究とかなり相違する.しかしKosTOFF(1941-43)がN･paniculalaxN.undulala

の植物で 1-5個の二価染色体を見たし,GooDSPEED(1934)が同じく7個までの

二価染色体を見たことを考えると,Paniculata ゲノムと Undulataゲノムの問には

数個の部分和同の染色体が存在Tる筆であるから,植物への環境如何によれば,筆者

の研究結果も誤でないといえよう.
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(C) N.LangSdoruiioh,減数分裂 N La"gsdor,5liは n-9の柏物である.本唾

の移動期を見ると二価染色体が 9個のこともあるが,多 くは 7個の二価と1個の四

価染色体が見られる.四価染色体のrf'火にイ端{iする2個は最大の染色体であり,両端

に位する 2個は並の大きさである.rJ.価染色体のうち,やや大きなものが 1個あっ

て,他の 6個ほほほ同大である.約 1中期においても 7rI十1ⅠVが圧倒的に多く9ⅠⅠ

は少数である. ときに 7ⅠⅠ+lilt+1Ⅰも見られるが.これは円価染色体の一端の染色

体が離れて三価と一価との染色体を示すものである.四価染色体は普通 N 型をなす

から,第 1後期には平等に両極に分れる.ただ,しばしば四価染色体の中央の大き

な 2個は分離がおくれて染色体橋をつくる.他にも稀れに染色体橋をつくるものが

ある.第 1中期で非常に稀れに 611十1vI,すなわち六価染色体を 1個もつものが見

られた.

第 2分裂は一般に規則正しく進行し,両核板はともに 9個の染色体を示すが,と

きに 9と8,8と8のものが生じ,1個または2個の染色体が核板外に放出される

ことがある.また第 1分裂において稀れに fragmentationによって小さい染色体片

が 1-2個核板外に見られることがある. これ等遊離染色体または fragmentのた

め,四分子期に四分小胞子の外に微細小胞子をもつ母細胞が稀れに存在する.

AvERY(1938)は alala-groupの剰涜関係を精密に研究したが,筆者のような四価

染色体を見ていない.しかるに KosTOFF(1930,1938,1941)は N.LangsdorPiの

単数体の研究をして,第 1分裂中期で池常は 9偶の一価染色体を示すが,しばしは

2-3組の二次対合らしいものを見たし,また第 1中期または第 1後期においてしば

しば 1個の,まれに 2個の,そして非常に稀れに 3偶の二価染色体を見ている.こ

のことはタバコ属の基本染色体数が 6偶を起源にしていることを推察せしめるもので

あると彼は述べている.筆者の観察結果もまた N.LangsdroP iが近縁な2桂の雑種

からなっているというよりも,基太ゲノムに若干の部分相同の染色体が加わってでき

たものであると説明するに好都合な例証であるといえよう.

8.タItコの倍数体に関する研究 (古里和夫 ･宮沢 明) Nl'colianalabacum(Bri-

ghtYelllow)と合成タバコ(N.sylvesirisxN.iomentoslformz'Sの複二倍体)との雑

種の染色体数をコルヒチンで倍加し,8倍体を胃成した.次にこの8倍体をN.iaba-

cum(BrightYellow)に正逆交雑して 6倍体の桂 T･を得た.この結果,同質倍数体

におけると同様に,染色体数の多い方を母親にした場合が種子の充実*良く,また採

種量も比較的多かった.これは8侶休の花粉胃細胞における分裂の異常が受持に影響

しているものと考えられる.

9.タバコの紅葉に関する遺伝学的研究 (酒井寛- ･井山容也) タバコ糞を収穫乾

燥するとき,しばしば紅色の着色があらオれ てlL.F層 を著しく損ずることがある. これ

は3'バコ栽培の実際上の開題として寒雲であるにも拘らず,今まで充分な研究がなか
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った.それで私達は,この特性について遺伝学的研究を試みた.まず,紅葉発生に系

統間差異があるかどうかを明かにしようとして,優良品種 BrightYel二ow に属する

30の分離系統を集め,3匝仮 車の乱塊法で試験した.各系統各反覆当りの個体数は

15である.個体当り3枚の葉をとり,紅葉の発生は肉眼的に6階級に分けた.紅葉

発生率に関する分散分析は表 1のとおりである.

表 1.タバコ 30系統の紅葉発生率に関する分散分析

要 因 l 自 由 度

鐙

統

差

…

平 均 平 方

0.3329

0.5235**

0.0548

*+1,0/o水準で有意

系統別の平均発生率は,0から 1.21までにわたり,平均 0.65であった.紅糞出

現率の系統問責矧 まこのように著しいが,さらに系統内と系統問の変異を比べるため

に系統内相関を求めた.

表 2.系統内と系統問の分散の比較

要 因 . 自 由 度

系 統 問 29

系 統 内 1029

平 均 平 方 期 待 値

a?十35.28qs2
62

**1%水準で有意

これにより,系統内相閑Plは

pI- 盲ZS+S2sI2-0･439**

を示し,有意性は極めて高かった.すなわち同じ系統内の個体は紅葉出現率について

よく似通っていることがわかる.

10.タl{コ立枯病菌の溶原性に関する研究,I.T-C200菌株について (辻田光雄 ･

栓井千載 ･津田誠三 ･吉沢 攻) タバコ立枯病菌 TIC200 菌株は,植物病原細菌中,

折原株として初めて分離されたものの一つである.本報においては,その諸性質につ

いて報告する.

T-C20CI菌株は自己'Jj放出する成熟ウイルスに対する抗血清で累代培養するもその

溶原性は失われず,従って本菌の溶原性は遺伝的に一応安定した形質と考えられる.

T-C200菌株の培養液中に放出される成熟ウィルス数と生菌数との間には一淀?関侍

が見られ 細菌の対数的増殖期においては約 5万個の細菌の中に 1個の成熟ウイル
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スが混入している.従って細菌の或る分子群においては,その個々の細菌はいずれも

等しくウイルス生産能力を右してはいるが,実際に成熟ウイルスを白然に放出遊離す

るものはその一部にすぎず,しかもこれらのウイルス放出菌は分子群全体に対してほ

一ゞ定の開度で出現しているものと考えられる.

T-C200菌株およびその放出した成熟ウイルスは紫外線照射により不活性化される

那,その機序は one-hiトprocessと考えられ,不活性化曲線は線量に対して指数函数

曲線を示す.

T-C200菌株においては LwoFF効果は見られず,むしろ紫外線照射により成熟

ウイルス放出閏カは次第に低下する.従ってT-C200菌株は紫外線照射によっては成

熟ウイルスの放出は誘発されない非誘発性格原株と考えられる.

また紫外線照射後の生存菌の中より,溶原性を永続trI/Jに汀j失し,成熟ウィルスに対

する免授性を失ったものが分離されるが,紫外線照射による不浄性化曲線および再fylLi

原株化現象等より,紫外線照射による溶上村生消失の機序は溶原菌体内のウイルス原基

の不活性化に起因するものと考えられ,退伝学的には誘導突然変異の一種と思われる･

ll.タバコ立桔病菌の溶原性に関する研究,Il･Temperateviru8感染首の示す

諸反応について (辻田先雄 ･栓井千軟) 潜原菌株 S-9の放出する成熟ウィルスはそ

の宿主 T113菌株の生理的条件および環境の影響によって複雑な許反応を示し,毒性

ウイルス-宿主細菌較合体の殆んどすべてがウイルス合成反応を示すに比して著しく

趣を異にしている･

柿葺温度 340C(菌増姉適温)においでは,18時間柁養 7-13菌株のウイルス感

染菌中約 90%は致死反応を示し,その他の感染菌はわずかにウイルス合成反応,復帰

反応および溶原化反応を示すにすぎない,73時間培義菌においてほ,感染菌の約90%

は復帰反応を宜し ウイルス感染の痕跡を残すものは極めて微々たるものである.士語

義湿度250Cにおいでは,18時間上:音義菌のウイルス感染菌中約 60%は溶原化虹応を,

他のものは復帰反応を示し,ウイルス合成反応は見られない.また 73時間士LT･義歯に

おいでは殆んど秘てのウイルス感染菌は復帰反応を戻してウイルス感染の影響が見ら

れず,ウイルス合成反応も見られない.ただ僅かに溶原化虹応が見られるのみである.

12.タJtコ五指病首の溶原性に関する研究 III,宿主域特異性の組換型について

(辻tZI光祐 ･栓井千秋) 浴原歯S-9株の放出ウイルスはT-13菌株を侵すが,T-C200

菌株および紫外線照射による非溶原菌 T-C200枚には感受性を示さない.T-C200

菌株の放出ウイルスは S-9菌株および非桁原菌 T-C200株を侵しT-13菌株を侵さ

ない.しかしT-C200菌株の放出ウィルスをS-9菌株により措義し,その新生ウイル

スの宿主域を分析すると新生ウイルスの大部分は親ウィルス即ちT-C200 ウイルスと

同型であるが,その一部には S-9薗株放出ウイルスと更に新に T-C200およびS-9

両ウィルスの宿主域を併せもった新型ウイルス (T-13菌株および非溶原菌 TIC200

株を促し得る)とが現われ,宿主域に関していわゆる組操の現象が閣察された.この
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新型ウイルスの発現頻度および生成機構等に関して実験を行い次の結果を得た･すな

わち T-C200菌抹放出ウイルスが感染した S19菌株中 69%は復帰反応を,297(Oは

致死反応およびウイルス生窪反応を示し,他の僅かのものが溶原化反応を示した･こ

の幣原化反応を示した S-9菌株中 24%は S-9ウイルス原基が T-C200ウイルス原

基により置換されたものであり,76%はS-9ウイルス原基とT-C200 ウイルス原基と

を併せ持ったものであった. しかも新型ウイルスはこの重複溶原菌株より放出されて

いることが明かとなった.新型ウィルスすなわち宿主域特異性の組換塾が,T-C200

および S19ウィルスのウイルス原基問で形成されるものであるか,或は大腸菌 T系

統ウイルスに見られる如くウイルスの成熟過程で生ずるものであるか,未だ十分には

究明されないが,T-C200および S-9両成熟ウイルス間では相互排斥現象が見られ

ることから考察すると,ウイルス原基問で組換が起るものではないかと考えられ,現

在実験継続中である.

B. 財団法人遺伝学普及会

沿 革

本会は昭和 25年 11月 10日寄附行為を変更し名称を改称し遺伝学普及会となっ

てから,もっぱら遺伝学の普及を図るため,各役員をはじめ各事業部委員が協力し遺

伝学の普及を促進している.

役員および馳鼻

理 事 小熊 梓,木原 均,駒井 卓,篠速盲人,竹中 要,枚村清二.

暁 事 田中義贋,山tj弥輔,和田文書.

会 長 小熊 持.

常務理事 竹中 要,桧村清二.

評 議 員 小熊 軌 田中義階,駒井 JF･,木原 均,山口弥輔,岡田 宴,和

田文書,森脇大五郎,中西勝胤 島村 環,竹中 要,宮山平八郎.

顧 開 校村真一郎,増井 清.

行 事

昭和 29年 2月 28日 第 7回理事会開催.

昭和 29年 3月 19日 第 6軌沖議員会開催.

昭和 29年 3月 15日 大阪大学教授吉川秀男氏を事業部委員に委嘱.

昭和 29年 6月 10 日 第 8回理事会開催.

昭和 29年 6月 10 日 第 7回評議員会開催.
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事業の概況

A･雑誌 ｢遺伝｣の編集のため,毎月1回東京または三島において編輪会議を開催

した .

B･ プレパラートの演布

遺伝学に関する学習相プレパラートの実費製作を事業部委員に委嘱し,下記の

ものを希望学校に演布した.

a. ソラマメ,タマネギ,ヤマユ1)の根端細胞の核分裂.

b.ヤマユリの花粉母細胞の減数分裂. C. 小麦属の倍数性.

d. カエルの発生. e.微生物. f. 動物の染色体.

C.遺伝学小実験具の旗布
遺伝学に関する小実験具の改良.新考案を事業部委員に委嘱し,下記の器具を

製作販売せしめた.

a.植物旺の移植器 1式. b.P.T.C.味覚試験紙.

D.遺伝挙用幻燈スライド

遺伝学学習用幻燈7,ライドを考案し希望学校に顔布せしめるため,下記のもの

を製作した.'

a.ネズミの遺伝夷験法. b. ショウショウ,;ェの硬練染色体観察法.

C. ヤマユ1)の減数分裂. d. スイ','の性染色体. e.動物の細胞.

f. 植物の精子. g.植物7)体細胞分裂.

E･遺伝学研究実習屑生物の顔布

遺伝学実習用小動物および植物の頒布のため希望者に対しfI記の ものを分譲

した.

a.ショウジョウ'''ェ.

F.その他

昭和 29年 6月 1日

昭和 29年 8月 7日

昭和 29年 11月 5日

b.朝腹. C. メタセコイヤ.

国立遺伝学研究所創立 5周年記念行事の経費を一部

援助した.

沼津市公会堂における国立遺伝学研究所創立 5周年

記念講演会を後援した.

東京読売ホ-ルにおけるEg立遺伝学研究所創立 5周

年記念講演会を後援した.

C.社団法人全国種鶏遺伝研究会
滑 車

鶏D産卵能力は年間遵窒鶏か続出により著しく向上したかの如くに見えるが,一段

の水準はまだ比較的低位にあると言わなければならない.本会は鶏7)遺伝育種芋的研

究を削 勺として昭和 25年 9月組織され,昭和 27年 4月EE団芸人の認可を得て萱
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記をTL,国立遺伝学研究所内に事務所並びに程鶏遺伝OT･究所を設置して事業を開始

し今日に至ったものである.

昭和 29ir'･7月国立辻i伝芋研究所に応用遺伝部の新設を見るにおよび人件糞の 1

部は国費の所管に移り,また総会の決議に基き鶏舎逝びに住宅の国庫寄付の手続を耽

ったところ,同年 12月文部大臣より認可の通知があった.

組 織

a.会 員 会費未納符を整理し,昭和 29年 12月 31日現在正会員 218名

(248,65口),準会員 27名,賛助会員 4名,特別金員 50名である.

b.役 員 会長 小熊 梓,副会長 田中義贋 (僅鶏遺伝研究所長),米野与七

郎 (了F会員),高橋広治 (正会員),常務理事 日中義贋 (兼),F_事上諾Li4名のほか

14名,監事 2名,参与 8名.

C･顧 問 学識経験者の中から 6名を本会郎間に推薦した.

会 議

昭和 29'rl･-A6月 9 日 運営委員会3･O-よび理事会

昭和 29叩 6月 10EJ窮 3LLll総会,改選後理事会

定款の変更

第 3回総会の決議により,従来の運営委員会および鶏憧改良委員会を犀止し 新た

に会長の委嘱による参与若干名をおくことに改められた.

事 等

a.施 設 電気酵卵器 1台 (1.500卵入),バjrリ-育雑器 3台,その他.

b.供試鶏異動 (29.12.31現在)

種 別
成 鶏

･二人 私 Ll': ･目 一 ･/: '､ ∴ ... 二 '-

B P107
合 計･9491 499 1 450 2-902

2,202

226

2,428 1 474

C. 研究経過 (担当者 田中義贋)

WL 前年度において選択したFl甲とPaとの総当り交配によって生じた BFl,

および新たに移入した種鶏とFlとの交配によって得た短期検定終了鵜 303羽中から

原種鶏として A級 12羽,B級 6羽,C級 4羽を選抜した.その後種々の点を考

漬してAおよびB級中から4羽を淘汰し,残 18朋の雌とそれらの兄弟雄との経当

り交配を開始した.また Fl雌とその兄弟雄との兄妹交配およびその後移入した雌唯

を加えて繁殖し,その成鶏 300オ那こつき検定中である.
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BP 前年度選抜の F19とP及びその兄第8との交配および前年作ることがで

きずして本年度に初めでeきた Fl等合計 33羽について短期検定を行い 6羽の原撞

鶏を選択した.

また Flをその兄弟8に総当り交和して得た F2のうち,49羽を12月末現在検定

中である.



J義義取
昭和 29年度は研究所の創立5周年に当り,記念の式典が行われたほか.軸 米穀

垂負金 (FAO)委見約 50名の見学団を迎えたり,陛下の行事を仰ぐなど.恵鋒軌 ,

行事が相ついで行われた･研究面でも既設の4部門に新たに応和辻伝静を加えで内容

も一段と粧充酎 ヒされた.これらの多彩かつ豊富な内容を如何にして,すっきりと年

報第 5号に盛り込むかは初心者の私にはかなりの重荷であった.

年報はいうまでもなく研究所の 1年間の渉みを端的に示すものであり,それほとり

もなおさず研究所7)過去を批判し,また将来を暗示する史料ともなる.したがって所

の内外を問わず,何人にも判りやすく,親しみやすく,しかも高い学問的の品位を保

ちつつ,研究所の金紋を率直に伝えるものでなければならない. しかし,でき上った

ものを見ると辻堪ながらこの理想からはなお程遠い. ただ今後の向上への足がかりと

なることを念じてやまない.

本号では,巻碑文に執筆者名を附記したこと,研究業鰍 こ目次を附して研究成果の

連党に鋸ならしめたこと,所見の動静を朗らかにするために新たに-現(H)を設けた

こと,研究薬拝を細字に改めてできるだけ内容を豊富に盛るにっとめたことなどが以

前とちがった主な点である.各位の御牧村をお節いしたい.なお本号の印刷は都合に

より-プルド杜へ鉄鎖することにしたが,これまで長年にわたって本態の印刷に尽力

されたサイ土./ス杜にし対ても無く敬意を表したい. (柿)
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